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　プロローグ　その１





「さっさと動け、このクズ」



　麗うららかな春の休日。

　俺オレは、お洒落しやれなカフェのトイレでよつん這ばいになっていた。

　そして、右のような罵ば声せいを何度も浴びせられていた。

　声の主ぬしは、小柄で童顔の女。

　黒々とした大きな瞳ひとみが愛らしさを、お団子に纏まとめた茜あかね色いろの髪が幼さを、右側にだけある八や重え歯ばがあどけなさを、それぞれ際立たせている。

　ようするに、文句なしの美少女。

　その文句なしの美少女が、麗らかな春の休日にお洒落なカフェのトイレでよつん這いになっている俺をまるで生ゴミでも見るかのような冷たい眼まな差ざしで見下して、俺の後頭部に辛しん辣らつな言葉を浴びせている。

　さて。

　ここで問題なのは、俺オレがトイレでよつん這ばいになっていることじゃない。いや、洒落しやれたカフェのトイレが這いつくばる場所じゃないということは重々承知しているけれど、これにはそれなりの理由がある。だからあまり問題じゃない。

　小柄で童顔の少女が暴言を吐いていることも、そこまでは問題じゃない。黙っていれば人形と間違えたフリをして家に持って帰りたくなるぐらい可愛かわいいけれど、可愛い女の子が黙っていてくれるとは限らない。どれだけ可愛い容姿をしていても中身がそれに比例するとも限らない。とても残念で勿もつ体たいないけど仕方ない。

　そんなことよりも、今、問題なのは……

「なにをブツブツ言ってる。口じゃなくて足を動かせ、クズ」

「俺はクズじゃない！」

　ということだ。

　俺は、楠くすの木き洋よう平へい。

　かの有名な楠木財閥の御おん曹ぞう司しである。



    

  
    
      



    

  
    
      

　エリートという言葉は好きじゃないけど、まあぶっちゃけエリートだ。エリートの中のエリートだ。俺がエリートじゃなきゃ誰だれがエリートだって話だ。百歩譲ってエリートじゃなかったとしても、

「俺オレはクズじゃない！」

「二回も言うなバカ」

「バカでもない！」

　断じて違う。

「なんだっていい。とにかく立て。この役立たクズ」

「くっつけるな！　それクがなくても意味的には充分だろ！」

「あーもう、うるさい！　黙って私の言うことを聞け!!」

　小柄で童顔で中身の伴わない美少女が怒鳴る。

　俺はゆっくりと立ち上がった。

　そして美少女――由ゆ比い川かわ菜な月つきを睨にらみつけた。並んで立つと俺たちの身長差は歴然としていて、由比川のお団子頭は俺の胸のあたりまでしか届かない。

　にもかかわらず、由比川は人を見下す目つきのまま睨み返してきた。

「……クズ、お座り」

「立てと言ったり座れと言ったりどっちなんだ。というか、犬みたいな扱いをするな」

「みたいな、じゃないの。お前は犬で、私がご主人様なの」

「クズの次は犬呼ばわりか……お前ホントに嫌なヤツだな」

「ご主人様にお前とはなんだ」

「お前も俺のことをお前って――」

「お前は本当に口の利き方がなってないな。私のことは由比川さんと呼べと言っただろ。何回言えば覚えるんだよ。次また呼び捨てにしたらエサ抜きにするからね」

「こんの……いい加減にしろっ！」

　もう我慢の限界。

　俺は手に持っていたブラシとバケツを床に叩たたきつけた。

「な、なんだその態度は！　私はお前の先輩だぞっ！」

　由比川は相変わらずの不ふ遜そんな態度で言い返してきたけど、声が震えていた。さっきまで温度のなかった瞳ひとみにも隠しきれない戸惑いが浮かんでいる。

　まるで寒さに震えるハムスターのようなその姿は、家に持って帰って暖かい小屋で寝かせてあげたくなるほど不ふ憫びんで、でも可愛かわいくて、けっこうな罪悪感にも襲われたけど、それよりも怒りの方が勝まさった。

　だから俺は、手にはめていたゴム手袋も床に叩きつけ、トイレから出た。

「待て！　帰っちゃダメ！」

　と、由比川の小さな手が俺の腕を掴つかむ。

「いいや、帰る。やっぱりアルバイトなんて俺には向いてなかったんだ」

　由比川の手を振り払い、店内フロアを抜けて、そのまま店からも出ようとした時。



「日本一の後輩になるんじゃなかったの？」



　追いかけてきた由ゆ比い川かわの声が背中に突き刺さった。

「……っ」

　と、俺オレは歯がみしながら足を止める。

　そう。

　俺にはここでやらなければならないことがある。

　ここで学ばなければならないことがある。

　成し遂げなければならないことがある。

　それはまさに由比川のセリフそのもの。

　俺は「日本一の後輩」になるため、このカフェに来たんだ。



　………忘れてた。



    

  
    
      


　プロローグ　その２





　事の始まりは二日前。父さんと一緒に夕食を食べている時だった。

　楠くすの木き財閥の現当主である父さんは、日々、世界各地を転々としているから、家で一緒に食事をする機会なんて滅多になく、俺は久々の親子対面に心躍らせていた。

「洋よう平へい、元気だったか？」

「はい」

「高校はどうだ？」

「さすがは日本一の進学校だけあって、授業内容はなかなかハイレベルです」

「そうか」

　こんな他愛もない会話も楽しかった。

　俺は父さんのことを心から尊敬している。

　父親としてはもちろんのこと、楠木家の嫡ちやく男なんという同じ環境に生まれた「先輩」として尊敬している。

　楠くすの木き家の嫡ちやく男なんに生まれた者は、いずれ人の上に立たなければならない。数多くの社員とその家族の人生を背せ負おって立つリーダーにならなければならない。

　それが義務だ。いや、使命だ。

　その重責を見事果たし、周囲の期待にそれ以上の結果で応こたえ続けている父さんは、俺オレにとって教科書のような存在だ。

　そんな偉大な人と他愛もない会話をできるということが嬉うれしい。

　だから、

「他にはないのか？」

　と訊きかれて、俺は父さんが喜んでくれそうな話題を選んだ。

「先日行われた定期試験でまた学年一位になりました」

「ふむ。他には？」

「春の球技大会では野球にエントリーして、ピッチャーをやりました。三安打完封をしました。非公式ですが直球で１５０キロをマークしました」

「他には？」

「時間が余ったのでサッカーにも途中参加しました。決勝点となるフリーキックを決めてみせました」

「……他は？」

「さらに時間が余ったのでバスケットボールにも参加して20点差を逆転――」

「はあぁぁ……」

　話の途中で父さんが深いため息を吐ついた。

「どうかしましたか？」

「ちょっとね……」

　自分が話すことに夢中で気づかなかったけど、父さんの顔色は冴さえなかった。冴えないどころか、ひどく沈ちん鬱うつな表情をしていた。いつもはツヤツヤとしている肌に張りがなく、いつもならたぷんたぷん揺れている頬ほおと二重顎あごがなんとなくやつれていて、後退し始めた髪の毛とヒゲにはキューティクルの欠片かけらもなかった。

「ど、どこかお体の具合でも悪いのですか？」

「体は大丈夫。糖尿と痛風のコンボ食らってるけど健康そのものだ」

「では、何か悩みごとでも？」

「……うん」

　父さんに悩みごとがあるなんて信じられなかったけど、とりあえず訊たずねてみた。

「何を悩んでいるのですか？」

「実は……」

　父さんは弱々しく口を開き、苦悩に満ちた眼まな差ざしで俺を見つめて、

「洋よう平へいの話が面白くない……超つまんねぇ……」

「えー………」

　父さんは頭を抱えて続けた。

「久しぶりに会った息子の近況報告なのにちっとも楽しくない。ここは自分の家なのに、早く家に帰りたいなぁ、とか思ってた。ねえ、これって親としてどうなんだろう？」

「どう、と言われましても……」

　何も言えない。どうと言われましても、と言えただけでもすごいと思う。

　父さんはテーブルをバンと叩たたき、口調を強めた。

「てゆーか、やっぱ洋平が悪いよ。『高校はどうだ？』って聞かれたら『楽しいよ』って答えるのが普通じゃない？　なのに『授業はなかなかのハイレベルです』って何それ？　イラッとくるんですけど？」

「す、すいません……」

「そのあとも学年一位だの１５０キロだの自慢話ばっか……そうじゃないじゃん。友達ができて――みたいなところから始まって、クラスに可愛かわいい女の子がいて――みたいな展開になって、キャッキャウフフのボーイズトークをする場面じゃん。てゆーか、球技大会で何を大活躍してんの？　そこは運動部員の見せ場だろ。かっさらうなよ。サボってろよ。マジどこまで空気を読めなければ気が済むわけ？」

「うぅ………」

　矢や継つぎ早ばやにまくし立てられ、言葉を失っている俺オレに向かって父さんは再度、深～いため息を吐つき、

「こりゃあ、次期当主の座は譲れないなあ」

　さらりと言った。ものすごく衝撃的なことをさら～っと言った。

「…………」

　言葉を失っていた俺は、一瞬、気も失った。

　楠くすの木き家の嫡ちやく男なんは、いずれ人の上に立たなければならない。何万人という人間を引っ張る雄々しきリーダーにならなければならない。それが義務だ。使命だ。

　なにより俺の夢だ。

　自分が楠木家の嫡男であると自覚したその日から、父さんの跡を継ぐことだけを夢見てきた。父さんのような人間になりたいと願い続けてきた。

　その夢を軽々しく奪われてなるものか――と、意識を取り戻した俺は、生まれて初めて父さんに反論をした。

「何が問題なのですか！　自分で言うのもなんですが、俺は優秀です。勉強でも運動でも常に一番を取ってきました。他人との争いに負けたことはありません。これからもそうであり続けるため精進に精進を重ねて――」

「違う」

　と、父さんは俺オレの反論を遮り、

「たしかにお前は優秀だ。それは認める。親として誇らしく思う。でも、そうじゃない。人の上に立つ者に最も必要な資質は、学年一位の頭脳でも、類たぐい希まれなる運動能力でもない。一番大切なのは……」

「大切なのは？」

「……自分で考えなさい。今のお前に欠けているものだ。それが何かわかるまで、お前を楠くすの木き家の嫡ちやく男なんとは認めない」

「そんな……」

「はい、真ま面じ目めな話は終わり。ご飯を食べよう。冷めちゃうからね」

　父さんは覇気もツヤも戻った優しい笑顔でそう言い、食事を再開した。きっと俺にこのことを伝えるためにわざと悪態をついたのだろう。正面からぶつけられるよりもその方が効果的だと知ったうえで。実際、俺は緩急の差についていけず、生まれて初めての反論も尻しりすぼみに終わってしまった。さすが父さんだ。

　そんな父さんの言うことに間違いなどあるわけがない。

　だから、俺には欠けているのだろう。人の上に立つ者にとって一番大切なことが欠けているのだろう。

　でも。

「……わかりました。わかりましたよ、父さん」

「ええっ、早くない？」

「わからない、ということが、わかりました」

「……はあ？」

「今はまったくわかりませんが、必ずわかってみせます。そして、偉大なる父さんの跡を継ぐに相応ふさわしい男になってみせます！」

　俺は勢い良く立ち上がり、右の拳こぶしを握りしめ、高らかに宣言した。周囲の期待に応こたえることも楠木家の嫡男の義務だ。父さんの期待は、つまり、そういうことだろう。

「う、うぜえぇぇ！　鬼暑苦しい。ねえ、君ホントに私の息子？」

「……アナタこそ本当に俺の親ですか？」

「あ？　なにその態度？　ダメ息子のくせに生意気なんだけど」

「うるせぇ、このダメ親父」

「ああん？」

「おおん？」

　この日、生まれて初めて父さんとケンカをした。

　それでも自らの宣言を撤回はしなかった。



　翌日、学校で。

　俺オレは親友のユージに相談をした。

　人の上に立つ者に一番必要な資質とは何か、そして俺に欠けている物は何か、と。

　すると、意外にもあっさりと答えが返ってきた。

「人徳じゃね？」

　携帯ゲームをしながらという気け怠だるさマックスな態度だったけど、親友の言葉はきら星のごとき輝きを放っていた。

「なるほど！　人徳か！」

　それだ。それこそがリーダーに必要不可欠な要素であり、俺に欠け……

「……ちょっと待て。俺は人徳がないのか？」

「ないね～」

「そんなことないだろ」

「洋よう平へい、この前の球技大会ですげぇボール投げてただろ？」

「１５０キロストレートのことか？　あれには自分でも驚いたなぁ」

「あの時さ、観客席にいたヤツら、なんて言ったと思う？」

「そりゃ、すごいとか速いとか楠くすの木きくんカッコイイ――」

「『速球オツ』だぜ」

「……」

「ニュアンス的には最後に（笑）がついてた。プロ並みのボール投げて失笑される高校生なんて日本で洋平ぐらいだよ」

　そういえば、サッカーで決勝ゴールを決めた時もバスケで五連続３ポイントシュートを決めた時も誰だれ一人ひとりとして俺のところに集まってこなかったな……。

「……もしかして、俺は嫌われているのか？」

「超金持ちのボンボンで、秀才で、スポーツ万能で、腕っぷしも強くて、そこそこのイケメン。そんな少女漫画の主人公みたいなヤツ、現実世界じゃ嫌われるって」

「そうだったのか……いや、でも、俺は多くの友達より一人の親友がいればそれでいい」

「洋平には親友もいないじゃん」

「……ん？」

　ユージの父親は、父さんの右腕であり、その関係で俺たちは子供の頃ころからいつも一緒にいた。小中高と同じ学校に通っている。つまり、ユージは俺の親友……んんん？

「オレもさ、洋平と幼なじみじゃなかったら絶対に友達にはなってないと思うなぁ」

「……そ、そうか、そうだったのか……」

　親友じゃなかったのか……。

「そんなに落ち込むなよ。今に始まったことじゃないだろ」

　と、ユージは携帯ゲームをやめて俺オレの肩をポンポンと叩たたき、慰めなのかさらに心を抉えぐりにかかってるのかわからない言葉をかけてくれた。

　昨日の父さんといい、ユージといい、正直ショックだった。

　だけど、そこまで落ち込んでいたわけでもない。

　本当は薄々、勘づいていたんだ。

　幼い頃ころから徹底した英才教育を受け、その上に努力を重ねて、常に一番を取ってきた俺にも、一つだけ、一番になれなかったことがある。

　それは、人気だ。たとえば学校の教室で、楽しそうに笑い合っているグループの中心に俺がいたことは一度もない。

　その輪の中に入りたいと思ったこともない。そんなことよりもテストやスポーツで一番になることの方が大切だと思っていた。そういう生き方をしてきた。

　今さらそれが間違いだと言われても……。

「……俺、どうすればいいのかな？」

「そうだなぁ……」

　新たな相談に、元・親友のユージは腕を組んで真剣に考えてくれた。

　そして。

「アルバイトでもしてみたら？」

　と、提案してくれた。

「なんつーか、上う手まく言えないけど、洋よう平へいは存在そのものが『上うえ』なんだよ。上流階級に生まれて、上質な教育を受けて育って、やたらと向上心に溢あふれてて、人生上々じゃん」

「う、上手いこと言うなぁ」

　しかも、そのとおりだ。昨日の夕食前まで俺は人生に一片の迷いもなかった。

「だから洋平には近寄りがたいんだよ。だって俺たちは『下した』だもん。せいぜい『中ちゆう』だもん。そこらへんが根本的にズレてるんだよ」

　まったくもってそのとおりかもしれない。つくづく上手いこと言うなぁ。

「で、それがどうしてアルバイトにつながるんだ？」

「一度『下』になってみれば？　ってこと。下ってゆーか後輩？　下げ僕ぼく？　まあ、そんな感じ。新しい環境で、一番下のポジションから何かを始めてみれば、学ぶこともたくさんあるだろうし、ズレも縮まるかもしれないじゃん」

　でもこの学校じゃ無理だ、俺たちもう二年生だし、正真正銘の後輩がいるし、その後輩からもすげぇ嫌われてるし、だから新たな環境でアルバイトだ――と、ユージは補足してくれた。

　その間、俺は、

「後輩……後輩か……」

　と呟つぶやいていた。呟く度に、その言葉は新鮮な香りを放って、胸を高ぶらせた。

　そして、胸の高鳴りはあっという間に決意へと変わった。

「……うん。いい。すごくいい！　俺オレ、やってみるよ！　アルバイトをする！」

　いや、やるだけじゃ意味がない。何事もやるからには一番になる。それが俺のモットーであり、生き方だ。ライフスタイルはそうそう簡単に曲げられない。

　だから。

「俺、後輩を極める！　日本一の後輩になってみせるよ！」

　拳こぶしを握りしめ、高らかに宣言した。ユージは苦い顔で「うぜぇ」と吐き捨ててから、

「がんばれよ」

　と、微笑ほほえんでくれた。親友は俺のことを親友だと思っていなかったけど、俺はやっぱり親友だと思う。いつかユージにも親友だと思ってほしい。父さんからも立派な跡取り息子だと認められたい。みんなから愛される人徳のある人間になりたい。

『後輩道』を極めればそうなれる――と、何の根拠もないのに、確信めいたものが生まれていた。

　こうして俺はアルバイトをすることになったんだ。



    

  
    
      


　日曜日　バイト初日





　相撲の横綱も、落語の真打ちも、将棋の名人も、超一流のアスリートも、今をときめく大女優も、その道の頂点を極めた人間は皆、下積み時代というものを経験している。十両だったり前座だったり奨励会生だったり二軍だったり売れないグラビアアイドルだったりしている。水着を卒業しようかそれとも逆にヌードになろうかと悩んだ時期がある。歯を食いしばって恥辱に耐えた経験がある。

　その苦い経験をバネにしたからこそ、彼らは頂点に立ったのだ。そしてその苦い経験があるからこそ、人は彼らに共感を覚え、憧あこがれ、敬い、愛する。



　麗うららかな春風がそよぐ日曜日。

　自家用リムジンから降りた俺オレは、一軒のカフェの前に立っていた。

　繁華街と住宅街のちょうど境目にあり、外装はレンガ造りとレトロながらも店の周りに植えられた花や観葉植物が都会的で洗練された印象を与えている。

　店の名前は『カフェ・ハーヴェスト』。

　今日から俺の職場となる店だ。

　あれから――といっても昨日からだけど、ユージや父さんに言われたことの意味を考えていた。考えれば考えるほど痛感させられた。

　俺には下積み時代がない。苦い経験をしたこともない。基本的にずっと絶頂だ。それがユージの言うところの『存在そのものが上』というやつなんだろう。そして人徳の欠如につながるのだろう。

　己の欠点を見つめるという作業は精神的にキツイものがあったけど、わかってしまえばあとは簡単だ。克服すればいい。下積めばいい。それだけのことだ。

「ふふふ、下積むぞぉ。苦い経験しちゃうぞぉ」

　と、不敵に笑いながら意気込んでいたら、

「あら、洋よう平へい。本当に来たのね」

　店から一人の美しい女性が出てきた。

「やあ、小こ次じ郎ろうおじさん。お久しぶりです」

　この美しい女性は、俺のおじさんである。正確には、父さんの弟である。父さんの弟で俺のおじさんだけど、美しい女性である。名前は、楠くすの木き小次郎。カフェ・ハーヴェストのオーナーであり、ある特殊な性別の持ち主ぬしだ。

　おじさんがカフェを経営しているという話は以前から耳にしていたので、アルバイトをさせてくれ、と頼んだら「じゃあ明日から来なさい」と快くオーケーしてくれた。

「しばらく見ない間に随分と大きくなったわねぇ。もう高二だっけ？」

「はい。小こ次じ郎ろうおじさんは相変わらず綺き麗れいで大きいですね」

　年齢は三十代の半ばなのに、小次郎おじさんの外見は二十代前半にしか見えず、本物の女性にしか見えない美び貌ぼうの持ち主ぬしだが、身長は俺オレよりも高い。百八十センチはゆうに越えているだろう。

「小次郎おじさんって呼ぶのはやめなさい。今は玲れい奈なという名前なんだから。今日からは玲奈お姉さん、あるいはママ、もしくはレイチェルと呼ぶように」

　声も若々しく女性そのものだから、本当に女性にしか見えない。けど、俺のおじさんである。なんだか難しい。

「兄さんは元気？」

「糖尿と痛風のコンボ食らってるけど健康だと言っています」

「あ、そ」

　小次郎おじさん改めレイチェルは一瞬だけ地の男声で呟つぶやき、遠くを見た。おじ……じゃなくてレイチェルは、その趣向というか性癖というか性別が原因で我が一族とは絶縁状態にある。このあたりの事情は複雑でかなり難しい。

　ただ、俺はレイチェルのことを尊敬している。

　たとえ何であれ、道を極めた人というのは立派だと思うから。

「ところで、レイチェルおじさん」

「混ざってるわよ」

　うーん、とても難しいなあ。

「で、何よ？」

「俺が楠くすの木き財閥の御おん曹ぞう司しだということは内緒にしてくださいね」

　楠木家の威光は日本中に轟とどろいている。俺がそこの跡取り息子であると知ったら一番下の扱いをしてくれなくなる恐れがあるからな。

「別にいいけど、アンタが楠木家のぼっちゃんだと知ったからってビビるような子はウチにはいないわよ」

　だってこのワタシが選んだ子たちだもの、と誇らしげに言い、

「早速、紹介してあげる。ついてらっしゃい」

「はいっ」

　レイチェルに続いて俺も店の中へと入った。

　この瞬間、俺の『後輩道』は始まったんだ。



　店内は外観よりもさらに洗練された雰囲気があった。だが、それでいて派手ではなく、内装も飾りっ気けのない簡素なもので、品の良い茶色を基調とした壁が親しみやすさを醸かもし出している。

　カウンター席と、四人掛けのテーブル席が八つ。その内の四つが椅い子すテーブルで残りがソファテーブルとなっている。さらに店の奥、ガラスドアの向こうにはテラス席があり、ここにも椅子テーブルが四つ。テーブルとテーブルの間隔が程よい広さで、これなら客が窮屈に感じることもないだろう。さすがはレイチェル、美的センスに優れているな。

　俺オレが店に入ると、カウンター席に女性が三人、座っていた。

「この子たちが今日からアンタの先輩よ」

　と、レイチェル。俺は三人の顔を見渡し、

「ほう……」

　思わず唸うなってしまった。

　三人はそれぞれに特徴があるけど、三人ともが美しく可愛かわいい女性だ。下げ世せ話わな言い方をすれば、レベルが高い。相当レベル高いよ、この店。

「まずはアンタから自己紹介しなさい」

　レイチェルに背中を叩たたかれて、その反動で一歩前に進み出た。昨晩から心の準備はできている。俺はピンと背筋を伸ばし、咳せき払ばらいを一つ挟んでから、勢い良く――

「初めました！」

　……噛かんでしまった。

「何を？」

　と、レイチェルが冷静にツッコんでくれて、三人の内の一人、髪の短い女性が「あはは、変なのきた」とせせら笑っている。残り二人はキョトンとしていた。

　俺は咳払いを三つほど挟んでから、自己紹介をやり直した。

「初めまして、楠くすの木き洋よう平へいです。太平洋の洋に太平洋の平で洋平です。俺は日本一の後輩になるため、ここへ来ました。いたらぬ点はほとんどありませんが、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします！」

　今度は噛むことなくスラスラと言えた。ややアピールが強すぎるかもしれないが、これぐらいで丁度良い。

　俺なりに考えた「良き後輩になるためのポイント」その１

　まずは顔と名前を覚えてもらうこと。

　とにかく最初はインパクト重視。その観点から見れば「初めました！」も悪くなかった。むしろ良かった。うん。絶対に良かったんだ。

　一連の流れに手て応ごたえを感じた俺は、ゆっくりとカウンター席に腰を下ろし、

「さあ、次は君たちの番だ」

「身内として恥ずかしい！」

　バシーン！　レイチェルに頭を叩たたかれた。

「な、何をするんですかレイチェルおじさんっ」

「また混ざった！」

　二発目が飛んできた。レイチェルは若々しい美び貌ぼうの持ち主ぬしだが筋繊維はやっぱり男性なので殴られるとかなり痛い。

　レイチェルは俺オレを殴った手でそのまま自らの髪をクシャクシャと掻かき、

「んーっと……まあ、こういう変わった子なんだけどさ、ワタシの甥おいっ子こだから、仲良くしてあげてね。で、すっごく癪しやくだけど次はアンタたちの番ね」

　と女性三人に向かって言った。ついでに「オラ立て」と俺を片手で持ち上げて椅い子すから立たせた。おじさん、しばらく会わない間に随分と乱暴な人になったなぁ……。

　ともかく、女性陣の番である。

　まず最初に、向かって右端の女性がすっと立ち上がった。

　長く艶つややかな黒髪で、すらりとした体型の美人だ。

「初めまして、姫ひめ野の椿つばきと申します。玲れい奈なさんには日ひ頃ごろから大変お世話になっております。私は楠くすの木きさんと違って、いたらない点の多い若じやく輩はい者ものですが、何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます」

　耳に心地よい美声。格調高く上品な言葉遣い。丁寧なお辞じ儀ぎ。

「ほう……これはこれは……」

　思わず唸うなってしまった。とても出来たお嬢さんだ。とにかく所作に品がある。立ち姿も凛りんとしていて、まるで一輪の花のようだ。椿という名前がピッタリだ。

　肌が透けるように白く、目は切れ長で、鼻は高く筋が通っており、淡い桃色の唇は形が良い。見れば見るほど整った顔立ちをしている。店の制服である紺色のシャツと白いエプロンの着こなしもまた折り目正しく上品で、和服を着てもさぞかし似合うだろう。

　外見だけではなく、品性や礼儀正しさといった内面も含め、古き良き日本女性の要素を兼ね備えた女性だ。

　こう言ってはなんだけど、カフェで働いているのは勿もつ体たいない気がする。

「君、我が家でメイドとして働く気はないか？　そして、ゆくゆくは俺の嫁――」

「何を言おうとしてんだ甥っ子！」

　名刺を渡そうとした俺の首に、レイチェルのラリアットがめり込んだ。ゴロゴロと後転して体勢を立て直して顔を上げると、椿さんは優しく微笑ほほえんでいて、

「光栄です。でも私、この店が大好きなんです」

　やんわりと礼を損なわずに俺の誘いを断った。柔らかでありながら、芯しんの強さもある。いやはや、本当に素晴らしい女性だ。

「椿つばきちゃん、ありがと。じゃあ次、お願いね。洋よう平へい、アンタは黙ってなさいよ」

　レイチェルが促し、真ん中の女性がぴょんと椅い子すから降りた。

　が、上う手まく着地できずに顔面を床にぶつけた。

「あいたたた……えへへ～」

　笑いながら顔を上げる彼女。ふわふわとした薄茶色の巻き髪と、バッチリとした睫まつ毛げ、そして何より――どうしても目がいってしまう――大きな胸が特徴的な女性だ。

「はじめまして、モコです。蒼あお井い萌も子こです。萌子の萌に萌子の子でモコです。ふつちゅ、ふつか、ふつつた……モコです。よろしくです」

　甘ったるい声で、たどたどしく、結局ちゃんと言えないまま、ペコリとお辞じ儀ぎもせず、パタパタと手を振っている。

「……うーん……」

　渋い顔で唸うなってしまった。

　なんと出来ていないお嬢さんだ。そもそもなぜ椅子から降りるだけで顔面を打ちつけるような事態になるんだ。礼儀も何もあったものじゃないし。自分のことを名前で呼ぶし。モコモコモコモコばっかりだし。いかにも現代っ子だな。

　しかしながら、容姿は素晴らしい。椿さんのような美人系ではなく可愛かわいい系だ。まるで子供がそのまま大きくなったような愛らしさがある。

　それでいて――ど～しても目がいってしまう――体つきは決して子供ではない。全っ然違う。シャツの胸元は、これでもかというぐらい膨らんでいる。

「モコのことは誘わないですか？」

「その前に一つ質問してもいいかな？」

「どぞ」

「君はなぜそんな格好をしているの？」

　シャツに、エプロンにかくれてしまっている極ごくミニスカート、その後ろ側には何やら尻しつ尾ぽらしき物体が付いていて、頭には動物の耳がついたカチューシャまでしている。

「だってモコはメイドですから。ちなみに今日はケモノっ娘こバージョンです」

「……う、うーん……」

　ダメだ。理解に苦しむ。現代っ子というかケモノっ娘がわからない。

「ねぇねぇ、モコは誘わないですか？　モコを専属メイドにするといいですよ～？　昼も夜も専属になりますよ～？」

「なっ……」

　パコーン。

　レイチェルが俺オレではなく、モコちゃんの頭を叩たたいた。むんずと片手でケモノっ娘を持ち上げ、椅子に座らせる。しかしすごい腕力だな……。

「モコはそこでジッとしてなさい。洋よう平へいはモコのおっぱいばっかり見ないように」

「了解でっす。モコ、よいこでハウスします」

「お、俺オレは、そ、そんなとこを見てません！」

「はいはい。じゃあ次ね」

　俺の主張を軽やかに流して、レイチェルが左端に座っている髪の短い女性に自己紹介を促す。

「あー、オレはいいよ。パス」

「パスじゃないでしょ、ちゃんとしなさい」

「ちっ。うっせぇな……」

　レイチェルに怒られ、彼女は煩わずらわしそうに立ち上がった。

　所々に金色のメッシュが入った短い髪に、横長で吊つり上がった目、両耳のピアス、エプロンの下はスカートではなく穴の開いたボロボロのジーパン、漂わせる妙な迫力……これだけ揃そろえば初対面でもこの人が（悪い意味で）ただ者ではないとわかる。

　そして彼女はその印象どおり、

「オレは蜂はち矢やアキラ。ヨロシクな」

　ものぐさな口調でそう言って、会釈もしなかった。

「……う、ううーん……」

　俺はこめかみを押さえた。出来てなさすぎる。問題外だ。美人系の椿つばきさん、カワイタイ系のモコちゃんときて、今度は不良系だ。レイチェルの人を見る目とやらも怪しくなってきた。

　だが、それ以前に。

「あの……彼女は彼女ですか？」

　と、本人ではなくレイチェルに確認。

「は？」

「聞き間違いでなければ彼女はさっきから自分のことを『オレ』と言っています。つまり彼女は女性ではなく男なのですか？　それともレイチェルのようなニュータイプというか進化形態的な人ですか？」

「誰だれが進化形態よ。見ればわかるでしょ、アキラは――」

「男だ」

　と、本人の口から真相を明かしてくれた。

「なんだ、そうだったのか」

　腑ふに落ちた。あまり褒められたものではないけれど、男なら、ものぐさでだらしなくていい加減な態度も許せる。納得できる。いやいや、男にしては随分と綺き麗れいな顔立ちをしているな。キチンとした格好をすれば、かなりの美少年だぞ。

「って、違うでしょ！　アンタは歴れつきとした女でしょうが！」

「ええっ？」

「ちげーよ。オレは男だ」

「なんだ、やっぱりそうだったのか」

「女でしょ！」

「えええっ？　どっち？」

「女よ。モコのばっかり見てないでアキラのも見てみなさい。ちゃんと胸が膨らんでいるでしょ？」

「だ、だから俺オレはそんなとこ……ほほ～う……」

　そんなとこを見てから唸うなってしまった。不良少年の胸はたしかに膨らんでいた。それもボリューム豊かに膨らんでいた。ということは、やっぱり女性なのか。

「それにしても、これはこれは、なかなか立派な……」

　と、我ながら最悪な感想を漏らした俺の額に、かかとを履きつぶしたローファーが直撃した。レイチェルラリアットがヒットするよりも早かった。

　犯人はもちろん不良系美少女。彼女は射貫くような視線で俺を睨にらみ、

「テメェ、今度また変な目で見やがったらブッ殺すぞ！」

「……」

　なんという困った子。とても女性とは思えないガラの悪さだ。

　しかし、俺史上最悪の発言をしたことは事実。ここはグッと堪こらえ……

「そんなに乳が見たけりゃ風俗にでも行けエロガキ！」

「……さっきから黙って聞いていれば随分な言い草だな」

「お？　やるか？　つーか、やろうぜ」

　不良娘は突然、目を輝かし、椅い子すから飛び降りて、ステップを刻みだした。ボクサーっぽい構えをとって、ポキポキと首の関節を鳴らしている。

　やれやれ、とんだジャジャ馬だ。こういう輩やからは一度、厳しく躾しつけてやった方がいい。

「いいだろう。かかってこい」

　と、俺も身構えた。むろん、仮にも女性相手に暴力をふるうような真ま似ねはしない。俺は格闘技全般でも常に一番を取ってきた男だ。軽くあしらって力の差を見せつければ、不良娘も大人しくなるだろう。

　シュッ。

　不良娘がジャブを放ってきた。なかなか侮れない鋭さだが、それはあくまで素しろ人うとレベルでの話。俺はいとも容易たやすく避よけ――

「いてっ」

　……おっと、目測を誤ったかな？

　シュシュッ。

　不良娘がワンツーと繰り出してきた。今度こそ余裕をもって確実に避よけ――

「いだだっ！」

　あ、あれえ？

　シュシュ、ヒュン。ワンツーからのショートフック。どうやら久々の実戦に体がついてきていないようなので悔しいけどここはガードを――

「いでっ、え、ちょ、待っ……ぐふぉっ！」

　ガードの上から腰の入った連打を浴びせられ、ガードが下がったところに切れ味抜群のアッパーカット。二秒ほど意識を刈り取られた。

　敵ながら惚ほれ惚ぼれするようなコンビネーションだってゆーか何なのこの強さ？　やっぱ男なの？　むしろ男であってほしいんだけど。

「んだよ、大したことねーな」

　不良娘はダウンしている相手（俺オレ）を足あし蹴げにするという反則行為を犯してから、椅い子すに座り直した。

「はい、そこまで。ケンカはほどほどにしなさいよ」

　と、すでに終わった試合をレイチェルが止め、例によって片手で俺の首根っこを掴つかみ、起き上がらせた。その腕力があるならもっと早く止めてほしかった。

　……おかしい。自己紹介しているだけなのに、なぜ体に傷が増えていくんだろう？

「とりあえず、今日はこの三人かな。あ、あとキッチンにもう一人、シェフの子がいるんだけど……まあ、いずれ紹介するわ」

　レイチェルは横目でカウンター内にある壁を見た。どうやら、その壁の奥に厨ちゆう房ぼうがあるようだ。壁で隔離されている厨房というのも妙な話だけど、瞼まぶたが腫はれていてよく見えないので今は良しとしよう。

　それにしても。

　この三人かぁ……。

　はっきり言って、椿つばきさん以外とは上う手まくやっていく自信がない。

　色んな意味で豪腕の進化形態オーナー・レイチェル。

　美しさと品格を兼ね備えたミス日本・椿さん。

　スタイル抜群で可愛かわいくてドジで痛いケモノっ娘こメイド・モコちゃん。

　カフェから世界を狙ねらえる器の不良系暴れ馬・蜂はち矢やアキラ。

　………いやいや。

　どう考えても椿さんの一択だろ、これ。

「玲れい奈なさん、今日は由ゆ比い川かわさんも入ってますよ」

　と、ミス一択の椿さんが言った。

「菜な月つきちゃん、珍しく遅刻してますね～」

「あのチビ、いつもはオレに遅刻すんなとか言うくせに。来たらイジメてやろう」

　モコちゃんと暴れ馬も続いた。

　どうやらこの店にはスタッフがもう一人いるらしい。

　俺オレは自然な流れでまだ見ぬその人に希望を抱いだいた。椿つばきさんぐらいとまでは言いませんがどうかまともな人でありますように、と。

　そして、噂うわさをすればなんとやら。

「すいません！　遅れました！」

　バゴン！　と勢い良くドアを開けて、一人の少女が店に駆け込んできた。

　バゴン！　という音は、勢い良く開けたドアが俺の後頭部に直撃した音だ。だからなぜ怪け我がが増えていくんだ？

　俺はうずくまって悶もん絶ぜつしながら、入ってきた少女の足下から目線を上げる。

　すぐに少女の顔に辿たどり着き、

「お、おおっ……」

　唸うなり声ではなく、感嘆の声が漏れた。

　それほど衝撃的だった。蜂はち矢やアキラに食らったパンチなんかよりずっと強烈だった。

　可愛かわいい。

　ただただ、そのひと言に尽きる。いや、可愛いだなんて明確に言語化できるような感想ではなかった。これまで経験したことのない感情が芽生え、弾はじけ、閃せん光こうが迸ほとばしり、鮮やかに爆発して、頭と体と心を瞬またたく間まに支配した。

　春の日差しに映える茜あかね色いろの髪。小学生かと思ってしまうほどの低い背丈。つるんとしたおでこ。つぶらで黒々とした大きな瞳ひとみ。ちょこんと備え付けられた鼻。柔らかそうな唇。その唇から微かすかにのぞいている右側だけの八や重え歯ば。

　すべてがドンピシャ。

　俺の中の何かを激しく揺り動かした。

「…………」

　と、我を忘れてジーッと見つめてしまい、彼女も驚きの表情で俺を見つめていて、

「……え？」

　おそらく「誰だれ？」という意味のひと言を発し、目玉だけを動かしてレイチェルを見る。

「そいつは――」

　レイチェルが紹介してくれようとしたのを遮り、俺は立ち上がって、彼女と真正面から向き合った。

「お、お、俺は、楠くすの木き洋よう平へい。太平洋のように大きな男になれって意味……は関係ないか、えーっと、今日からここでアルバイトをすることになって、それから、えーっと……」

　噛かむどころじゃない。しどろもどろの手本のようになってしまった。

　彼女はまだ呆ぼう然ぜんとした顔で俺オレを見つめてから、

「……てことは、今日から私の後輩になるの？」

「う、うん。今日から、き、きき、君の後輩になる」

「やったああ！」

　パッと笑顔になって、ぴょこん、小さくと飛び跳ねた。それはまるで天使のように愛らしい仕草で、俺の中の何かはもう揺れすぎて壊れそうになっていた。

「――って、ごめんね。突然はしゃいじゃって。でも嬉うれしくて」

「い、いやあ、喜んでもらえて俺も嬉しいよ」

　何がそんなに嬉しいのかはわからないけど、俺としては、後輩道を極めるだけのつもりだったのに、こんなに素敵な出で逢あいがあって嬉しすぎる。

「あ、そうだ。言い忘れたけど、俺は日本一の後輩になるためにここへ来たんだ」

　彼女は一瞬だけ小首を傾かしげ、でもすぐに天使の笑顔に戻り、

「じゃあ私は日本一の先輩になるよ。一緒にがんばろうねっ」

「うん。がんばる。オレ、ガンバル。どこまでもがんばれる」

　君と一緒に働けるのなら、なんて歯の浮くようなセリフが頭に浮かんだけど、口の中がカラカラに渇いて言葉にならなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そして彼女は、すっ、と小さな手を差し出してきた。

「私は由ゆ比い川かわ菜な月つき。よろしくね」

「こちらこそ、よろしく」

　俺オレも手を差し出し、二つの手が重なり合う――直前。

　ぺちん。

　彼女の小さな手が、俺の手を叩たたいた。

「………え？」

「よろしくお願いします、由比川さん――だろ？」

　まるで生ゴミでも見るような眼まな差ざしで睨にらまれた。約十秒前、目の前で燦さん然ぜんと輝いていた天使はどこにもいなかった。

　手のひらサイズの堕だ天てん使し・由比川菜月。

　これが四人目の先輩。

　とてもじゃないけど、上う手まくやっていく自信がない。

　そう思った矢先、

「洋よう平へいの教育係を誰だれかにやってほしいんだけど……」

　と、レイチェルが言ったので、俺は「はい！」と光の速さで挙手をした。

「椿つばきさんでお願いします！」

　しかし。

　まったく同じタイミングで由比川が挙手をしていて、しかも俺よりも大きな声で、

「はい！　私がやります！」

　立候補しやがった。だから俺は光よりも速いスピードとより大きな声で、

「断る！」

「黙れ！」

「じゃ、菜月に頼むわ。お願いね」

　レイチェルが認めてしまった。気持ちいいぐらい俺の意見は無視された。

「へへっ。菜月、えらく張り切ってんじゃねぇか。そのバカが気に入ったのか？」

「ち、違うもん。誰もやりたがらないだろうから仕方なくコレを引き受けるだけですっ」

　とかなんとか、暴れ馬と堕天使が喋しやべっていたけど、俺は帰り支度に忙しかったのでバカとかコレとかいう言葉も聞き流していた。

「てゆーか、おい。お前は何をしてるんだ？」

　由比川の小さな手が俺の肩を掴つかむ。

「今日のところはこれで失礼する。次はそうだな……二百年後の明日ならスケジュールはガラ空きだから――」

　どふっ。

　由ゆ比い川かわの拳こぶしがみぞおちに刺さった。二人の身長差が絶妙の位置で急所を捉とらえてくる。

「くだらないこと言ってないで仕事するよ」

「き、貴様っ……その前にまず謝ったらどうだ！」

「お前こそ口の利き方に気をつけろ。私は先輩なんだから敬語を使うこと。先輩には絶対逆らっちゃダメ。わかった？」

「わからん。大体、こんなチ……」

　言いかけて、慌てて口をつぐんだ。言葉のあやとはいえ、身体的特徴を悪口に使ったりしてはいけない。絶対にダメ。でも、やはり少し遅かったようだ。

　どふっ、と、もう一発みぞおちに拳を見舞ってから、由比川は悲しげに俯うつむいた。

「チビで悪かったな。気にしてるんだぞ……」

「あ、いや、今のは……うん。今のは俺オレが悪かっ――」

　素直に謝罪しようとしたら、由比川が顔を上げ、生ゴミの眼まな差ざしで睨にらんできた。

「謝れブサイク」

「ふざけんなチビ」

「あーっ、また言った！　目もあてられないブサイクのくせに二回も言った！」

「お前だって二回言ってるだろ！　しかも二回目は強化されてるじゃないか！　というかもうブサイクでも何でもいいから帰らせてくれ」

　由比川はまた悲しげに俯いた。

「……そんなにイヤなの？」

「え？」

「私が教育係なの、そんなにイヤなんだ……」

　今度は悲しげな表情のまま顔を上げた。心なしか目が潤んでいるようにも見えた。

「うっ……」

　と言葉に詰まる俺。不謹慎だけど、申し訳ないと思う以上に可愛かわいいと思ってしまった。

「あ、いや……じゃない。うん。全然、嫌じゃない」

「本当に？」

「本当に」

　本当に本当だ。こんなにいじらしい由比川なら大歓迎だ。

　いじらしい由比川なら、ね。

「そっかそっか。じゃあ仕方ないね。私はイヤだけど、本当の本当にイヤでイヤでたまらないけど、そこまで言われたら仕方がないから教育してあげる」

「くそ、予想はしていたけど予想以上に腹が立つな……」

　由比川の勝ち誇った口元からは八や重え歯ばがニョキニョキと顔を出している。何がそんなに嬉うれしいんだか。

　まあいい。俺オレが教育する必要のない優秀な人間だとわかれば、コイツも少しは大人しくなるだろう。それまでは好きに言わせておけばいい。大人になれ、洋よう平へい。

「さ。そろそろ本当に仕事するよ」

「おう」

「……素直に返事されてもそれはそれで気持ち悪いね」

「………」

　言わせておけ。今のうちだ、今のうち。すごく大人になれ、洋平。

「それで、俺は何をすればいいんだ？」

　俺と由ゆ比い川かわ以外の面々は、テーブルを並べたり、カウンター内で何やら作業をしたりとこちらのやりとりには目もくれず開店準備に勤いそしんでいる。

　由比川は棚からバケツを一個、取り出して、

「トイレ掃除だ」

「あははっ」

　堪こらえきれずに吹き出してしまった。

「な、なにがおかしいっ」

「だって、トイレ掃除とか言うから。あはは、ウケる」

「はああ？」

「いやいや、ちょっと安心したよ。生意気なチビだとしか思わなかったけど、君は意外とユーモアのセンスがあるんだな」

「……怒るのは後回しにしてあげるから、とりあえず私のどこらへんにユーモアセンスを感じたのか言ってみろ」

「おいおい。説明とかしちゃうとせっかくのギャグが台無しに――」

「早く言え！」

　別にいいけどさ。俺がスベったみたいな空気にだけはしないでくれよ？

「トイレ掃除は執事の仕事だろ？　もしくは専門の業者か。それをこの俺にやらせようだなんて、なかなかスパイシーなジョークだ」

　説明を受けた由比川は「ふぅ～はぁ～」と大きな深呼吸をしてから、

「……よし。何もかも後回しにしてあげるから、とりあえず外の空気吸って頭の中をメンテナンスしてこい。それが終わったらトイレ前に集合」

　そう言って、そそくさとフロア奥に消えてしまった。





「………え？　本当にやるのか？」

「当然」

「そうか。そうだよな。そりゃやるよな。………え、俺オレが？　本当の本当に？」

「しつこい」

　外に出て空気を吸ってから店に戻ってトイレの前に来ると、仁王立ちしていた由ゆ比い川かわが先ほどのバケツとピンク色のゴム手袋を俺に渡してきて「はめろ」と言うからゴム手袋をはめたら、そのまま男子トイレの中へと連行された。

「なあ、このジョークはいつ終わるんだ？」

「その店の良し悪あしはトイレを見ればわかる、という言葉があるぐらい、飲食店にとってトイレ掃除は大切なことなの」

「まさか本気で俺にトイレ掃除をさせるつもりじゃないよな？」

「開店前は当然だけど、営業中も手が空いた時に掃除をすること。こまめにチェックして常に清潔な状態を保つこと。わかった？」

「わかった。じゃあ、こうしよう。今から我が家の執事をここに呼ぶから、トイレ掃除はそいつに任せよう」

「で、やり方なんだけど、まずは――」

「人の話を聞け！」

「お前の話をちゃんと聞いていると疲れるんだ」

　真ま顔がおで言われた。

「じゃあ逆に聞くけどさ、どんな仕事をするつもりでいたの？」

「そりゃもちろん、ウェイターだ」

「あぁ、だからそんな格好をしてるんだ……」

　今日の俺は白のウィングカラーシャツに黒のベスト、黒のスラックス、襟元には赤い蝶ちようネクタイという完かん璧ぺきな服装で来た。今はまだ着けていないけどエプロンも持参している。

「そういうわけだから、トイレ掃除ではなくウェイターの仕事を教えてくれ」

「一億年早い」

「そんなに？」

「というより、ウチの店にウェイターなんていらない。なんせ可愛かわいいウェイトレスさんが四人もいるんだから。もっと言えば新しいバイト自体が必要ない」

「……だったら俺はここへ何をしに来たんだよ？」

「知らないよ」

　うん。そりゃそうだな。

「でもまあ、人手が無いよりはあった方がいいから、そのうちウェイターの仕事も教えてあげる。ただし、それは掃除を完璧にマスターしてからね。大体、自分も使う場所なんだから自分で掃除するのは当然でしょ？　それともなに？　お前はトイレをしないタイプの生物なの？」

「わ、わかった。やるよ。やればいいんだろ」

　由ゆ比い川かわの言うことにも一理ある。言い方がいちいち厭いや味みだけど一理はある。

「じゃ、やり方を説明するからね。まずは……」

　と、由比川がバケツの中に収納していた洗剤を取り出した。

「バケツに洗剤を適量入れて、水で薄める」

「ふむ」

「ふむ、じゃなくて、やれ」

　バケツと洗剤を押しつけられた。俺オレは言われたとおり、バケツに洗剤を入れ、洗面台の蛇口をひねり、水を入れる。

「そうそう。やればできるじゃん」

「バカにしすぎだ。これぐらい五歳児でもできる」

「そしたら次は――」

「わかってるって。これをブチ撒まけばいいんだろ？」

「は？　なにを言って……バ、バカ！　ちょっと待っ――」

「せいっ！」

　ばっしゃーん。

　俺はトイレ一面に行き渡るよう、バケツの中の洗剤をブチ撒いた。

「ふぅ……。なんだ、掃除というのは案外、簡単だな。そして爽そう快かいだな。うん、これなら毎日でもできそうだ」

「……おい」

「ん？」

　振り返ると、由比川はなぜか生ゴミの眼まな差ざしになっていた。そして「ふぅ～はぁ～」と独特の深呼吸をしてから、手に持っていたブラシで俺の顔をゴシゴシと擦こすり始めた。

「や、やめろ！　何をする！」

「手本を見せてやっているんだ。この便所顔を利用して」

「意味がわからん！　手本も何も、トイレ掃除はもう終わっただろ！」

「終わってない！　始まってすらいない！　まさか、このまま放置しておけば洗剤さんが勝手に除菌やその他諸もろ々もろをやってくれるとでも思ってるの？」

「……違うの？」

「はあぁぁ……しんどいよぉ……」

　由比川はブラシを床に落とし、崩れるようにして頭を抱えた。

「ち、違ってたのか。でも、やったことないんだから仕方ないだろ」

「言い訳の前に謝れ」

「うっ……つ、次はちゃんとやるから」

「まったく、謝ることを知らないヤツだなぁ。まあいいや。もう言い争いしている時間もないし、冗談抜きで本当にちゃんとやってよ？」

「わかった」

　冗談のつもりはなかったんだけど、そこからは指示どおりにちゃんとやった。

　まずは洗剤を薄める。薄めた洗剤をブラシに付ける。ブラシで床や便器を丁寧に磨く。最後に水で泡を流す。この全四工程をちゃんとやった。続いて、トイレの紙と洗面台の紙タオルの補充作業。これもちゃんとやった。

　ちゃんとやっていたつもりだけど、

「もっと力を込めて磨け」だの「服が汚れることを恐れるな」だの「違っ……正気か？」だの「どうしてこんな簡単なことができないの？」だの「こんなにダメな人間に出会ったのは初めてだよ」だの「……死ね」だのと散々な罵ば声せいを浴びせられた。

　そして、十五分後。

「百点満点で二点。でも時間がないから次は女子トイレね」

　と、由ゆ比い川かわは男子トイレを出た。わずか十五分の作業にもかかわらず精神的にも肉体的にも疲ひ弊へいしていた俺オレは、もはや反論する気力もなく、素直にあとを追おうとした。

　が、床をピカピカに磨きすぎたためか、それとも疲れのせいか、足を滑らせて転倒してしまった。ゴム手袋をはめた両手で支えていなければ顔が床に衝突していただろう。

　つまり、よつん這ばいの体勢になってしまったんだ。

　その姿を見た由比川は、呆あきれた感たっぷりのため息を吐つき、こう言った。

「さっさと動け、このクズ」



　ここで話は冒頭のシーンにつながり、さらにその少し先へと戻る。





「日本一の後輩になるんじゃなかったの？」

　由比川にそう言われて、

「……っ」

　と、歯がみしながら足を止めた俺は、この二日間に起きたことを数秒で回顧した。

　そうだった。

　俺は日本一の後輩になるためにここへ来たんだ。

　父さんとユージに宣言して、自分に誓ったんだ。

　……それなのに帰るの？

　今帰ったら、何も下積むことなく、苦い経験をすることもなく、ずっと『上うえ』のままで生きていくだろう。大切な何かが欠けたまま『上』に居続けるだろう。

「何やってるんだ、俺オレは……」

「え？」

　と、独り言に反応してくれた由ゆ比い川かわへと振り返る。生ゴミを見るような眼まな差ざしになっていると思われた彼女の目は、予想と違ってなんとも頼りなく垂れ下がっていた。

　その目を見つめる。真まっ直すぐに見つめて、言葉を絞り出す。

「ちょっと外の空気を吸ってくる。根本からガツンとメンテナンスしてくるよ」

　また振り返り、俺は店の外に出た。



　大きく息を吸い込むと、麗うららかな春風が胸一杯に入り込んできて、吐き出した息がまた春風の一部に戻っていく。

　自分が矮わい小しような存在だと教えられている気がした。

　だから、何度も何度も、深呼吸を繰り返した。

「メンテナンスは完了した？」

　と、由比川が店から出てきて俺の隣に立った。

「……」

　俺は答えられなかった。もう大丈夫だ、と答えたいところだけど、言葉が喉のどの奥に引っ掛かっている。

　すると由比川は「ふぅ～はぁ～」と何度か深呼吸をして、

「私もメンテナンス」

　と、はにかんだ。

「初めての後輩に舞い上がってた。厳しくしすぎた。帰りたくなるのも無理ないよね……これからは優しくするから、だから、ごめ――」

「俺は！」

　彼女が言おうとした最後の「ん」の一文字を大声でかき消した。続けて言う。

「俺の名前は楠くすの木き洋よう平へい。実は……かの有名な楠木財閥の御おん曹ぞう司しなんだ」

　由比川が何を思ったのかは、わからない。彼女は「ん」と吐息のような相づちを打ち、黙って続きの言葉を待ってくれた。

「はっきり言って俺はエリートだ。王者になることを宿命づけられた男だ。その肩書きに恥じないよう、今まで常に勝者の道を歩いてきた。だから、自分に出来ないことはないと本気で思っていた。……だけど、トイレ掃除もまともにできなかった。その上、ちょっと怒られただけで逃げ帰ろうともした……」

　だから言えない。大丈夫だと言えない。

「……俺は本当にクズなのかもしれない。だから厳しいとか優しいとかそういうことではなくて、君が謝る必要はどこにもなくて、つまりその、ごめ――」

「関係ないよ」

　と、今度は由ゆ比い川かわが俺オレの謝罪をかき消した。そして続ける。

「楠くすの木き洋よう平へいがどこの誰だれで何様であろうと関係ないよ。今日からは私の後輩。それ以上でもそれ以下でもそれ以外の何者でもない」

　ここで区切り、ぴょこん、と小さく跳ねて俺の真正面に立ち、

「私と洋平は絶対に日本一の先輩と後輩になれる！　だから何も心配いらないよ」

　天使の笑顔で、俺のことを初めて名前で呼んで、励ましてくれた。

　俺はその顔に見とれながら、軽い放心状態になって、

「……そうか。由比川と一緒なら日本一になれるのか。じゃあ……大丈夫、だな」

　あれだけ引っ掛かっていた言葉がするりと外へ飛び出した。心変わりの早さに自分でも情けないやら恥ずかしいやら複雑な思いがしたけど、不安は嘘うそみたいに消えた。

　そして、この天使の笑顔で褒められたらどれだけ嬉うれしいだろうか、と思った。

　彼女が笑顔で褒められるような後輩になりたい、と思えた。

　だから、俺の『後輩道』はこの時ようやくスタートラインに立ったのかもしれない。

　俺は最後にもう一度、ゆっくり深呼吸をしてから、

「メンテナンスは完了した。もう完かん璧ぺきだ」

「すごい立ち直りの早さ……ったく、お前は本当に変なヤツだなぁ」

「その変なヤツを後輩にもってしまったお前も大変だな」

「お前って言うな」

「そっちこそ」

　俺たちは一秒ほど顔を見合って、それから笑った。

　笑いながら、俺は、心のメモ帳にある項目を書き直した。



　良き後輩になるためのポイント・その１

　まずは、良き先輩を見つけること。

　見つけたら、その先輩にどこまでもついていくと誓うこと。



　――うん。第一の項目はクリアだな。



「よし、仕事に戻ろう。次は女子トイレだったな」

「あ、女子トイレはもういいよ。昨日の閉店後に掃除していたの思い出したから。それにトイレ掃除はもう覚えたでしょ？　だから次は新しいことを教えてあげるね」

「おおっ。ということは、次はいよいよウェイターの仕事――」

「次は玄関の掃除ね」

　由ゆ比い川かわが箒ほうきとチリ取りを差し出してきた。

「………」

「その店の良し悪あしは入り口を見ればわかる、という言葉があるように――って、おい。なんだその『なぜこのチビはやる気をへし折ってくるんだ』みたいな顔は」

「すごいな。まさにそのとおりの心境だ」

「チビって言うな！」

「言ってない！　というか箒で殴るな！　それは本当に危ないから！」

「うるさい黙れ！　ちっとも反省してないじゃないか、このクズがあああ！」

「あーっ、また言った！」

「何度でも言ってやる！　このブサイクズ！」

「くっつけるな！」

　結局、掃除しかさせてもらえないままアルバイト初日は終わった。



　今日の収穫

　トイレ掃除を覚えた。

　良き先輩に巡り会えた……かどうかは微妙だな。



    

  
    
      


　月曜日　綺麗なお姉さんと皿洗いの達人





　生傷の絶えなかったアルバイト初日を終え、一夜明けた月曜日。

　俺オレは学校が終わってからすぐ、校門前で待っていたリムジンに乗ってカフェ・ハーヴェストへやって来た。時刻は午後四時五分前。

「あら、洋よう平へい。早いわね」

　カウンター内に立っていたレイチェルが笑顔で出迎えてくれた。

　我が叔お父じは今日も美しい。不覚にもちょっとドキッとしてしまった。

「おじさん、こんにちは」

　挨あい拶さつをしながらカウンター席に座ると、ゲンコツが飛んで来た。

「おじさんって呼ぶな。それから『こんにちは』じゃなくて『おはようございます』って言いなさい。その日最初の挨拶は昼夜を問わず『おはようございます』がウチの決まりだからね。てゆーか、何でそこに座ってんのよ」

「仕事前にお茶でも一服と思って」

「ダメに決まってるでしょ。さっさと着替えてらっしゃい」

　と、二発目のゲンコツ。

「殴らなくてもいいでしょ……」

「うっさい」

　三発目をかわしながら席を立ち、そのままスタッフルームへと向かう。

「美人なのに暴力的なのがなぁ……トップがあれだから、あの暴れ馬とか由ゆ比い川かわみたいなのが育つんだろうな。いや、そもそも美人っていうのもなぁ、おじさんなのになぁ……」

　などと愚痴りながらトイレ前を通過して、スタッフルームの前に到着。

　そしてドアを開けると――

「きゃっ」

「あ……」

　姫ひめ野の椿つばきさんが着替え中だった。彼女が咄とつ嗟さにシャツで肌を隠し、スカートもすでに穿はき終えていたので最悪の事態にはならずに済んだけれど、最悪のタイミングでドアを開けてしまった。

　……ごめん。嘘うそ。本当は一瞬だけ桃色の下着が見えた。見ちゃった。思いきりドキッとしちゃった。だから正直、俺オレにとっては最高のタイミングだった。

　まあ何にしても１００パーセント俺が悪いし、椿さんにとっては最悪の事態だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　にもかかわらず、

「すいません。鍵を閉め忘れていましたね」

　椿つばきさんは俺オレよりも先に謝ってきた。

「いや、俺がノックもせずに開けてしまったから」

「うふふ。楠くすの木きさんは謙虚な方ですね」

「いや～、それほどでもないですよ」

「あ、私ったら挨あい拶さつも忘れていますね。おはようございます、楠木さん」

「こんにち……じゃなくて、おはようございます、椿さん」

「今日はいいお天気ですね」

「そうですね～」

　椿さんは今日も美しい。器用に肌を隠しながらシャツのボタンを閉める動作にも品性が漂う。澄んだ声とおっとりした口調には心が癒いやされる。

　なによりこの、穏やかな性格が素晴らしい。俺を撲殺しても許される場面なのに、彼女は怒るどころか微笑ほほえみながら挨拶をしてくれた。誰だれかに見習って欲しいぐらいだ。

「――って、まったりしてる場合じゃないですよね！　失礼しました！」

　ここでようやく俺はドアを閉めた。

　と同時に。

　ごん！

　後頭部に衝撃と激痛が走って、衝撃の反動で額が閉めたドアにぶつかった。鳴り響いた音を正確に表すと「ごごん！」だ。

「んなっ!?」

　驚き、振り返ると、今度は額にとても硬いものが直撃して、反動で後頭部がドアにぶつかった。二回目の「ごごん！」だ。

　額と後頭部を押さえて悶もん絶ぜつしながら薄目を開けると、犯人の顔が見えた。

　由ゆ比い川かわだった。

　張り手をした力士のような格好をしながら生ゴミの眼まな差ざしで俺を見ている。硬いものの正体はそれか。貴様の張り手か。

「ちょ、お前、痛っ、何で、痛いぃ……」

　ダメだ、頭が痛すぎてろれつが回らない。

　由比川は俺を蔑さげすみながら、どこか悲しげな口調で、

「こんなお約束な場面に出くわすとは思いもしなかったよ。なんかもう逆に寒いよ」

「くっ、わけのわからんことを……俺だって狙ねらってやったんじゃないんだぞ！」

「どうせなら狙ってやってくれた方が良かったよ。そしたら私も手加減せずに撲殺できたのに」

「あ、あれで手加減してたのか……いや、それよりどうしてお前に怒られなきゃ――」

「お前って言うな」

　ごん！　ごん！

　一回目の「ごん！」は由ゆ比い川かわの張り手で、二回目はスタッフルームの内側から椿つばきさんがドアを開けてそれが俺オレの後頭部に当たった音だ。

　まあ何にしても俺の頭は痛い。ものすごく痛い。

「ああっ、ごめんなさい。楠くすの木きさん大丈夫ですか？」

　着替えを見られてもさほど動じなかった椿さんが、泣き出しそうな勢いで謝る。

「だ、大丈夫です。気にしないでください」

「そんな、本当はものすごく痛いのでしょう？　無理なさらないで」

「ものすごく痛くないです。後頭部は全然平気です。椿さんはちっとも悪くないです」

「まあ、頼もしい。さすが男の子ですね、楠木さん」

　微笑ほほえみながら、椿さんは後頭部を撫なでてくれた。それは遠い遠い昔、母さんに「痛いの痛いの飛んでいけ」をしてもらった時のことを思い出させるほど懐かしく優しい感触で、本当に痛みが飛んでいった。椿さんは女神のような人だな。心からそう思う。

「では、私は先にフロアに行きますね」

「「は～い」」

　俺の頭から手を離し、椿さんは店内フロアへ移動した。

　普段よりもちょっと高めの声で俺と返事をハモらせた由比川は、直後に、

「むぅ……」

　と小さく唸うなり、食事中のリスみたいに頬ほおを膨らませて睨にらんできた。

「……何だよ？」

「どうして私には……まあいいけど。それより椿さんに一回も謝らなかったね」

「え？　そうだったか？」

「そうだったよ。てゆーか、ここに来てから一回も謝ったことないでしょ」

「それを言うなら由比川だって俺に一回も――」

「あとでちゃんと椿さんに謝りなさい。わかった？」

「お、おう。わかった――って、待て」

　スタッフルームに入ろうとした由比川の腕を掴つかんで止める。

「なに？」

「いやいや。俺が先だろ」

「こういうのはレディファーストでしょ」

「レディ？」

「は？」

　軽く腰を落とし、張り手の構えを取る由ゆ比い川かわ。たった数発でトラウマを植え付けられた俺オレは情けないけど怯ひるんでしまった。

「私は今から着替えるけど、ドアは開けないでね。絶対にドアを開けないでね」

「もうしないよ」

「……むぅ」

　なぜかまた頬ほおを膨らませながら部屋に入る由比川。これはフリかな、開けるのが正解なのかな、とも思ったけど、ドアは開けず大人しく着替えの順番待ちをする。

　二分後、着替え終えた由比川が内側からドアを開け、そのドアがまたまた俺の後頭部に直撃した。

「このパターンはもういいってば……」

　と、由比川は謝りもせず妙なダメ出しをしてきた。しかもちょっと呆あきれながら。まあ、今回はわざとじゃないんだろうし、俺の立ち位置も悪かったし、俺もこのドアが頭にぶつかるパターンはもういいと思ったのであんまり腹は立たないけど、

「気持ちとか全然こもってなくてもいいから、とりあえず謝ってみないか？」

「洋よう平へいには言われたくない」

　コイツも少しは女神様を見習って欲しいものだ。



　着替えを終え、ついでにトイレ掃除もしてから店内フロアに戻ると、

「じゃ、椿つばきちゃん、あとのことヨロシクね～」

　そう言い残し、俺と入れ替わるようにしてレイチェルが店から出て行った。

　実は、レイチェルはこのカフェの他にもう一軒、飲食店を経営している。そこはカフェではなくバー。それもレイチェルのような性別の人が集まる店。いわゆるゲイバーというやつだ。

　つまり、レイチェルは二つの店を掛け持ちしていて、状況に応じて行き来しているのだ。

どちらかといえばバーの方がメインで、バーを開けてからは、ほとんどカフェには戻って来ない。

　そして、レイチェルオーナーが不在の間、このカフェを任されている事実上の店長が、椿さんである。

　もっとも、椿さんも社員ではなくアルバイトなので、あくまでも事実上の店長であり、毎日出勤するわけでもないから、椿さんもレイチェルもいない時は由比川が店長代理的な役割を果たすらしい。まあ、モコちゃんや蜂はち矢やアキラには任せられないだろうから、納得といえば納得の人選だな。近いうちに――あっという間に――この俺が椿さんに次ぐ立場になるから由比川が店長代理をすることもなくなるだろう。

　とにかく、そういう仕組みになっている。

　レイチェルがバーに行き、それにつられたかのように数名の客も帰って、店内は俺オレたちスタッフだけになった。

　由ゆ比い川かわと椿つばきさんがカウンター内に並んで立ち、談笑している。由比川が楽しげに話しかけて、椿さんが「うふふ」と口元を押さえて上品に笑っている。

「……ふむ」

　少し離れた場所から二人を眺めて、思わず唸うなる。とても絵になる光景だ。二人はまるで仲の良い姉妹のようである。それもかなりの美人姉妹だ。由比川もこうして笑っていれば美少女なのにつくづく勿もつ体たいない。

　なんて、いつまでも眺めているのもアレだから、

「何の話をしているんだい？」

　極めて自然な感じで俺も会話とカウンター内に入った――けど。

　トーン。

　と、由比川に突き飛ばされた。カウンター内から追い出された。

「えっ、何で？　俺も仲間に入れてくれよ。長男登場で三人兄妹きようだいってことに――」

　またトーンってされた。こちらを一いち瞥べつもせずに。

　ならばと二人の正面――カウンター席に座ったら、おでこに例の張り手が飛んできた。手のひらの硬いところでドーンってされた。で、俺はドーンって椅い子すから転げ落ちた。

「あー……これはダメ。これはもうホントにダメ。女神様の御前といえどもブチギレる。相手が女性でも小学生でも全力で男の腕力を発揮できる。でもその前になぜドーンされるのか理由を知りたい。だから聞く。なぜだ？」

　起き上がりながら問うと、由比川はようやく俺の顔を見て答えた。

「狭くなるから」

「そ、そんな……」

　そんな普通の理由でドーン？　言えばいいだろ。今はちゃんと言えているじゃないか。それをドーンの前にすればいいだけだろ。この子おかしいよ。おかしいよこの子。

「……これはもう、力士の霊に取り憑つかれているとしか思えないな」

「思ったことの最後だけを言葉にするな。意味がわかんない。あと誰だれが小学生だ」

「でもね、楠くすの木きさん。由比川さんの言うことは正しいんです。カウンター内にスタッフがたくさんいるとお客様に圧迫感を与えますから。それでもドーンはダメですけど」

「はい。以後、気をつけます」

　こういう風に言ってくれれば、俺も素直になれる。自分でもちょっと引くぐらい素直になれる。椿さんがドーンって言ったのには少し驚いたけど。

「むぅ……」

　と、由比川が食事中のリス顔になって、カウンター内から出てきた。

「ちょっとこっち来い」

　シャツの裾すそを引っ張り、カウンターから離れた場所へ俺オレを連行する。

「何だよ？　相撲か？　相撲取るのか？」

「取るかバカ。てか声が大きいっ」

　なぜか小声になる由ゆ比い川かわ。つられて俺も声のボリュームを下げた。

「洋よう平へい、椿つばきさんに対してはちょっと引くぐらい素直になるよね？」

「奇遇だな。俺もまったく同じことを思ったよ」

「敬語もちゃんと使ってるし」

「そうそう。それなんだけどさ、俺、気づいたんだ」

「なにを？」

「どうやら俺は、尊敬できる人には自然と敬語になるらしい」

　父さん、レイチェル、そして椿さん。みんな尊敬に値する人だ。

「……私のことは？」

「ドンマイ、由比川」

　またおでこをドーンってされた。その反動で後ろにゴロンと転がったら「転がるな」と胸ぐらを掴つかまれた。もうやだこの子……。

「なあ、由比川」

「なに？　てゆーか、さんを付けろ」

「教育係のチェンジっていくらだ？　なんなら言い値でも構わないぞ？」

　またドーンが飛んでくると思いきや、由比川は尖とがらせていた目め尻じりをしゅんと下げて、

「……そんなに椿さんがいいの？」

「そりゃまあ、暴力的な人よりは」

「そういう意味じゃなくて！」

　と、由比川は再び目を尖らせ、そのくせ口元はそわそわとさせて、

「つまり、その、椿さんを狙ねらっているのかって聞いてるのっ」

「狙っているよ」

「なっ……ほ、本気で？」

「本気じゃなくてどうする」

「それはそうだけど……椿さんだよ？　あの綺き麗れいで優しい椿さんだよ？」

「わかってる。簡単にはいかないと覚悟しているさ」

「そ、そうだよ。簡単にはいかないというか不可能だよ。洋平程度の器量じゃ絶対にムリだから叶かなわない夢を見てないで今すぐあきらめた方がいいよ」

「バカ言うな。たとえ可能性が薄くても、あきらめたりはしない」

　由比川はまたまた目尻を垂れ下げ、小声をさらに小さくした。

「そんなに椿つばきさんのことを……？」

「ああ。全力で狙ねらっている。たしかに今の俺オレじゃ無理だと思う。だけど、いつの日か必ず手に入れてみせる！」

「バイトリーダーの座を――とか言ったらまたドーンだからね」

「オチを先に言うな」

「ボケるならもう少し斜め上をいけ。まだ角度が浅い。それから前フリが長い」

「……お、おう。わかった」

　的確にダメ出しされた。でも、前フリが長くなったのは由ゆ比い川かわが適度にノッてきたからだと思う。

　まあ、冗談はさておき。

　由比川の言わんとすることはすぐにわかった。ようするに『男として彼女を狙っているのか？』ということだろう。

「それはない」

「本当に？」

「そりゃ素敵な人だとは思う。美人だし、上品だし、穏やかだし、素晴らしい女性だ」

「うんうん。わかるわかる。私も椿さんのこと大好き。いつか私も椿さんみたいな女性になりたいって思うもん」

　言いながら俺のおでこをドーン。そして「何をする！」と言わせずに、

「由比川にはムリだよ――って言おうとしてたから」

「正解だけどツッコミが早すぎるぞ」

　という俺の的確なダメ出しは流された。

「でもさ、そこまでベタ褒めの人なのに『それはない』なの？」

「いや、なくはないんだけど、何て言えばいいのかな……椿さん、綺き麗れいすぎるんだよな。完かん璧ぺきすぎるというかさ。ホラ、俺も完璧すぎて近づきがたいタイプだろ？　だから、同じ匂においがするというか……」

「わー不完全すぎていとも容易たやすく近づけるー」

　由比川がすりすりと身を寄せてきた。お団子頭のてっぺんがすぐ真下に見える。

「ちょ、ち、近いっ」

　俺は慌てて横へ移動。お団子頭から距離を取る。由比川は「ボケてるんだからツッコんでよね」とかなんとか口を尖とがらせている。

　コイツ、時々ものすごく無防備になるんだよなぁ。普段はムッとして怒ってばかりいるのに、たまに仮面が取れたかのように仕草や口調が幼くなる。

　と、ここでまた思考が椿さんのことに戻る。彼女は由比川みたいに無防備にはならないだろう。良くも悪くも隙すきがない。二人が談笑していた場面がまさにその象徴だ。

　無邪気な由ゆ比い川かわと、控えめに笑う椿つばきさん。

　元気で可愛かわいい妹と、大人しくて綺き麗れいなお姉さん。

　成長途中の天使と、完成された女神様。

　最後のは褒め過ぎかもしれないけど、なんとなく由比川の方が親しみやすい。現に俺オレもカウンターに入ろうとした時、お姉さんではなく妹の方に話しかけて……

「……あ」

　思考の果てに、とある疑問が浮かんだ。

「どうしたの？」

「……椿さんって、何歳？」

　勝手にお姉さん呼ばわりしているけど実際の年齢を知らない。見た感じは二十歳前後、女子大生ってところだろうか。ただ、二十代後半と言われてもそれはそれで頷うなずける。いや、きめ細かい雪のような肌は若さだけがもたらすものだけど……でもまあ、三十代と言われても頷いちゃうかもしれない。仮に四十代と言われても……それはないか。

「で、何歳なんだ？」

「実は私も知らない。最初に会った時に聞いたんだけど『うふふ』と笑うだけで、のらりくらりと……。多分、オーナー以外はみんな知らないんじゃないかな。私よりは年上だと思うけどね」

「ちなみに由比川は何歳なんだ？　見た感じは十歳前後だが」

　おでこドーン。まあこれは予定調和というかね、ドーンも若干おざなりだった。

「私も椿さんも何歳だっていいでしょ。洋よう平へいが下っ端であることは変わらないんだから」

「まあ、な」

　職場というのは不思議なもので、入社順に序列が決まる。もしくは役職で決まる。年齢では決まらない。由比川の言うとおり、仮に椿さんが十歳だったとしても俺が後輩であることは変わらない。だから実年齢を知る必要は、特にない。

「ん～、でもやっぱり気になるなぁ」

　それは由比川も同じのようで、ここぞとばかりに先輩風を吹かせて、

「洋平、聞いてこい」

「断る」

「断るな。行け」

「やだよ。女性に年齢を訊たずねるなんて失礼じゃないか」

「うん。すごく失礼なことだけど、洋平なら大丈夫。存在がもうすでに失礼だから。そのずうずうしさが初めて人の役に立つ時が来たんだ、期待しているぞ」

　ぽむ、と肩に手を乗せてきた。ひどい言い草だが、期待に応こたえるのは楠くすの木き家嫡ちやく男なんの使命である。

「了解ラージヤ」

　俺オレはサムズアップをして、カウンターへと歩を進めた。

　しかし、いきなり「椿つばきさんって何歳ですか～？」などとアホ全開の質問をするつもりはない。女性に年齢を訊たずねるにはテクニックが必要だと父さんも言ってた。

　だから俺はカウンターに肘ひじを置き、ちょっと斜に構えながら、

「いや～あの頃ころは良かったですよね、空前の好景気に日本中が沸いていて。それがまさか弾はじけちゃうだなんて、当時は想像だにしませんでしたよね？」

「は、はあ……」

　突然の質問に小首を傾かしげて戸惑う椿さん。わかってる。さすがにバブルを経験しているとは思ってない。でもとりあえず消去法でいくんだ。

「ところで、椿さんはカラオケでどんな曲を歌いますか？」

　これは相手の年齢を知る上級テクニック。ここでビジュアル系バンドの名前やユーロ系Ｊポップの曲名が出てくれば90年代に青春時代を過ごした人、Ｒ＆Ｂリズム・アンド・ブルースやヒップホップが出てくればゼロ年代という大まかな分類ができる。アニメソングの場合はその作品名でより具体的に絞り込める。

「ごめんなさい。私、カラオケは苦手なので……」

「そ、そうですか。えーっと……椿さんの好きなサッカー選手って――」

「楠くすの木きさん。もしかして私の年齢を聞こうとしてます？」

　柔らかな微笑の中に威い圧あつ感かんがあった。椿さんの背後に「ゴゴゴ」って文字が見えた。

「ま、まさか！　お、俺はただ椿さんの趣味とか、どんな話が好きかとか、そういうのを知りたかっただけで年齢なんてそんな！　あ、今言われて初めて気になりました」

「そうでしたか。それは失礼しました」

「いえいえ。こちらこそ失礼しま………す。椿さんって何歳ですか？」

「うふふ」

「何歳ですか？」

「うふふ」

「……う、うふふ。そんなことどうでもいいですよね～」

「そうですね」

「あ、由ゆ比い川かわが呼んでるのでちょっと行ってきますね」

　まったく呼ばれてなかったけど撤退した。作戦本部に戻り、二人で声をひそめる。

「なにヒヨってるんだよ！」

「だ、だって、あの『うふふ』がゴゴゴで背筋がブルブルしちゃって……」

「ったく、どこまでも役立たクズなんだから」

「そこまで言うなら手本を見せてくれ」

「……え？」

　由ゆ比い川かわの童顔がピキッと引きつった。

「手本を見せてくれ、マイマスター」

「くっ、都合の良いいときだけ先輩扱い……そ、そりゃできるよ？　年ぐらい簡単に聞けるけど、今は別に聞く必要がないというかこれからも永遠に必要がないというか……」

「大丈夫。君のその太陽のような笑顔があれば、氷の微笑だって溶かせるさ」

「太陽って……んもう、お前はホントに調子が良いんだから、ホントにもうホントにぃ」

　童顔の引きつりが直り、緩んだ口元から八や重え歯ばがニョキニョキと顔を出している。

「戦勝報告を期待している」

「了解ラージヤ」

　由比川将校がサムズアップで応こたえ、第二陣出撃。ボケの角度がどうとか言ってた時から思っていたんだけど、由比川ってノリがいい。というかノリやすい。

「椿つばきさ～ん」

　カウンターに歩み寄りながら気さくに声をかける由比川。

「年齢なら教えませんよ？」

「……や、やだなぁ。そんな、どこかのバカと同じ質問はしませんよ～」

　ヒヨった。アイツ一瞬でヒヨりやがった。なんて頼もしくないんだ、マイマスター。

「そうでしたか。失礼しました。それで、何でしょう？」

「え、えーっと……洋よう平へいにそろそろトイレ掃除以外のことを教えようと思うんですけど、なにがいいですかね？」

「そうねぇ、お皿洗いなんてどうかしら？」

「さっすが椿さん。頼りになります」

　くるり、と由比川は振り返り、

「というわけで、皿洗いを教えてやる」

　上から目線で言いやがった。最悪だコイツ。何が「というわけで」だ。

「だからお前には敬語にならないんだよ」

「う、うるさい。いいからこっちに来い！」



　というわけで、皿洗いを教わることになった。

　俺オレと由比川がカウンター内にあるシンクの前に並んで立つ。

「基本的には自動食器洗い機を使うんだけど、忙しい時や洗い物の数が多い場合は手洗いするの」

　と前置きをして、やり方の説明に入る。

「まあ説明なんてないけどね。スポンジに洗剤をつけて洗うだけだから」

「ふむ」

「……やっぱり最初に手本を見せる」

「大丈夫だよ。トイレの時みたいなことはしない」

「いいや、洋よう平へいの大丈夫はびっくりするぐらい信用できない」

　由ゆ比い川かわは皿を一枚手にとって、洗い始めた。

　まずは表を。次に裏面。キュッキュとリズミカルに洗って、泡を水で流す。最後に専用タオルで水分を拭ふき取る。

　注意すべき点は二つ。水を出しっ放しにはしないこと。水道代の無駄遣いになるから。二つ目は、水で流す時にスポンジは横に置いておくこと。スポンジについた洗剤まで洗い流さないこと。これも洗剤代の節約のため――だそうだ。

「簡単でしょ？」

「だな」

　ミスを犯してしまいそうな箇か所しよはない。さすがに俺オレでもできる。

「じゃ、やってみて」

　由比川からスポンジを手渡され、俺は人生初の皿洗いに挑んだ。

　まずは表。次に裏面。丁寧に汚れを落として、スポンジをシンク脇わきに置いてから水道の蛇口をひねる。泡を流し、水分を拭き取ってフィニッシュ。

「できた！」

　簡単だとは思っていたけど、ちゃんとできると嬉うれしいなぁ。

「あ、うん。ちゃんとできてるね……」

「……何か不満でも？」

「不満はないけど拍子抜けした。こっちは怒る準備してたのに……」

　由比川は手に持っていたタワシをそっと置いた。それをどういう風に使って怒るつもりだったのかは深く考えないけど、この人はマジで教育係に向いてないと思う。

「ほら、もう一回」

　由比川がタワシを持ち直して、言ってきた。タワシを本来の用途以外で使われたくないので一回目よりも丁寧に洗う。

「どうだ？」

「むぅ……」

　なぜか悔しそうにタワシを置く由比川。むぅ、じゃなくて褒めろ。今の子は褒めなきゃ伸びないんだぞ。むうぅ、なんだか腹が立ってきた。

「俺、由比川よりも上う手まいんじゃないか？」

「はあ？」

「丁寧さは同じぐらいだけど、俺の方が速かったような気がする」

「なに言ってんだバカ。バカも休み休み言えバカ」

　論より証拠というわけで俺オレはもう一枚、洗ってみせた。丁寧に。だけど迅速に。

「やっぱりだ。俺の方が速い。あ、しまった。デビューしてすぐ教育係を越えちゃった」

「調子に乗るなっ」

　と、由ゆ比い川かわは顔を真っ赤にして皿を洗い始め、洗い終えたその皿を掲げる。

「ほ～らね、私の方が断然、速かった！　どーだ、まいったか！　洋よう平へいが何年かかっても越えられない壁、それが私だ！」

　たしかに速かった。が、しかし。

「いや、やっぱり俺の方が速かったよ」

「まだ言うかあ！」

　着火点はこの瞬間。厳密には由比川が拍子抜けうんぬんと言った時だけど、二人の顔がマジになったのはこの瞬間だった。

　俺と由比川は互いにスポンジを握りしめ、同時に皿を洗い始めた。

　そして二人ほぼ同時に洗い終えた――のに。

「やった！　俺の勝ちぃ！」

「あれ？　今終わったの？　私は十秒ぐらい前に終わってたけど？」

　我ながら大人げなくムキになった。由比川はいつもの調子で大人げなかった。

　てことで、二枚目。これもほぼ同時に洗い終えたのに、

「はい俺の勝ち。圧勝。大差勝ち。レコード勝ち。１ラウンドＫＯ勝利」

「え、なに？　寝てたから聞こえなかった。洋平があまりにも遅いから寝ちゃってた」

「圧勝。大差勝ち。レコード勝ち。１ラウンドＫＯ勝利。コールドゲーム。完全試合」

「ありがと。そんなに褒めなくてもいいよ」

「耳、腐ってるんじゃないか？」

「全体的に腐敗してるヤツに言われたくない」

　三枚目、四枚目、五枚目……ヒートアップしてきた。顔もヤバイぐらい真剣。この時、椿つばきさんは玄関横のレジに移動していて俺たちを微笑ほほえましく眺めていた。そこまでの記憶はある。

　八枚目の皿を洗い終えた時点で、俺は悟った。このままじゃ埒らちが明かない、と。

　二人の実力はほぼ互角。タイムも互角。ならば何か違いを生み出さないと両者間に差は生まれない。そのためにはどうすればいいか？

　妙案を考えつかないうちに九枚目がスタート。迷いながらのプレイだったので俺の方が遅かった。でもそこは色々言ってうやむやにした。

　そして、十枚目に突入する直前、俺は閃ひらめいた。

　もちろん、それを口に出すわけもなく、十枚目スタート。

　結果は――俺オレの勝ち。俺の方が二秒ほど速く洗い終えた。

「ど、どうして……？」

　由ゆ比い川かわは悔しさよりも「二秒差のからくり」に戸惑っている。

　皿洗いの手順は、まず表、次に裏面、スポンジを置く、洗い流す、この四工程だ。あ、ちなみに水は出しっ放しになっているから蛇口をひねる工程はない。俺も由比川もそこらへんのことは頭からきれいさっぱり消えていた。それほど熱くなっていた。

　とにかく俺は四工程の内の一つを大幅に短縮することに成功して、それにより二秒差を生み出したんだ。

「ま、まさかっ！」

　由比川がからくりの正体に気づいた。

「そう、俺はスポンジを置いていない」

　裏面を洗い終わった瞬間、手に持っているスポンジを、手首を返すことで袖そでの中に収納した。これにより「置く」の動作が短縮、裏面から流しまでがスムーズになったんだ。

「名付けて――秘技・ツバメ返し！」

「そ、そんな、万引き犯が使うような技を恥ずかしげもなく……」

「勝利のためなら手段は問わない。俺はそういう男だ」

　俺たちのテンションは上がりまくっていた。俺の「秘技」とかいうバカ丸出しの発言に由比川はツッコミもせず、愕がく然ぜんと膝ひざをついた。俺たちノリノリだった。

　由比川がゆらりと立ち上がり、ふっふっふ、とニヒルな感じで笑う。

「どうやら私も本気を出さねばならないらしいな」

「なん……だと？」

「ツバメ返しとやらを今一度、使ってみろ。所しよ詮せんは万引き犯の技だと教えてやろう」

「ほざけ！」

　互いのセリフにまったく疑問を抱いだかず、十一枚目に突入。

　結果は――由比川の勝利。ツバメ返しを用いた俺よりもさらに一秒ほど速かった。

「ツバメ返し破れたり！」

「ば、ばかな……っ！」

　今度は俺が膝をついた。自分で自分のことがわからなくなり始めた頃ころだ。

　由比川にいたってはもはや完全な別人と化している。「破れたり！」のセリフに合わせて両腕をクロスさせ、少年心をくすぐりそうなカッコイイポーズをとっていたからね。

　そして残念なことに、この悪ノリはまだ終わらない。

　愕然としていた俺だが、由比川が使った手段は見抜いていた。

「表と裏を同時に洗うだなんて……」

「ほう、気づいたか。その目だけは褒めてやろう」

　由ゆ比い川かわはスポンジで皿を挟んだのだ。皿の縁を。その状態でくるっと一周させることにより、裏表の両面を同時に洗うという合理的かつ効率的な手法だ。

「これぞ我が秘ひ奥おう義ぎ・円えん月げつ殺さつ法ぽう！」

　秘奥義キタ。

　正直、ここらへんから徐々に俺オレは現実世界へ戻りつつあった。ちょっと顔が赤くなっていた。心の中で「どこの拳けん王おうだよ」とツッコんでもいた。でも由比川はまだまだお花畑の住人だったし、なんか素に戻るのも違うかなって、ここは空気を読むべきなんじゃないかなって思ったから、数時間後には黒歴史になることを覚悟の上で異世界に戻った。

「円月殺法か……なるほど、秘奥義というだけあって凄すさまじい速さだ。だが、その代償もまた凄まじいはず」

「ふんっ。この期ごに及んで負け惜しみとは愚か……くうっ！」

　由比川が右手を押さえて、うずくまった。手のひらには横一いち文もん字じの裂傷がありそこから鮮血が吹き出して……はいないけど、そんな感じのリアクションだ。

「やはりな。その小さな手では完全に皿を挟めなかったか。それを無理矢理、鍵けん盤ばんに指が届かないピアニストが指と指の間を切って可動域を広げる的なことをするから、そういうことになるんだ」

「た、たとえこの右手を失おうとも勝利を掴つかむ。私はそういう女だ」

「敵ながら気け高だかい精神の持ち主ぬしよ。かくなる上は俺も究極奥義を出すしかないな」

「ふははは。パワーインフレはすでに打ち止めだ！」

　通算十二枚目。最終決戦の幕が上がった。

　結果は――俺の勝ち。円月殺法よりも俺の究極奥義の方が少しだけ速かった。

「ぐはあっ」

　叫び、なぜか胸のあたりを押さえて由比川がよろめく。……どうしよう、この子ノリが止まらない。俺はもうすっかり素面しらふなんだけど、由比川は依然として絶好調だ。

「両手にスポンジを持ち、裏表を同時に洗うとは……それは犬をすごく可愛かわいがる姿に似ていることから名付けられた『小犬のワルツ』ではないか！」

「そ、そうだ。小犬の……それだ」

「ワルツ」

「小犬のワルツだ」

「てゆーか、ずるい！　スポンジ二つは反則だよぉ」

「うん。そうだね。だから俺の反則負けでいいよ」

「勝ち逃げもずるいからダメ！　小犬のワルツなしでもう一回やろうよ」

「えー……まだ終わらないの？」

「な、なんだよ、女に負けて悔しくないのっ？　は～あ、情けない後輩だよ」

「……あん？　誰だれが情けないって？」

　由ゆ比い川かわも由比川だけど、俺オレも俺。鎮火したはずの闘志に再度、火がついた。

　通算十三枚目、エキストララウンドのゴングが鳴った。

　しかし、この試合に勝敗がつくことはなかった。

　俺と由比川はほぼ同時に、つるん、と手を滑らせてしまった。秘ひ奥おう義ぎだのワルツだのと変な持ち方をしていたからだろう。

　二枚の皿が宙を舞い、直後に落下。二人の足下で音を立てて割れた。

「あ……」

　まるで魔法が解けたかのように我に返った由比川は、素面しらふを通り越し顔面蒼そう白はくになっている。

「や、やっちゃったなぁ……まあ、皿の一枚や二枚どうってことないか」

　俺は腰を屈かがめ、皿の破片を拾おうとした。

「いけません！」

　つんざくような怒鳴り声に驚き、顔を上げると、椿つばきさんがすぐ側そばに立っていた。女神の微笑ほほえみはどこにもなく、切れ長の目を吊つり上げている。

　あの椿さんが怒鳴った……。

「割れ物を素す手でで触っては怪け我がをしますよ」

　穏やかな表情と口調に戻った椿さんは、箒ほうきとチリ取りを手に破片を掃除し始めた。

　俺はというと、まだ驚きが抜けず、情けないことに黙ってその姿を見ていた。

　隣に立っている由比川も同じく呆ぼう然ぜんとした表情で見つめている。

　椿さんはチリ取りに集めた破片をゴミ箱に捨てて、シンクの前に立った。それから皿を一枚手に取り、洗い始めた。

「楠くすの木きさん、良き後輩になるために大切なことは『思いやる心』だと、私は思います」

「思いやる心……？」

「はい。このお皿はいたって普通のお皿ですけれど、お料理を乗せるという大事な役割を担っています。競争の道具ではありません。そしてこのお皿に乗せられた料理をお客様が召し上がるのです。時には速さも大事ですけれど、それでも、一番大事なのは丁寧さだと思いませんか？」

　椿さんがゆっくりと丁寧に皿を洗う。洗い終えたその皿は、俺たちが奥義を駆使した物よりもずっとピカピカに見えた。心なしか皿が喜んでいるようにも見えた。

　俺も由比川も、自分たちが乱雑に扱った皿を使う人がいるだなんて考えもしなかった。

想像していたとしても、実行はしていなかった。失礼だとわかっていながら椿さんに年を訊たずねたように。

　自分のことよりも自分以外の人のことを『思いやる心』。それが決定的に欠けていた。

「……はい。俺オレが間違っていました」

　俺は素直に、本当の意味で素直に頷うなずいた。

　続けて椿つばきさんは由ゆ比い川かわに視線を送る。

「先輩も同じですよ、由比川さん。時には厳しく怒ることも必要ですけれど、楠くすの木きさんの額は叩たたかれるためにあるのではありません」

「……はい。ごめんなさい」

　目にうっすらと涙を浮かべて由比川が謝る。

　項うな垂だれる俺たちを数秒眺めてから、女神様は優しく微笑ほほえみ、

「素直な後輩たちで先輩はとっても助かります」

　俺たちの頭を優しく撫なでてくれた。

　その手の感触はやっぱり懐かしくて、温かくて、涙るい腺せんがちょっとだけ故障しかけた。

　撫でられながら横目で由比川を見ると、恥ずかしそうに、そしてくすぐったそうに目を細めている。由比川が俺と同じように昔を思い出したのかはわからないけれど、椿さんに対しては同じことを思ったはずだ。

　それはこっちのセリフですよ、と。

　こんなに綺き麗れいで、優しくて、思いやりがあって、女神どころか聖母のような先輩がいてくれて心から助かります、と。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そっと手を離し、椿つばきさんは再度「うふふ」と微笑ほほえんで、

「それにしても、お二人はとっても、仲がよろしいですねぇ」

「「いいえ。そうではありません」」

　完かん璧ぺきなハモリだった。聖母様のおっしゃることでも、こればっかりは頷うなずけません。



　五分後、店に客が来た。それから堰せきを切ったように続々と客が来て、由ゆ比い川かわと椿さんはその応対に追われることとなった。

　俺オレは、練習の意味を込めて、皿洗いを任された。閉店まで皿を洗い続けた。

　一枚一枚、丁寧に。使う人のことを考えて。

　自分の洗った皿に料理が乗り、運ばれていく。その料理を客が……いや、お客様が召し上がる。とても幸せな気分になった。だから延々と続く皿洗いも全然、苦じゃなかった。



　良き後輩になるためのポイント・その２

　常に誰だれかを思いやること。



　習得は難しそうだけど、最高のお手本を見せてもらったので、がんばろうと思う。



　午後十一時過ぎ――。

　営業時間が終わり、後片付けを済ませた俺は、椿さんに「お疲れさまでした」と挨あい拶さつをしてから店を出た。お説教されてから俺と顔を合わせようとしなかった由比川は、椿さんにだけ挨拶をして、俺よりも早くに店を出ていった。

　店の前で待機していたリムジンに乗り込もうとしたら、

「洋よう平へい」

　物陰から声がかかり、振り返ると、先に帰ったはずの由比川が立っていた。

「何だ、まだいたのか？」

「ん……」

　俯うつむき、キュッと唇を噛かむ由比川。その頼りない表情のまま顔を上げて、

「教育係のことなんだけどさ……私からオーナーに言って、椿さんと代わってもらうよ」

　今日のことがよほどショックだったらしい。たしかに、今日ばかりは由比川も悪ノリが過ぎたからな、反省は必要だろう。

　でも。

「その必要はない」

「え？」

「由比川のままでいい。いや、由比川がいい」

　椿つばきさんが教育係をしてくれたならば、俺オレはすくすくと成長するだろう。そのスピードは由ゆ比い川かわの下もとで教わるよりも何倍も速いと思う。それでも、由比川のままでいい。

「だって、椿さんは円えん月げつ殺さつ法ぽうを使わないからな」

　速さも大事だけど、楽しさも大事だと思う。由比川の下には、それがある。

　由比川はパッと一瞬だけ笑顔になり、それを隠すようにまた唇を強く噛かんでから、

「あ、あれはもうしないっ。もう封印したもんっ」

「封印って言葉もまたアレだな……」

「うるさい！　あーあ、せっかく教育係チェンジのチャンスをあげたのに勿もつ体たいない。もう二度とないんだからゴチャゴチャ文句言っちゃダメだからね！　わかった？」

「わかった」

「ん。じゃ、また明日ねっ」

　逃げるようにして自転車にまたがり、由比川は猛烈な速さで去っていった。

　また明日。

　それは「お疲れさま」よりも素敵な別れの挨あい拶さつかもしれない。今度、レイチェルに提案してみよう。

「……というか、アイツ明日もいるのか……」

　俺は微妙な表情でリムジンに乗り込んだ。

　さらに二十分後――。

　忘れ物に気づいた俺は店に戻ってきた。もうシャッターを閉めてしまったかな、と不安だったけれど、幸いなことに、店には灯あかりがついていた。

「すいません。忘れ物しちゃっ――」

「円月殺法！」

　ドアを開けると、椿さんが秘ひ奥おう義ぎを使って皿を洗っていた。それはもう凄すさまじい速さで皿を洗っていた。俺の存在には気づかずに。まったく気づかずに。

「ふぅ、円月殺法はもう完かん璧ぺきね。じゃあ次は……小犬のワルツ！」

　ワルツもでた。

「………」

　俺はそっとドアを閉めて車に乗った。忘れ物は……また明日でいいや。



　今日の収穫

　皿洗いを覚えた。

　綺き麗れいなお姉さんは、実は、ものすごくお茶目な人でもあった。

　でも、綺麗なお姉さんの年齢は謎なぞのまま……。



    

  
    
      


　火曜日　ファンタジスタ





　近ちか頃ごろはスウィーツ男子なるものが流は行やっているそうだが、カフェのメイン客層はやはり女性である。年齢層はその店の場所やスタイルによって異なるだろうけど、やはり女性。男がカフェに入るのは少し抵抗がある。一人の場合は特にね。

　その一方で、メイドカフェなるものも流行っている。もはや定着したと言ってもいいだろう。こちらは男性がメインターゲットで、女性はちょっと入りづらい。

　で、この店は「カフェ・ハーヴェスト」である。ずばりカフェである。看板にメイドの文字はどこにもなく、お客様の七割が女性だ。

　しかしながら、この店は時々、メイドカフェに様変わりする。



　アルバイト三日目の火曜日。

　俺オレは学校が終わってからすぐリムジンに乗り込み、ハーヴェストへとやって来た。

　やや遅れて由ゆ比い川かわも到着。由比川が来たと同時に、

「菜な月つき、あとのことヨロシクね～」

　と、慌ただしくレイチェルがバーへ向かった。今日は椿つばきさんが不在なので由比川が店長代理を任されたのだ。が、その由比川は、いつもの威勢の良さはどこへやら、

「困ったなぁ……」

　渋い表情で呟つぶやいた。それは教育係との兼任になるからだけではなく、俺の他にもう一人、問題児がいるからだ。

　今日は俺と由比川と蒼あお井い萌も子こ――通称モコちゃんの三人である。

　そして、店内は賑にぎわっている。それも男性客で。

「モコちゃ～ん、お水ちょうだ～い」

　男性客の一人が生ぬるい声で呼びかける。

「は～い。いま行きま――にゃっ」

　呼びかけに応じようとしたモコちゃんがこける。トレイをひっくり返す。コップの中の水が飛び散る。カウンター席にいた別の男性客のズボンに水がかかる。

「ご、ごめんなさいですっ」

　モコ、謝る。

「気にしないで」

　水をかけられた男性客、優しく微笑ほほえむ。

「モコちゃ～ん、ケーキまだ～？」

　またまた別の男性客が呼びかける。

「は～い。ケーキ、行っきま～すひゃあ！」

　ケーキを運ぼうとしたモコ、後ろ向きにこける。ケーキ、宙を舞う。ケーキ、床に着地して爆はぜる。水をかけられた男性客のズボンに生クリーム上乗せ。

「あぅ……ま、またやってしまいましたぁ……」

「いいよいいよ。気にしないで。それにしてもモコちゃんはドジっ娘この鑑かがみだなぁ」

　生クリーム、微笑ほほえみながら褒める。なぜか褒める。

「ドジっ娘じゃないです。今日のモコは正統派ゴスロリっ娘なのです」

　正統派ゴスロリっ娘、怒る。なぜか怒る。

「そうだったね。ごめん、ごめん」

　生クリーム、なぜか謝る。なぜ謝る？　そしてなぜ笑う？　他の男性客も何をニヨニヨ笑っている？

「てゆーか、何だこれ……」

　俺オレ、呆あきれる。隣にいた由ゆ比い川かわ、頷うなずく。

「私も初見は同じことを言ったよ」

　由比川、目を細めている。昔を思い出している。

「モコちゃ～ん、お会計おねが～い」

　またまたまた別の男性客、呼びかける。散らばったケーキの後処理に追われていたモコ、慌ててレジへ向かう。処理途中のケーキ、放置される。

「由比川が行けばいいんじゃないか？　と俺、質問する」

「心の声が漏れてるよ。でもって、さん付けをしろ。私、呼び捨て禁止する」

　由比川、険しい顔をしつつもノッてくる。飽きてきたところなので助かる。

「レジ以外のことも手伝えばいいじゃないか？　どうして眺めているんだ？」

「私が行くと、あの人たち露骨にイヤな顔するんだもん。まあモコさん目当てで来てるんだから気持ちはわかるけどさ……」

　由比川は男性客を見渡しながら切ないため息を吐ついた。怒るに怒れない、みたいな感じだろうか。ちょっと可か哀わい想そうだ。由比川だって目当てにされてもいいルックスなのに。

　モコちゃんは案の定、レジでもミスをやらかし、その後も連発。数えているだけでも計十三回は転倒し、フードとドリンクは合わせて九個、床に落とした。

　それでもモコちゃんファンの男性客は一度も怒らず、それどころか拍手までしていた。なぜなら、モコちゃんが転倒する度にミニスカートがめくれ、下着があらわになるから。それはチラチラどころの騒ぎではなくババーンと見える。ついでに言うと、モコちゃんが走る度に大きな胸が上下に揺れて、ファンたちはそれも喜んでいる。

「下劣な連中だ」

　同じ男として情けない。

「洋よう平へいだって見てるじゃん」

「見てるよ。眼球が勝手に動くんだよ。それが男の摂理だよ」

「開き直るな」

「でも、わざわざ見に来ようとは思わないぞ。というか、俺オレが言うのもなんだけど、あの人は辞めさせた方がいいんじゃないのか？」

　ミスを連発するモコちゃんに鼻の下を伸ばす客。店の風紀が乱れている。ここはカフェであり、ピンク色のハプニングを楽しむ場所ではないんだ。

「私も最初はそう思ったけど、モコさんの店への貢献度はかなり高いんだよ」

「常連客ってやつか」

　たとえばここが夜の店なら、モコちゃんは指名ナンバーワンホステスだ。情けない連中だろうと何だろうと、足しげく通ってくれる彼らは、店にとってはありがたい。

「あれだけミスしても怒られない『愛あい嬌きよう』があるモコさんは、ある意味すごい人だよ」

「愛嬌ねぇ……」

「そうは言っても、モコさんを手本にしちゃダメだからね」

　由ゆ比い川かわが一応、釘くぎを刺してきた。言われるまでもなく手本にするつもりはない。

　そうして約一時間が過ぎ、モコちゃんファンが全員いなくなった。店内フロアはまるで嵐あらしに直撃されたかのような惨状である。

「あれ？　菜な月つきちゃんに洋ようちゃん、いつからここにいたですか？」

「気づくの遅すぎだね。てゆーか、洋ちゃん？」

「はい。洋ちゃんはモコのことをモコちゃんと呼ぶので、モコも洋ちゃんのことをちゃん付けで呼ぶことにしました」

「そーゆーことかー」

　適当に返事をする俺。もう断るのも面めん倒どう臭くさい。そして相変わらずモコモコうるさい。

「むぅ……」

　と、なぜか由比川が頬ほおを膨らませている。こういう時は大体シャツを引っ張って、少し離れた場所へ俺を連行するんだ。

　ほら引っ張った。ほら連行された。きっと小声で言いがかりをつけてくるだろう。

「どうしてモコさんにはちゃん付けなの？」

　やっぱり小声の言いがかりだ。俺も小声にしなきゃ怒られるだろうから小声にする。

「特に理由はないけど、なんとなく『さん』じゃなくて『ちゃん』だ。小さいし、子どもみたいな喋しやべり方をするし」

「……私は？　私の方が小さいよ？」

「由ゆ比い川かわは体も器もミニマムだよな」

　おでこドーン。これ言ったら確実にドーンだってわかっていたけど避よけられなかった。額に鈍痛が走る。ドーンは昨日、椿つばきさんに禁止されたはずなのに……。

「菜な月つきちゃ～ん……」

　密談（ってほどでもないけど）していた俺オレたちに、モコちゃんがフラフラした足取りで近づいてきた。そして小さなモコちゃんが、ミニマム由比川に抱きついた。

「モコ、お疲れました。休憩してもいいですか？」

「いいですよ。ゆ～っくり休んでください」

　由比川の声がほんの少し高かった。まるで赤ん坊や小動物を可愛かわいがるような声色。言うまでもなく、俺相手には発したことのない音域だ。

「わ～い！　でわ、モコはひと眠りするので必要になったら起こしてくださいね」

　モコちゃんは小走りでスタッフルームへと消えていった。途中、何度かつまずきながら。

「……おい、本当にいいのか？　寝るとか言ってるぞ？」

「いいの。モコさんはひと仕事を終えたんだし、これから先は正直いない方が助かるし」

　正直すぎる気もするけど、そうかもしれない。コイツ、モコちゃんの扱いが上う手まいな。

「それにしても、つくづくダメな先輩だな、モコちゃんは」

「そのダメな先輩が汚していった床を掃除だ、ダメダメな後輩」

「断る。と言ったら、どうする？」

「渾こん身しんのドーンが出る」

「俺、掃除する」

「私、見てる」

　俺の教育係、ノリが良くて本当に助かる。



　床掃除を無事に勤めあげた俺だったけど、間かん髪はつを容いれずに由比川からトイレ掃除を命じられた。また掃除か、と愚痴をこぼしながらもその命令に従う。

　今日の組み合わせでは、戦力は実質、由比川ただ一人。なので、せめて足を引っ張るのだけはやめておこうと俺はトイレへ向かった。

「まずは男子トイレからだな」

　開店前と違い、営業中の掃除は迅速に行わなければならない。一応、清掃中と書かれた札をドアノブに掛けるのだけど、長引くとお客様に迷惑がかかるので、五分ぐらいで済ませるのがベストだろう。もっとも、営業中は営業前ほど入念には掃除しないので、五分もあれば充分だ。

　まずは床を掃除して、次に個室を掃除しようとした、その時。

「ぬああああっ！」

　あまりの出来事に絶叫してしまった。

　個室のドアを開けると、そこにモコちゃんがいた。すやすやと眠っていた。

「ま、まま、間違えました！」

　ドアを閉めて、急いでトイレから出た。いや、逃げた。避難をした。男子トイレと女子トイレを間違えた挙げ句、使用中の個室を開けてしまったなんてことが鬼教官に知られてしまったらドーンが何発くるかわからない。確実に額が陥没する。

「――よ、よし。由ゆ比い川かわにはバレてないな。あービックリした………んん？」

　トイレ前の廊下で身の安全を確認し、ついでにドアのマークも確認してみたら、俺オレが今までいたのは男子トイレだった。つまり、俺は間違えていなかったんだ。

「…………んんん？？」

　それはそれで謎なぞが深まる。間違えて女子トイレに入っちゃった、の方がむしろ明快だ。

　なぜ・女性であるモコちゃんが・男子トイレの個室に・いるのでしょうか？

　うむうぅ……。

　非常に難解な問題だ。日本一の進学校にトップ合格した俺の頭脳をもってしても答えが見つけられない。

「洋ようちゃんですか？」

　男子トイレの中からモコちゃんに呼びかけられた。

「うん。洋ちゃんですよ」

「ちょっと来てもらえますでしょか？　モコ、困ったことになったようです」

「俺以上に困っているとは思えないんだけど、その前に一つ質問してもいいかな？」

「どぞ」

「モコちゃんはなぜ男子トイレに……あっ」

　途中で答えを思いついたので、質問を変える。

「モコちゃん、もしかしてレイチェルと同じタイプの人ですか？」

「ブブーです。モコは女の子です。証拠見せましょうか？」

「い、いや、いいよ」

　だったらなぜ男子トイレにいるのかの謎が深まるし、何を見せようとしたのかすっごく気になるけど、とりあえず男子トイレに入った。ちょっぴり緊張しながら。どうして男子トイレに入るのにちょっぴり緊張しなきゃいけないのかとも思いながら。

　そしてモコちゃんが入っている個室の前で立ち止まり、

「困ったことって何？」

「実は――」

　と言いながら、モコちゃんが内側からドアを開けた。

「ぬあああっ！　あ、開けるな！」

「でも、ドア越しだとモコの声がこもって聞こえにくくないですか？」

「大丈夫。こもってない。モコの声こもってないよ」

　あ、早口みたいでちょっと楽しい。いやいや、そんなことはどうでもいい。

「それで、実はの続きは？」

「実はの続きは……実はモコ、パンツがないのです」

「はあああ？」

　動転して、閉めたドアを今度は自分から開けてしまった。

「なぜ・モコちゃんは・男子トイレにいて・しかもパンツがないのですか？　あーもう、男子トイレにいることはこの際どうでもいい。パンツだ、パンツ」

「パンツだパンツ、パンツなのだ～」

「ふざけてないで答えなさい！　さっきまでちゃんと穿はいていたでしょ！」

「あ、洋ようちゃん見てたんですね、モコのパンツ。洋ちゃん、エッチぃですね～」

「見てたよ。エッチぃんですよ洋ちゃんも男だからね」

　半ばやけくそ気味に言った。

「大変です。モコのなくなったパンツ、洋ちゃんの夜のオカズにされちゃいます」

「モコちゃん！」

　これはやけくそじゃなくてマジ怒り。オカズって何だよ。しないよ。……多分。



    

  
    
      



    

  
    
      

「なぜ・パンツが・ないのですか？　それだけでいいから答えなさい」

「それはきっとモコがポンになるからです」

「……ポン？」

「すっぽんぽんのポンです。モコ、おトイレするときはポンになるのです」

「………なぜ・ポン・になるの？」

　なぜ・モコちゃんは・男子トイレで・ポンになって・パンツを・なくすのですか？

　ははっ、こんな問題わかるわけないだろ。

「ポンじゃないとできないからです。洋ようちゃんはポンにならないのですか？」

「ならないよ」

　でも、用を足す時に服を脱ぐ人がいるという話は聞いたことがある。都市伝説の類たぐいだと思っていたんだけど、実際にいるんだな。そうか、モコちゃんはここでポンになっていたのか……。

「大変です。洋ちゃんがモコのポンを想像してます。オカズが増えてます」

「ふ、増えてない！」

　想像はしたけど。

「んまあ、ポンになるところまでは良しとしよう。だけど、なぜパンツがないのかは全然わからない」

「モコにもわかりません」

「モコにわからないものが俺オレにわかるとは思えないんだけど、そこらに落ちているんじゃないの？」

「捜してみたんですけど、見当たらないのです」

「どんなパンツ？」

　と、俺も周囲を見渡す。他意はないけど危ないセリフだな……。

「勝負パンツです」

「そうじゃなくて、パンツの色とか模様とかだよ」

　ひでぇセリフだな、おい……。

「ヌコの絵がプリントされたやつです。色はピュアホワイトです」

「うーん……ないなぁ」

　ゴミ箱の中なども捜してみたけれど、ない。

「でわ、買ってきてもらえますか？」

「……え？　何を？」

「モコのパンツを」

「………なぜ？」

「モコのパンツがないからです」

「…………誰だれが？」

「洋ようちゃんが」

「……………なぜ？」

「今ここにはモコと洋ちゃんしかいなくて、モコは動けないからです。モコは動くと転ぶことが多く、モコが今の状態で転ぶと事件になるからです」

「……たしかに」

　大事件になる。今のモコちゃんを店内に戻すと、風紀が乱れるどころか、法に触れる。営業停止になる。モコちゃんのくせに非常に明快な説明だ。

　でもさ、パンツを買いに行く人は俺オレじゃなくてもいいよね？

「由ゆ比い川かわに頼んでくるよ」

「うあああ、ダメです！　待ってです！　洋ちゃんハウス！」

　トイレから出ようとした俺を、モコちゃんが抱きついて止めた。男子トイレでパンツを穿はいてない女の子に抱きつかれた。これだけでも俺にとっては大事件だし、こんな場面を由比川に見られた日には即座に有罪確定の死刑執行だ。

「モ、モコちゃんこそハウス！」

　モコちゃんを強引に便器に座らせ、呼吸を整える。

「由比川に頼むことの何がダメなんだよ？」

「パンツをなくしただなんて菜な月つきちゃんに知られたら、モコは怒られます。菜月ちゃん、怒ると怖いです……」

「呆あきれはするだろうけど怒らないと思うよ、さすがの由比川も。そもそも、モコちゃんは由比川の先輩なんだから、そんなに怖がらなくてもいいでしょ」

「モコは先輩だけど、後輩に怒られるダメな先輩なので、やっぱり怖いです。ダメな先輩だけど、後輩に怒られるのは、やっぱりヤなのです……」

「……」

　スカートの裾すそを握りしめ、涙目になるモコちゃん。逆ミラクル連発のダメな先輩である彼女にも、彼女なりのプライドがあるのかもしれない。パンツを買ってきてくれ、と男の俺に頼むよりも恥ずかしいことがあるのかもしれない。

「……わかった。買ってくるよ」

　たしかこの店の近くにコンビニがあったはず。走れば三分で行ける距離だから、往復で六分。女性用下着を買うという行為に俺が狼ろう狽ばいする時間を含めても十分だな。

「十分ぐらいで戻ってくるから、それまではここでジッとしておくんだよ？　念のために清掃中の札は掛けたままにしておくけど、もし誰かが来ても反応しちゃダメだからね？」

　これ以上、トラブルを増やされたら手に負えない。

「はいっ。モコ、よいこでハウスしてます」

「じゃ、行ってくる」

「あ、洋ようちゃん」

「大丈夫。由ゆ比い川かわにはバレないようにするから安心して」

「そうじゃなくて、できればヌコの絵がついたピュアホワイトの――」

　バン、とドアを閉めて、俺オレはトイレを出た。





　店内フロアに戻ると、早速、ラスボスと鉢合わせになった。

「やけに遅かったね。まさかサボってたんじゃ……？」

　と、疑いの眼まな差ざしで由比川が俺を睨にらむ。

「サボってない。ただ、モコちゃんが……」

　慌てて口を閉じた。危ない。いきなりバラしてしまいそうになった。

「モコさんが、どうしたの？」

「モコちゃんが……寝てたから。本当に寝てたから。スタッフルームで。場所はスタッフルームで。だから注意してたんだ。ダメだぞーって」

「……あ、そ」

　まったく納得していない様子だけど、どうにか言い逃れはできたようだ。

　てゆーか、しまったなぁ。障害物を乗り越える時間、計算に入れてなかった。この障害物、サイズは小さいけど存在が大きい。難所だ。でも、ここをどうにか乗り越えて店外に脱出しないとパンツに辿たどり着けない。パンツに辿り着くって何だよ。

「と、ところで今はヒマなのか？」

「うん。一段落した」

　店内を見渡すと、たしかに一段落した様子だ。出入りの流れも落ち着き、各テーブルに注文の品が行き渡っている。由比川が忙しくしていてくれた方が好都合だったのに、そうもいかないらしい。

「そっか。ヒマか。そっかそっか……」

「………」

　由比川が訝いぶかしんでいる。細めた目でジーッと睨んでくる。すげぇガン見。そんなに見つめられたら身動きがとれないじゃないか。

　と、困っている俺の顔が、由比川の目には物欲しそうな顔に見えたらしい。はあ……とため息を吐ついてから、

「わかったよ。新しい仕事を教えるから、遠回しなアピールしないでよ」

「……は？」

「ま、またチェンジだとか騒がれたら迷惑だから教えてあげるって言ってるのっ」

　なんて素敵な勘違い。

　由ゆ比い川かわはなぜか恥ずかしそうに目をそらしている。目をそらしてくれるのはありがたいけれど、その程度じゃ呪じゆ縛ばくからは逃げられない。そして、新たな仕事という甘美な誘惑も俺オレを縛りつける。

「新しい仕事か……で、でも、今じゃなくてもいいんじゃないかなぁ」

「なに？　イヤなの？」

　ギュンと由比川の目が吊つり上がる。

「嫌じゃない。嬉うれしい。ワクワクする……んだけど……」

「けど？」

　パンツが俺を待っているんだ。俺はさしずめメロスだ。俺がパンツを持って帰ってくることを信じて待っているんだよ、モコ・セリヌンティウスが。何なんだよこの喩たとえは！

　俺は身がよじれるほどの苦悩の末、誘惑を捨て去った。一瞬の隙すきをうかがい、バケツの中の洗剤をトイレ方向へ放ほうり投げて、

「そ、掃除の途中で、洗剤が、なくなったんだ……だから、だから俺は、洗剤を、買いに行かなきゃいけないんだ……ちくしょう！」

「……な、なんでそんなに悔しがっているのかわからないけど、洗剤ならここに……」

　と、由比川が棚を開ける。

「あれ？　ないや」

　セーフ！　運良く予備の洗剤がなかった。さすが俺、天が味方についている。

「てことだから、ちょっと買いに行ってくる」

「そんなの後回しでいいでしょ」

「いいや。新たな仕事こそ後回しだ。知ってのとおり、俺は仕事を途中で投げ出すことができない男だ。そしてトイレ掃除はまだ途中だ。だから行ってくる」

「途中で投げ出す常習犯がなにを偉そうに……フン、もういいよっ。そんなに行きたきゃ行ってくれば？　そのかわり新しい仕事はまた当分先だからねっ」

　由比川は口を尖とがらせ、ぷいっと背を向けた。怒ったというよりも拗すねた仕草に、良心が痛む。俺だって本当は教わりたいよ、でもセリヌンが、セリヌンがあああ……と心の中で吠ほえてから、俺は店のドアへと走り出した。

　そして、ドアを開けた時。

「あら洋よう平へい、どこかに行くの？」

　と、なぜかレイチェルが店の前にいた。バーへ行ったはずなのに、目の前にいた。でも今は理由を訊きいているヒマはない。

「洗剤を買いに行ってきます」

「洗剤なら買ってきたわよ。予備がなくなっていること思い出したから」

　カフェに戻ってきた理由はこういうことらしい。

「よ、余計なことを……」

「え？　何か言った？」

「い、いえ。別に」

「グッドタイミングだったわね。アンタもう買い出しに行かなくてもいいわよ」

　グッドタイミングすぎるんだよ。買うならあらかじめ買っとけ。いつも四ダースぐらい備えておけ。そして俺オレの前に立ちはだかるな、この大男め。

　心がすさみ始めてきたけど、頭は懸命に働かせる。このサイズも存在も大きな障害物を乗り越えなければならない。どうしよう？　どうしよう？

「……その洗剤、ちょっと見せてください」

　と、レイチェルが持っている買い物袋から洗剤を抜き取る。

「何よ？」

「あー……これかぁ、この洗剤を買ってきたんですか……」

「この洗剤って、ウチはずっとこれを使ってるじゃない」

「いや、これダメなんですよね。全然、汚れが落ちないんすよ。これを使うとね、雑ざつ菌きんが大喜びですよ。効かねーって。痛くも痒かゆくもねーって」

「そ、そうなの？　じゃあ、こっちは？」

　レイチェルが別の洗剤を取り出した。何で二種類も買うんだよ。長年連れ添った洗剤を信じろよ。あれ本当はすごく汚れを落としてくれるんだよ。

「う、うわぁ、これを買ってきましたか……いやぁ、ここに手を出すかな普通……」

「嘘うそ？　そんなにダメなの？」

「ダメどころじゃないですよ。これを使うってことは雑菌たちの楽園をつくるってことと同じですよ。雑菌たち、お祭り騒ぎですよ。狂きよう喜き乱らん舞ぶですよ」

「そんなにダメな物を市販するかしら……まあいいわ。じゃあ、どの洗剤ならいいの？」

　待ってましたよ、そのセリフ。

「俺、すごく良いい洗剤を知っているので今から買ってきます」

「いいわよ。アンタは仕事中なんだから、ワタシが買ってくるわ」

　店から飛び出そうとした俺の腕をレイチェルが掴つかんで引ひき留とめる。心優しいオーナーだけど邪魔！　頼むからもう行かせてくれよお！

「何て名前の洗剤？」

「え、えーっと……何て名前だったかな……」

「どこのメーカー？」

「メーカー？　メーカーはたしか……外国製だったような……」

「それなら逆にわかりやすいかも」

「いやいやいやいや！　わかりにくい。あれは素人しろうとじゃ見つけられない。グァテマラ産の超レア物だから。俺オレは一発で見つけ出せるけど」

「グァテマラ産って……そんなの売ってる店あったかしら？」

「と、とにかく俺に任せてくださいよ！　レイチェル、お店抜け出して来てるんでしょ？早く戻った方がいいですって！」

「それもそうね。じゃあアンタに任せて戻るわ――っと、その前にちょっとお手洗い」

　レイチェルが店内のトイレへと向かう。ようやく障害物を越えた俺はコンビニ目指して猛ダッシュ――しかけて急旋回。

「ちょっと待ったああ！」

「な、何よ？」

　トイレの手前でレイチェルを引ひき留とめた。トイレはまずい。セリヌンティウスがいる。接近は極力、避けておきたい。だが、それ以上に気になることがある。

「つかぬことを訊ききますが、レイチェルは男子と女子のどちらを使うんですか？」

「……そんなことを訊くために戻ってきたの？」

　俺だってこんなことは訊きたくないけど重要なことなんだよ。女子トイレなら、いい。でも男子トイレならここを通すわけにはいかない。

「ワタシはもう身も心も女なの。だから女子トイレよ」

「行ってヨシ！」

　俺は手を離した。実のおじさんが身も心も女性になっていたことについては複雑な気分だけど、今だけはグッジョブと言える。

「アンタって本当に変な子ねぇ……」

　ため息混じりにこぼし、レイチェルがトイレに向かう。

　と、その時。

「洋ようちゃん？　戻ってきたですか？」

　男子トイレから聞こえた。声の発信源は言うまでもない、モコヌンティウスだ。

　レイチェルがピタッと足を止める。

「……今、男子トイレからモコの声しなかった？」

　した。だけど、認めるわけにはいかない。由ゆ比い川かわに知られたくないと言ったのだから、レイチェルにだって知られたくはないだろう。

「モ、モコちゃんなら休憩中ですよ。スタッフルームで。スタッフルーム限定で！」

「いや、でも、モコがアンタを呼んでいたような……」

「ああ、それはアレだ、その……友達の幽霊がトイレにいるんですよ」

「はああ？」

　はぁぁ……何だこの言い訳？　友達の幽霊？　何それ？　俺ってバカなの？

　しかし、一度口から飛び出した言葉は消せない。このまま押し切るしかない。

「俺オレがバイト始めたって言ったら遊びに来てくれたんですよ。てゆーか、あれ？　知りませんでした？　俺、幽霊が見えるし仲良く喋しやべれるんですよ？」

「ええっ？　ホントに？」

「ええっ？　ホントですか？」

　二番目のセリフは男子トイレの中から。モコヌン黙ってろ！

「また聞こえた……限りなくモコっぽい声だけど違うの？」

「断じて違います。モコちゃんではありません。俺のツレのメンズ幽霊です」

「ちょ、ちょっとやめてよぉ。ワタシ、そっち系の話は苦手なんだから……」

　本当に苦手なようで、レイチェルは小さく震えている。鬼畜の行動だと思いながらも、俺は追い打ちをかけた。

「他にも何人かいますよ。せっかくだから紹介しましょうか？」

「い、いいわよ。紹介しなくてもいい。ワタシもうあっちの店に戻るから、そのお友達に二度と来ないでって言っておいて。絶対よ！　オーナー命令だからね！」

　レイチェルは半泣きになって、走って店から出て行った。その姿はか弱い女性そのもので、実のおじさんのことを可愛かわいいと思ってしまったから甥おいっ子こは非常に複雑な気分だ。

　まあ、なにはともあれ、第二の障害物は完全に取り除いた。

　ここで想定していた十分が経過。これ以上、清掃中の札を掛けているとお客様の迷惑になるので、

「札を外すけど、誰だれか来ても絶対に声を出したりしちゃダメだからね？」

　と、モコちゃんに忠告。モコちゃんは小声で「はいです」と答えた。まったく信用できないけど、今は信じる他ない。そして、一刻も早くパンツを買ってこなければならない。こんな異常な事態、一秒でも早く終わらせたい。

　だがしかし、意気込んで店内フロアに出ると、またもやラスボスと鉢合わせになった。俺がフロアに出てくるのを待ち構えてたというべきか。

　由ゆ比い川かわは、これぞ疑いの眼まな差ざしという目で俺をジーッと見据え、

「……さっきからな～んか変だよね」

「お、俺が変なのはいつものことだろ」

　自分で言って泣きそうになった。

「いつもの変とはちょっと違う変だ。なにか隠してるでしょ？」

「……っ」

　ずばり言い当てられ、言葉につまってしまった。言い訳は一度でもつまってしまうと、あとはグダグダになる。これまでも内容はグダグダだったけど、勢いはあったから、どうにか押し切れたんだ。

「なにを隠してるの？」

　由ゆ比い川かわがずいっと接近してきて、眼光をさらに鋭くした。

「べ、別に、何も隠してないよ……」

「言え。正直に言っても許さないけど言え」

　ここまできたら俺オレにも意地がある。絶対に口は割らない。そしてパンツも買ってくる。

ただ、そのためにはこの窮地を脱しなければならない。拘束力が倍増された由比川の目を俺以外に向けなければならない。

　作戦を思いついた俺は、まず自分から目をそらし、あらぬ方向を見つめて、

「うん、そう。彼女が俺の教育係の由比川だ。話していたとおり小ちっちゃいだろ？」

　友達のメンズ幽霊と話している演技をした。

　が。

　由比川は俺から目をそらすことなく、ドーンを放ってきた。頭がぐわんと揺れて目線が由比川に戻る。

「つ、通じない？」

「通じない。だって私、本当に見えるもん。幽霊が」

「ええええっ!?」

「嘘うそだバカ。そしてやっぱり嘘だったのか、お前の話は」

「うぐっ……」

　なんて可愛かわいげのない女だ。レイチェルの方が何倍も女らしいじゃないか。

「さっさと言え。お前は・私に・なにを・隠してる？」

　由比川がドーンの構えを取る。最高破壊力の一撃を放つべく手に力を込めている。俺の額を穴があくほど見つめている。完全にタゲってる。

　この視線を違う場所へ向けなければ……と思案を巡らせて、思いついた。思い出した。数十分前の会話を。「眼球が勝手に動く」という自分のセリフを。

　それしかない。

　ただ、男の場合はちょっとエッチな状況があれば眼球は勝手に動くけど、女性の場合はどうなんだろう？　女性もやはりエッチな状況か？　くそ、迷ってる時間はないな。

　俺はすっと窓の外を指さして、

「ああーっ！　ジョニー・デップが裸で歩いて――」

「るかああ！」

　最強の一撃。俺は店内フロアからトイレ前の廊下へ吹き飛ばされた。由比川がゆっくり歩み寄ってきて、悶もん絶ぜつしている俺の胸ぐらを掴つかむ。

「お前は本当になんだ？　なんなんだ？　何科の生き物だ？」

「そ、それよりも、おでこ……おでこが割れた……」

「割ってない。でも次は確実に割る。割られたくなかったら白状しなさい！」

「ぐうぅ……」

　圧倒的な暴力の前に白状寸前だった。

　しかし、天はやはり俺オレに味方しているらしい。

「こんにちは」

　入り口ドアに備え付けられたベルが鳴り、その音色よりも美しい声で挨あい拶さつをしながら、我らが聖母・椿つばきさんが店に入ってきた。

「つ、椿さんっ」

　咄とつ嗟さに手を放す由ゆ比い川かわ。昨日、怒られたばかりなので、さすがの由比川もこれはまずいと思ったのだろう。

　その隙すきに、俺は脱だつ兎とのごとく由比川から離れて椿さんのもとへと駆け寄った。傷ついた男の本能が聖母の癒いやしを求めていたのと、上う手まくいけばこのまま店外へ脱出できるかもという二つの理由を抱えて。

「椿さん、どうしたんですか？　今日はお休みの日なのに」

「トイレの洗剤が切れていたことを思い出したので買ってきましたの」

「な、なにぃ……っ！」

　第三の障害物、現る。

「楠くすの木きさん？　どうかしましたか？」

「い、いや。何でもないです」

　まさかまさかの超展開だが、洗剤対策はすでにある。あの経験が活いきるだなんて思いもしなかったけど結果オーライだ。

「あのね、椿さん。この店で使っている洗剤はダメなんすよ。あれじゃ汚れが落ちないんですよ。雑ざつ菌きんたちのパラダイスに――」

「まあ、丁度良かったわ。試してみようと思って新しい洗剤を買ってきたんです」

「え？」

「これなんですけどね、たしか……グァテマラ産の超レア物だとか」

「グ、グァテマラ!?」

　椿さんが買い物袋から取り出した洗剤を奪い、確認する。メイド・イン・グァテマラ。本当にそう書いてあった。……これはもう一周回って俺を褒めるべきなんじゃない？

　ぽむ、と小さな手が肩の上に乗っかった。

「よかったねぇ。望みの物が届いて。これで買い出しに行かなくてもすむねぇ」

　と、鬼の首を取ったようにニンマリと笑みを浮かべる由比川。

「あら、買い出しに行くところでしたの？」

　と、上品に小首を傾かしげる椿さん。

　第一と第三の障害物が俺オレの眼前で並び立ち、もはや為なす術すべがない。

　それでも約束を破るわけにはいかない。メロスも一度は迷ったけど、約束を守ったから美談なんだ。走り切らなきゃ、メロスなんて半裸のマラソン好きでしかない。

「く、くそっ！」

　俺はグァテマラ産の洗剤をカウンター内にあるゴミ箱へ投げ捨てた。

「あっ……」

　聖母が目を丸くする。

「お前なにやってんだよ！」

　由ゆ比い川かわが本気で怒って、今にも掴つかみかかろうとしている。

　掴みかかられる前に、

「洗剤がなくなったなんてのは嘘うそだ。俺はただ、それを口実にサボりたいだけなんだよ。だから邪魔するな！　好きにさせろ！」

　矢や継つぎ早ばやに言い、呆あつ気けにとられている二人の間をぬって、店の外に飛び出した。

　そのままコンビニへと猛ダッシュ。

　帰ったらドーンの十発は確実だな。ドーンで済めばいいけど、クビもあり得るな。

「クビか……クビは嫌だなぁ……」

　まだ三日しか働いていないのにそう思った自分が少し不思議だった。



　あまりにも奇想天外な出来事が続いたからか、コンビニで女性用下着を買う時はさほど恥ずかしいと思わなかった。まあ、自慢にもならないけど。

　とにかく、無事に折り返し地点を通過した俺は、カフェ・ハーヴェストへと戻った。

「こんんのバカクズ！　どの面つら下げて戻って来やがった！」

　店の外で待ち構えていた由比川は、俺を見つけるなり駆け寄ってきたが、

「説教は後回しにしてくれ」

「ちょ、ちょっと待て！」

　待たず、由比川の横を通り過ぎて、店内に入る。

　店内では俺の代わりに（なのかどうか）椿つばきさんが制服に着替えていて、客にドリンクを運んでいた。

「あ、楠くすの木きさん……」

「後にしてください」

　椿さんの悲しげな視線も振り切り、一路ゴールを目指す。

　そして、スタートから二十二分。ようやく約束を果たす時が来た。

「モコちゃん、買ってきたよ」

　男子トイレの個室の前に立ち、呼びかけると、ドアが勢い良く開いた。

「洋ようちゃん、ありがとです！」

「礼はいいから、これ」

　パンツの入ったレジ袋を手渡す。

　そして、ドアを閉めて待つこと一分。再び内側からドアが開いた。

「モコ、復活です！」

　左手を腰に当てて、右手でＶサイン。それから「えへへ……」と照れ笑い。

「……はぁぁ……」

　と、俺オレは脱力して、吐息が漏れた。ため息ともまた少し違う息。呆あきれや怒りでもない。

強しいて言えば、拗すねる、かな。

　こんなに『愛あい嬌きよう』たっぷりの笑顔を見せられたら、怒るに怒れないよ。

　あぁ、これか。これが由ゆ比い川かわの言っていたことか。

「洋ちゃん、本当に本当にありがとです」

　ペコリと頭をさげるモコちゃんの、バッチリ睫まつ毛げの奥が赤く充血していた。

「いいよ、もう」

　そんな顔で感謝されたら本当に怒れない。少しずるい気さえする。

　だから俺は、ひと言だけ、言わせてもらうことにした。

「礼はいらないけど、これからはもう少し気をつけるべきだよ」

「はい。モコ、もうパンツはなくしません」

「そうじゃなくて。なくすことじゃなくて、見えること。見られること」

「パンツをですか？　だとしたら、モコは平気です。パンツの中を見られたらと～っても困りますけど、パンツまでなら平気です」

「平気じゃない！」

　つい怒鳴ってしまった。

　モコちゃんが「ひっ」と小さく呻うめき、身を縮める。

「俺も含めて、男はみんなエッチぃ生き物なんだよ。目が勝手に動くんだよ。正直言ってオカズにするんだよ。そして、もっともっと見たいって思うんだよ。パンツだけじゃ満足しなくなるヤツだって現れるかもしれないんだよ。そんなの全然平気じゃないだろ！」

「ご、ごめんなさいぃ……」

　謝られてハッと我に返った俺は、慌てて口調を和やわらげた。

「謝らなくてもいいよ。それから敬語も。モコちゃんは俺の先輩なんだから」

　ダメな先輩だという認識はあんまり変わっていないけど、彼女は俺にないものを持っている。見習うべき点がある。そういう人は、やっぱり尊敬に値すると思うんだ。

「モコ、わかりました。すっごくわかりました」

「だから敬語はいいって――」

「えいっ」

　と、突然、モコちゃんがミニスカートをたくし上げた。当然、俺オレの目の前に現れたのはコンビニで買ってきた薄ベージュ色のパンツで……

「………」

　驚きの声も出せず、ただただ呆ぼう然ぜんとする俺。それは一秒弱の出来事だったけど、何十年先まで網膜に焼き付く光景だろう。

　スカートの裾すそを下ろしたモコちゃんは「えへへ」と愛あい嬌きようたっぷりの照れ笑いをしてから、

「モコ、これからは洋ようちゃんにだけパンツを見せることにしますねっ」

「………」

　怒るに怒れないのではなく、ただ単純に言葉が出なかった。この人の言動は、常人には理解不能だ。

「でわでわ。モコは今からスタッフルームに戻って、もうひと眠りしてきまっす」

　ビシッと敬礼のポーズを取って、モコちゃんは何度かつまずきながら、トイレをあとにした。

「………」

　と俺は、そのあと五分ぐらいボーッとしたままだった。



　良き後輩になるためのポイント・番外編

　愛嬌スキルがあると、何かと得をする。

　ただし、それは天性のものなので習得は難しい。



　意識を取り戻した俺がトイレから出ると、廊下で由ゆ比い川かわが仁王立ちしていた。怒ど気きしか含んでいない目で睨にらまれる。

　ここから先の説教タイムは甘んじて受け入れなければならない。

「言い訳は、ある？」

　と、これまた怒気しか含んでいない声。俺は首しゆ肯こうした。

「ある。けど、言わない」

「言ったらドーンが二十発から十発に減るけど、どうする？」

「二十発にする」

「………はあぁぁぁ……」

　由比川は肺活量の限界まで息を吐き出し、瞳ひとみの中の成分を怒りから呆あきれに変えた。

「ほんっっとに可愛かわいげのないヤツだなぁ。もういいよ。言い訳しないってことは間違ってないと思ってるんでしょ？」

　そんなヤツは怒るに怒れない、怒る気も失うせた――と言って、由比川は顔をそらした。

　とても険しい横顔。だけど、唇からわずかに顔を出した八や重え歯ばの先っぽ。

　それはモコちゃんと同じぐらい……いや、もしかしたらそれ以上に『愛あい嬌きようたっぷり』の苦笑いだった。

「でも、椿つばきさんにはちゃんと謝りなさい！　絶対だからね！」

　厳しく言い含め、由ゆ比い川かわが店内フロアに戻っていく。

　きっと、由比川はどこかの時点で気づいていたんだろう。

「……なんだ、お前も『ある意味すごい人』じゃないか」

　小さな小さな背中に言ってから、椿さんに謝るべく、俺オレも店内フロアに戻った。





　――とまあ、これで一日が終われば、ちょっとした美談として俺の記憶に残るんだけど、どうやら天はどこまでも俺の味方をしたくないらしい。

　閉店後、スタッフルームで着替えていると、

「ん？」

　部屋の隅っこに「ある物」が落ちていた。それが何かは予想がついたけど、念のため、手に取って確認をする。

「……やっぱり」

　それは純白でネコの絵がプリントされた女性用下着だった。一体どういう経路を辿たどってここに流れ着いたのか、それとも元々ここにあったのか、今となってはどうでもいい。

　問題はこれをどう処置すべきかということだ。

　モコちゃんに返してあげるべきなんだろうけど、モコちゃんはもう帰ってしまったので渡せない。次に会う時まで俺が所持しておくのも変だし、ここに置いて帰るのも違う。

「うーん……」

　パンツを持って、悩ましく唸うなる。ここだけを見れば、俺は純度百％の変態だ。

「洋よう平へい、着替えにどれだけ時間かかっ……」

　着替えの順番待ちをしていた由比川がノックもせずにドアを開けた。彼女の目は一瞬で変態男を見るそれになった。

「こうなりそうな気はしたんだよなぁ……」

　すべてをあきらめた俺は、天を仰ぎ、虚むなしく呟つぶやいた。

　さあ、ここからが地獄の始まりだ。

　まずは魔王・由比川からの質問でスタート。

「言い訳、ある？」

「ある。た～っぷりある」

「それ、私、聞くと思う？」

「………」

　俺オレ、黙って首を横に振る。

「覚悟、できてる？」

「……おでこ、割る？」

「割る」

「それ、断れる？」

「割る」

「ねえ、聞いてる？」

　そして、言葉は意味を失った。



　今日の収穫

　コンビニで女性用下着が買えるようになった。

　おでこの形が変わった。



　………収穫でも何でもないな。



    

  
    
      


　水曜日　兄貴





　アルバイト四日目の水曜日。

　今日も俺は学校が終わってからすぐリムジンに乗り、ハーヴェストへやって来た。

　やや遅れて由ゆ比い川かわも到着。入れ替わりでレイチェルがバーへと向かった。

　店内に客はいない。

　俺と由比川は、それぞれ制服に着替え、カウンター内に並んで立ち、

「……」

「……」

　これといった会話もなく、そのまま二十分ほど経過した。まだ客は来ない。

「今日ヒマだな」

「水曜日だからね」

　学校でも会社でも水曜日はなんとなくテンションが上がらない。特に理由はないけれど行くのが面めん倒どう臭くさい。中なか弛だるみ、とでも言うべきかな。

　それに似た感覚で、週の中なか頃ごろは飲食店の客足も鈍る。もちろん、店によって異なるので一概には言えないけど、カフェ・ハーヴェストの場合は水曜日が最もヒマな一日である。

「ところで、今日は俺オレたち二人だけなのか？」

「まさか。こんな粗大ゴミを抱えた状態で二人にするわけないでしょ」

「でも今は二人じゃないか」

「遅刻してるの」

「誰だれが？」

　と訊きくと、由ゆ比い川かわは軽くため息を吐ついて、

「アキラさん」

「あぁ、アレか……」

　俺もため息を吐いた。

　不良系暴れ馬・蜂はち矢やアキラ。

　モコちゃんも予想どおりの問題児だったけれど、おそらくは蜂矢アキラが一番の問題児だろう。現にこうして遅刻をしている。

　な～んて噂うわさをすればなんとやら――のタイミングで現れないのもまた問題児たるゆえんである。蜂矢アキラは現れず、客も来ない。

　今日はとてもヒマだ。

「――さて、何して遊ぼうか？」

「遊ばないよ。仕事中でしょ」

「でもヒマなんだよ。すごくヒマなんだよ」

「そんなヒマヒマ言わないの。お店にとっては全然良くないことなんだから」

「わかってるけど、なんかこう、動きがほしいんだよ」

「んもう、じゃあ新しい仕事を教えてあげるよ。ホントはまだまだその段階じゃないんだけど、洋よう平へいをヒマにさせておくとロクなことしなさそうだしね」

「お、おう。なんとなくサンキュ。てゆーか、お前も大変だなぁ……」

　というわけで、新しい仕事を教わることになった。

　内容はずばり「接客」である。

「まずは出迎え方ね。せっかくだし実際にやってみよう。洋平、外から入って来て」

「わかった」

　俺は一いつ旦たん、店の外に出て、客の役でまた店に入った。

「いらっしゃいませ。何名様ですか？」

　弾むような足取りで歩み寄ってきた由比川が満面の笑みで出迎える。その笑顔に、

「……っ」

　と、息を飲んでしまった。客目線だと改めてコイツの可愛かわいさを痛感させられる。

「――って感じね。とにかく笑顔。笑顔が大事。それから、何名様かは見ればわかるけど一応お尋ねすること」

「なるほど」

「じゃ、やってみて」

　由ゆ比い川かわが店の外に出て、客として入り直す。俺オレは教えられたとおり、満面の笑みで、

「いらっしゃいませ。何名様ですか？」

「笑顔が汚い」

「……顔面の指摘はナシにしようぜ」

「だってホントだもん。もっと爽さわやかに、ここを上げて……」

　と、由比川が俺の両りよう頬ほおを手で吊つり上げる。くすぐったい指の感触と間近で見る由比川の可愛かわいさに息を何度も飲み込んでしまった。由比川は時々、俺をものすごくドキドキさせるから困る。

「はい、もう一回やってみて」

　由比川が側そばから離れて、店の外に出る。そして入り直す。側から離れてしまったことに若干の寂しさを感じたのは秘密だ。

　とにかく俺は精一杯の爽やかスマイルを浮かべて、

「いらっしゃいませ。何名様ですか？」

「18人です」

「多くね!?」

「はいアウト。驚いちゃダメ。団体のお客様が来ることだってあるんだからね」

「い、いや、でも、今は別に変化球を交えなくてもいいだろ。とりあえず基本を押さえにかかろうぜ」

「……ま、そうだね。出迎え方はギリギリ合格にしてあげる。じゃあ次はテーブルまでの案内ね」

　俺たちはその場で役柄を交代して、

「こちらの席にどうぞ」

　と、由比川が接客スマイルで俺を入り口から一番奥のテーブル席へと誘導する。

「すぐにメニューをお持ちします――って感じ。基本的には一番奥の席から埋めていくんだけど、今みたいに誰だれもいない時は『お好きな席へどうぞ』でもいいよ。そのへんは臨機応変にね。それからメニューは出迎えの時から持っててもいい。ここに置いてあるから」

　由比川がレジ横に置いてあるメニューを取りに行って、また戻ってくる。

　そして、メニューをテーブルにそっと置いて、シミュレーション再開。

「お決まりになりましたら、伺いに参りますので」

「あ、どうも」

　思わず答えてしまったところでシミュ終了。

「大体わかった？」

「わかった」

「じゃ、やってみよう」

　またまた客と店員の役柄を交代。俺オレが店員で、由ゆ比い川かわが客。

「こちらの席へどうぞ」

　と、一番奥の席へ案内して、由比川が席に座る。

　メニュー持参バージョンでやっているから、そのままメニューをテーブルに置き、

「お決まりになりましたら――」

「あ、もういいですか？」

「え？」

「え？　じゃない。アドリブをきかせて」

　いちいちアドリブ入れなくてもいいのに。

「何になさいますか、だよ」

「何になさいますか？」

「んーっと、フォンダンショコラのケーキセットで、ドリンクはキャラメルマキアート。あ、やっぱりこっちのフルーツタルトとアイスカフェラテにしてください」

「………シャトーマルゴーと何でしたっけ？」

「はいアウト。超アウト」

「だよな。思いっきり勘で言ったからな。というか変化球ばっかり投げてくるなよ」

「お客さんがみんな直球を投げるとは限らないでしょ」

「だとしても今はブルペンなんだから軽めのストレートを投げてくれ」

「んもう、ワガママばっかり」

　そうかなあ？

「だったら、俺が客で変化球を投げるから、その場合の手本も見せてくれ」

「いいよ」

　てことで、また交代。俺が客役で席に座り、由比川が店員役。

「何になさいますか？」

「んー……そうだなぁ……」

　と、俺は軽くタメをつくってから、

「カツ丼定――」

「ございません」

「せめて食まで言わせろよ」

「どうせならもっと大きな変化をつけてこい。ぬるいぞ、洋よう平へい」

「投げられると言うのか？」

「余裕」

　てことで、またまた交代。すでに手本とか指導とかから外れていることはわかっていたけど、なんかノッてきた。俺オレと由ゆ比い川かわの悪い癖が出てきた。

「何になさいますか？」

「んー……そうだなぁ……」

　と、由比川は軽くタメをつくってから、

「カツ丼――」

「ございません」

　天丼（同じボケを繰り返すこと）できたか。カツ丼にも微妙にかかっている。さすがは由比川だ。

「なかなかやるな」

「ふふっ、私には朝飯前だけどね」

「だが、まだ甘い」

「投げられるのか？」

「余裕だ」

　また交代。俺が席に座り、由比川がテーブルにそっとメニューを置いて、

「カツ丼定食はありません」

「３回目まではありだろ。むしろセオリーだろ」

「いまは二段オチで充分な流れだよ」

　そうかなあ？

「あれ？　洋よう平へい、もう手詰まり？」

「バカ言え。まだまだある。全然、余裕だ」

「じゃ、もっかいね」

　由比川がメニューを置くところから仕切り直し。

「何になさいますか？」

「んー……そうだなぁ……」

　と俺は軽くタメをつくって、ちょっと男前な顔もつくって、

「君の愛を山盛りで」

「んなっ、あ、愛って、そんなのないもんっ」

「……おい。そこで噛かむなよ。もっとバッサリ斬きってくれよ」

「だ、だって洋平が、あ、愛とか変なこと言うから……」

「いや、それはほら、変なことを言い合っているわけだし……」

「う、うるさい！　洋平があんまりにも棒ぼう球だまを投げてくるから白けたんだよっ」

「棒ぼう球だまだと？」

「もっとビシッと放ほうり込んでこい！　何になさいますか！」

「君の愛をやや盛りで」

「減らすな！」

「君の愛とライス大」

「ひねるな！」

「君の愛とこの春おすすめのジャケットを」

「ひねりすぎるな！」

「この春おすすめのジャケットですけど、いかがですか？」

「ポジション代えるな！」

「アイスコーヒーをひとつ」

「普通！　でも今は逆に正解！」

　あー楽しい。由ゆ比い川かわと遊ぶのホントに楽しい。

　それにしても俺オレの怒ど濤とうの連投を見事に捌さばいた由比川は大したヤツだ。しかも「あそこは勧めるなが正解だったかな……」と自分にダメ出しをしているから末恐ろしい。

「さすがだな、由比川。じゃあじゃあ、次は俺が店員な」

「オッケー」

「……なにやってんだ、お前ら」

　突然、入り口付近から声がかかった。

　見ると、蜂はち矢やアキラがいた。突然とか言っちゃったけど大おお喜ぎ利りに夢中になりすぎて俺も由比川もドアベルの音に気づかなかっただけだ。

「あぅ、いや、別に……」

　と頬ほおを赤らめる由比川。気持ちはわかる。多分、俺の顔も赤くなっている。ノリノリが急に冷めると死ぬほど恥ずかしくなるよな。この悪い癖、がんばって直そうな。

「まあ、なんでもいいけどよ」

「そ、そうですよ。てゆーか今何時だと思ってるんですか！　大遅刻ですよ！」

　恥ずかしさを怒りに変えて由比川が怒鳴る。本当に大したヤツだ。

「っせぇな、会って早々にギャーギャーわめくんじゃねぇよ。お前らも遊んでたんだから別にいいだろ」

「遊んで……たけど、そういう問題じゃないです！」

「あーうるせ」

　すすっ、と蜂矢アキラは由比川に近づき、手を伸ばして由比川の頭から髪留めのゴムを抜き取った。

「あわわっ、か、返してください！」

「ほらよ」

　ゴムを遠くに放ほうり投げて、まるで骨を追いかける犬のように髪の乱れた由ゆ比い川かわがそれを拾いに行く。

「うむぅ……」

　と唸うなる俺オレ。なんてヤツだ。色々と最悪だ。しかし、由比川のあしらい方は完かん璧ぺきである。少しだけ感心してしまった。

　蜂はち矢やアキラはそのまま俺の側そばにも近づいてきて、

「まだ辞めてなかったのか？」

　と、敵意の眼まな差ざしで睨にらんできた。その眼光は相変わらず獣のように鋭い。

　初日にちょっとした諍いさかいがあったので、俺のことが気に食わないのかもしれない。

　まあ俺も気に食わないけどね。

「辞めてない。辞めるつもりもない」

「先輩にタメ口きいてんじゃねぇよ」

「遅刻するようなヤツを先輩だとは思わん」

　俺の体内に搭載されている「尊敬センサー」はぴくりとも反応を示していない。

「テメェ、マジで生意気なヤツだな」

「だったら何だ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ちょ、ちょっと、ケンカしちゃダメ！」

　臨戦態勢に入りかけた俺オレと蜂はち矢やアキラの間に由ゆ比い川かわが入ってきた。

「……わーったよ。オレはスタッフルームで休憩する。菜な月つき、ジュース持ってこい」

「休憩もしちゃダメ――あわわっ！」

　蜂矢アキラがまたゴムを奪い、放ほうり投げ、それを由比川が涙目で拾いに行く。その間にスタッフルームへと消えてしまった。つくづくあしらい方が上う手まい。

　そして、つくづく最悪なヤツだ。

「昨日も同じことを言ったけど、アイツは辞めさせた方がいいんじゃないか？」

「私も最初はそう思ったけど、あれでもアキラさんはこの店に欠かせない人なんだよ」

「とてもそうは見えんな」

「見えなくたってそうなんだから仕方ないでしょっ」

　お団子頭を作り直しながら頬ほおをぷくっと膨らませ、自分に言い聞かせるように言う。

　なるほど。由比川も本心は同じのようだ。立場上、言えない本音を「仕方ない」という言葉でごまかしているのだろう。戦う前に心が折れちゃっているのだろう。

　まあな、お前は小さいからな、ミニマムだからな、気持ちはわからんでもないぞ。君のドーンは自信を持ってもいい技だけど、あの暴れ馬相手に通じるか不安なんだろ？

「――よし。わかった。ここは俺がビシッと説教してやるから安心しろ、由比川」

「なにをどう考えてその答えになったのか知らないけど余計なことはしなくていい」

「大丈夫だ。俺の心は折れない」

「……よ、よし。わかった。洋よう平へいは立派。だからジッとしてて。あ、行くなって！」

「心配するな」

「心配なんかしてないってば！　んもう、こんなに話が通じないヤツ初めてだよ！」

　由比川の制止を振り切り、スタッフルームに向かった。



　着替えると言っていたのでノックをしてから部屋のドアを開けると、不良娘は長なが椅い子すに寝そべってスポーツ新聞を読んでいた。どこのオッサンだ、お前は……。

「いい加減にしろ、蜂矢アキラ」

「あ？」

　俺が睨にらみ、不良娘が俺を睨み返す。先ほどよりも眼光が鋭く、飢えた肉食獣のようだ。やはりこの女、ただ者ではない。

「サボってないで仕事に戻れ」

「テメェこそサボってないで早くジュース持ってこいよ」

「それは俺の仕事じゃない」

「仕事なんか関係ねぇ。先輩の命令だ。従え」

「何度も言わせるな。お前みたいな人間を先輩とは思わん」

「よし。わかった。その体にガツンと叩たたき込んでやるよ」

　蜂はち矢やアキラは長なが椅い子すから飛び起き、首をポキポキと鳴らし始めた。こういう展開になることは予想していたけど、それにしても、どこまでも好戦的な種族だ。唇の端を吊つり上げ舌なめずりまでしていやがる。

　俺オレも身構えた。

　できれば話し合いで平和的に解決したかったけど、話が通じる相手じゃない。こんなに話が通じないヤツは初めてだ。ならば武には武をもって制するのみ。初対面の時は油断をしたが、今回は本気を出す。もはやコイツを女性だとは思わない。素人しろうとだとも思わない。一流のファイターだと認めた上で本気を出す。

　戦場にだけ流れる独特の空気を切り裂くようにして、俺たちは同時に床を蹴けった――



　そして……。



「か、勘弁してください！」

「うるせ。まだ終わってねぇだろ、早く立てよ」

「もう終わってます！　俺の負けです！　とてつもなく完敗です！」

　こういう結果になっちゃった。俺、超本気出したんだけどね、一分ともたなかったよ。仕事中だから顔は殴らないでやる、と言って実際そのとおりにしてくれた相手に秒殺されちゃった。俺はこれでも空手と柔道と剣道の有段者なんだよ？　それを秒殺？　強すぎて笑える。この人、満月を見ると大ザルに変身する種族なんじゃないかな。

「おい、楠くすの木きヨーヘー」

　と、蜂矢アキラは大の字になってダウンしている俺の髪を掴つかんで持ち上げ、

「オレはお前の何だ？」

「……先輩……です」

「聞こえねぇ」

「せ、先輩でっす！」

「続けて言え」

「アキラさんは自分の尊敬する先輩であります！」

「ヨーヘー、オレは喉のどが渇いたぞ」

「マッハでジュース持ってきます！」

　調教完了。ああ、そうだよ。ヘタレだよ。何とでも言ってくれよ。

　下げ僕ぼくと化した俺はダッシュでスタッフルームを出る。

　――と、見せかけて。

「隙すきあり！」

　反転して飛びかかった。ああ、そうだよ。汚いよ。卑ひ怯きようだよ。何とでも言えよ。勝てばいいんだよ。

　油断していたアキラさんの両腕を掴つかみ、足払いをかけて倒そうとしたのだが、

「いやああっ」

　暴君が暴君らしからぬ悲鳴をあげたので、足払いが途中で止まってしまった。

　しかし、足払いをしていないのに暴君は、へなっ、とその場に崩れ落ちた。

「テ、テメェ、ブッ殺すじょ……」

　別の種族になってしまったかのようにアキラさんが弱々しく訴えてくる。

　……え？　何この反応？

「手をはにゃせ、このぉ」

　アキラさんがもがく。といっても、もぞもぞと体を動かすだけで驚異的なパワーは見る影もない。

　……あれ？　これ、もしかして弱点？　この人、打撃系には無類の強さを発揮するけどボディタッチに弱い？

「……ふふふ。どうやらそのようだな」

　俺オレは眼光をハイエナのそれにして、グッと手の力を強めた。

「やっ、めて……！」

　アキラさんが嘆く。妙に艶つやっぽい。なんか変な気分になりそうだ。俺、最悪だ。

　でも続行です。

「おい、蜂はち矢やアキラ」

「テ、テメェ、あとで覚えてりょにょ」

「ん？」

「あんっ、もうやめ……何だよぉ……」

「俺は喉のどが渇いたぞ」

「も、持ってくりゅから、はにゃして……」

「ください、は？」

「……くだしゃい」

「ダメだ」

「ううぅ、言うと思った……」

　アキラちゃんが半べそをかく。俺は今、人としてかなり終わってるけど、手を離したらその瞬間に命が終わる。だからもう少しだけこの優越感に浸る。冥めい土どの土産みやげにする。

「おい、蜂矢アキラ。俺は誰だれだ？」

「く、くしゅのき、よぅへぇ……」

「さんを付けろ」

「ちょっとそこのブサイクズバカ変態御おん曹ぞう司しさん」

　背後から声がかかった。確認するまでもないけど別人であることを期待して振り返ってみると、やっぱり由ゆ比い川かわだった。生ゴミに集たかる蠅はえでも見るような目をして立っていた。

　あぁ……調子に乗りすぎたぁ……。暴君が目覚める前に死神が来ちゃった……。

　俺オレはアキラさんから手を離し、由比川のもとへ命いのち乞ごいをしに向かう。

「ち、違うんだ。これはそういう変態的なアレじゃなくて――」

「出せ」

「………はい」

　素直に額を差し出した。

　左右連打が３セット。計６発のドーンを食らって、また大の字になって倒れる。

　由比川は本物の生ゴミになった俺には目もくれず、アキラさんだけを見て、

「私、オーナーに忘れ物届けてって頼まれたから、ちょっとあっちの店に行ってきます。あとのことヨロシクお願いしますね」

「おう。わかった」

「なるべく早く戻ってきますから」

　由比川はスタッフルームを出て、そのまま店からも出て行ってしまった。

「――さて、と」

　目覚めた暴君がダウンしている俺の髪を掴つかんで起こし、首をポキポキと鳴らす。

「おい、楠くすの木きヨーヘー」

「………」

　と、俺は立ったまま死んだふり。

「まだ生きてるよな？」

「……生きてないです」

「まあ、どっちでもいいけどよ」

「……ですよね」

　当然、フルボッコでした。





　由比川がいなくなったので、スタッフは俺とアキラさんの二人だけになり、

「オレはもうちょっと休憩する。なんかあったら呼べ」

　と、アキラさんはスタッフルームから出てこなかったので、店内フロアは俺一人という状態になった。

　相変わらず客はいない。

「これ大丈夫なのか？」

　店と、折れたかもしれない肋ろつ骨こつを心配しながら呟つぶやく。その呟きが虚むなしく店内に響く。

　そして、そのまま十分ほど経過して……。

「………」

　まだ客は来ない。することもない。昨日の今いま頃ごろはモコパンツ騒動で慌ただしくしていたから余計に退屈だと感じてしまう。

　とりあえずテーブルを並べ直してみたり、洗う必要のない皿を洗ったりしてみたけど、二分とかからなかった。

「んー…………ヒマだ」

　今日は本当にヒマだ。こんなことならアキラさんと一緒にサボればよかった。俺オレがこうして退屈と戦っている間も、あの人は好き勝手やっているのだろう。ちょっと羨うらやましい。なんだか負けた気分すらしてくる。

「いやいや、違う。違うぞ洋よう平へい」

　なんて独り言を言っても誰だれもツッコんでくれないからちょっと寂しい。でも、こうして自分に言い聞かせないと羨ましさが膨れあがっていく。

「そうか。こういうパターンもあるのか」

　と俺は、独り言全開で物思いに耽ふけった。

　先輩という言葉の持つイメージは、とても清廉なものだった。椿つばきさんのように、清くて正しい人、無条件で尊敬できるような人＝先輩。そういうものだと思っていた。

　そのイメージは由ゆ比い川かわとモコちゃんによってある程度、下方修正されたんだけど、それでもマイナスにはならなかった。

　ただ、世の中には色んな人がいるわけで、中には「悪い人」もいる。その悪い人が先輩になることもある。そのパターンをあまり考えていなかった。

　人と人の巡り合わせなんて神様の配剤だから、当然、悪い人と出会うこともある。その場合は深く関かかわらないようにすればいいだけだ。

　しかし、それが思いの外ほか、難しい。

　悪い人や悪いことは独特の魅力……いや、魔力を持っている。

　今、俺が感じている「羨ましい」という気持ちがまさにそれで、この魔力にはなかなか抗あらがいがたい。そして、一度でも屈してしまうと、あとは堕落の一途を辿たどる。

「だから俺はサボらないぞ。洋平は強い子だもんね！」

　と、我ながら気持ち悪い独り言を言ってもまだ誰も何も言ってくれない。寂しい。てか恥ずかしい。一人だといまいちノリきれない。

　最高の遊び相手である由比川はまだ帰ってこない。

　客も全然、来ない。

「……この店、本当に大丈夫なのか？」

　と、本気で心配した矢先。

　ドアベルが鳴って、待望の客が店に入って来た。若い女性の二人組だ。

　魔女アキラはまだスタッフルームにいる。今、フロアには俺オレしかいない。

　――よしっ。

　俺は胸中で気合いを入れた。バイト四日目のド新人しかいないという、一見、ピンチに見えるこの状況も、考えようによっては絶好のチャンスだ。ここで完かん璧ぺきな接客をすれば、先ほどの汚名返上になる。由ゆ比い川かわの評価も上がる。さすがのアイツも褒めてくれる。

　まずは「いらっしゃいませ。何名様ですか？」と笑顔で訊たずねる、だったな。

「よーし！」

　気合いを声に出し、己を鼓舞して、カウンター内から出た。

　そして爽さわやか接客スマイルで女性二人に歩み寄り、

「いらっしゃいはぜ」

「「え？」」

　……噛かんでしまった。語尾が魚の名前になった。自己紹介の時もそうだったけど俺って実はプレッシャーに弱いのかな？

　あぁ、そんなこと考えたら余計に緊張してきた。心音が陣太鼓みたいになってきた。

「あの……」

　女性客の一人が不安げに俺を見ている。落ち着け、俺。落ち着いてやり直せ。

「いらっしゃいませ。何名さばですか？」

「「は？」」

　マジ落ち着け洋よう平へい。大丈夫だから。甘あま噛がみだから。また魚の名前とか出てないから気にするな。君はやれば出来る子だから自信を持って！

　プチパニックに陥りながらも必死で次なる作業を確認する。

　次は『テーブルまで案内する』だな。たしか、今みたいに他の客がいない時は、

「お、お好きな席へどうぞ」

　女性二人は俺を見てクスクス笑いながら、一番奥のソファ席に座った。……大丈夫だ。あの笑いはバカにしているとかそんなんじゃない。新人なんだね、初うい々ういしいね、カワイイよね、とかそんな感じの好意的な笑いだ。絶対にそうだ。だから今のところは順調だ。

「えっと、次は……」

　メニューだ。メニューをお渡ししてまずはアペリティフ……じゃないな。ここはカフェだな。しかも平日の夕方だな。わかってる。大丈夫だ。大丈夫か？

　俺は何度も深呼吸をしてから、レジ横に置いてあるメニューを手に取る。

「これを持っていって、何になさいますかの件くだりのあとは………何だっけ？」

　しまった。大おお喜ぎ利りに夢中になりすぎて肝心な部分を教わるの忘れていた。

「いや、大丈夫だ。冷静になって考えよう。たしか、客がカツ丼って言ってきたら３回目までは天丼でってそんなことあるわけがないよな落ち着け冷静に……うあああっ！」

　これはダメだ。プチじゃない。メガだ。メガパニックだ。どう考えても今は絶体絶命のえげつないピンチだ。バイト四日目のド新人では如何いかんともしがたい状況だ。

　悔しいけど、ここは魔女を召還するしかない。

　俺オレはとりあえずメニューを持っていき、

「あ、あとで伺いに参りますっ」

　と女性客に告げて、スタッフルームへ走った。

　ノックもせず部屋に駆け込むと、アキラさんは長なが椅い子すで眠っていた。テーブルの上にはスポーツ新聞と競馬雑誌とパチンコ雑誌と焼きするめが置かれている。あとビール缶でもあれば完全にダメ中年の部屋だ。でも今はそういうことを言っている場合じゃない。

「ア、アキラさんっ、起きてください」

　寝ている彼女の肩を揺すって呼びかける。

「ひゃあっ」

　アキラさんはまた裏声になって飛び起き、飛び起きたと同時に回まわし蹴げりを放ってきた。こめかみが壊れるかと思ったけど、今は痛みに耐える。

「さ、さわるんじゃねぇって言っただろ！」

「すいません。でも大変なんです。女性二人の注文は客がどうやって来たんですか？」

「……落ち着け。死ぬほど意味がわかんねぇ」

「メニューはどうすればいいのか持っていったけどわからないんですそれからが！」

「客が来たのか？　で、オーダーの取り方がわからないのか？　合ってるか？」

　ブンブンと頷うなずく俺。

「ちっ、めんどくせぇなぁ」

　舌打ちしながらも、アキラさんは店内フロアへと向かった。俺も少し離れて続く。

　アキラさんはそのまま女性客が座っているテーブルに行き、

「お待たせしました」

　と、笑顔で接客。とても爽さわやかな笑顔で。

　それから、カウンター近くで眺めていた俺の所へやって来て、

「客が注文を決めるまでは、さりげなく見てろ。絶対ガン見するな。で、向こうから呼ばれる前に、こっちから訊ききに行け」

　と、アドバイス。それを実践して、また戻ってきて、俺に伝票を見せる。

「ウチは伝票が手書きだから、なるべく綺き麗れいな字で書け。んで、この伝票を……」

　アキラさんはカウンター内に入り、厨ちゆう房ぼうとの間を仕切っている壁をコンコンと叩たたいた。

　すると、壁の真ん中にある小窓がパカッと開いた。

「ここに置け。いつもは誰だれかがカウンターの中にいるから、そいつに渡せばいい」

　そのセリフどおり、アキラさんが伝票を置くと、中からすっと手が伸びてきて、伝票を取り、小窓が閉まった。

「……前々から不思議だったんですけど、この中には誰がいるんですか？」

「オレも知らねぇ」

「えぇー……」

「ババァが教えてくれねぇからな。ま、誰かはいるんだろ」

　ババァとはレイチェルのことである。ひどい呼び方だが、レイチェルは女性扱いされているのでそれほど怒らないらしい。まあそれは余談。

「ちゃんと料理してくれりゃ問題ねぇ」

「そうかなぁ……」

　俺オレが微妙な顔をしていると、また小窓が開き、中から注文の品物――アイスコーヒーとミルクティーとガトーショコラとアップルパイが出てきた。それをアキラさんがトレイに乗せると、小窓は閉まった。とても迅速で、まったく音のない作業だった。

「……中の人、ロボットとかじゃないですよね？」

「別にそれでもいいじゃねぇか」

「そ、そうかなぁ……」

　他のスタッフも中の人の正体は知らないらしい。そしてあまり気にしていないらしい。たしかにちゃんと料理は出てくるし、ウチの店は中の人が作るスウィーツが評判だったりするので、特に問題はないけれど……やっぱり気になる。

　でも今はひとまず忘れよう。

「あとはこれを持っていくだけ」

　と、アキラさんが手本を見せてくれた。アキラさんは片手でトレイを持っているけど、これにはちょっとだけ慣れとコツがいる。だから初心者は両手でしっかり持て、ともアドバイスされた。

「――覚えたか？」

　一連の仕事をスムーズにやり終え、アキラさんが言う。見ていた限りではミスしそうな工程はどこにもないのに、どうして俺はまともにできなかったのだろう？　ウェイターの仕事もなかなか奥が深いな。

　ともかく。

「助かりました。あとは俺がやってみます」

「いや、いい。オレがやる」

「もう大丈夫ですよ、完かん璧ぺきに覚えましたから俺にやらせてください」

「それはまた今度、菜な月つきがいる時にやらしてもらえ。今日はこれから混こむぞ」

　アキラさんは時計と窓の外を交互に見ながら、そう予想した。時刻は午後五時半を少し過ぎた頃ころである。いつもは、このぐらいの時間にはもうちょっと客がいる。だから、俺オレはその予想を信じられなかった。

「混まないと思いますけど？」

「それならそれでいいんだけどよ、まず確実に混むぜ。オレの予想は当たるんだ」

「はぁ」

「で、お前は何ができるんだ？」

　今さら強がっても仕方ないので素直に答えた。

「掃除全般と皿洗いには自信があります。あ、あとはテーブルを整えられます」

「最後のはいらねぇ。つーか、そんだけかよ？　お前もう四日目だろ？　ったく、菜月は何を教えてんだよ」

「なんか、すいません……」

「まあいいや。とりあえずオレの言うとおりに動け」

「ういっす」

「んじゃ、まずはスタッフルームから傘立てを持ってこい」

「傘立て？」

「もうすぐ降るんだよ、雨が」

「はぁ」

　そんな気配はどこにもない。外は晴れ。夕ゆう陽ひが道を紅あかく照らしている。俺は訝いぶかしみながらも、とりあえず傘立てを持ってきて、玄関の外に置いた。置いた時も夕陽は赤々としていた。

　が、十分後。

　本当に雨が降った。そして瞬またたく間まに大降りになった。

「うおぉ、本当に降った……」

　と驚く俺の頭を小突いて、アキラさんが腕まくりをする。

「ヨーヘー、気合い入れろよ。これから忙しくなるぞ」

「は、はいっ」

　アキラさんの予想はまた的中して、本当に忙しくなった。



　その人が来店したら、どういうわけか続々と客が増える。そういう人のことをウチの店では「客を呼ぶ客」と呼ぶ。今日の場合は、俺が接客に失敗した二人の女性客がそれだ。もっとも、雨が降ったことも大きな理由ではあるけれど。

　二人組の女性客が来て、雨が降って、五分後。

　次の客が店にやって来た。それから続々と客がやって来た。

　あれよあれよという間に満席になり、退屈と戦っていた頃ころが嘘うそのように店内は人で溢あふれかえった。波は止まらず、入れ替わり立ち替わり、客が出入りをする。理想的な回転率となった。

　その回転を支えたのは、アキラさんだ。

「いらっしゃいませ！」

　と、快活な笑顔で出迎え、

「ありがとうございました！」

　と、爽さわやかに見送る。

　品物を乗せたトレイを両手に持ち、効率良く運ぶ。

　軽やかなフットワークで店内を移動するその姿は機敏で、しなやかで、その名のとおりまるで蜂はちのようだった。

　一方、俺オレはというと、

「ヨーヘー、五番テーブルの片付けしてこい」

　アキラさんに言われ、

「か、片付けですか……」

　教わっていない作業に萎い縮しゆくし、

「皿とかを片付けて、テーブルを拭ふくだけだ。誰だれでもできるからビビんな」

　バンと背中を叩たたかれ、人生初の片付けに向かった。

　緊張のあまり、背中の痛みは気にならなくて、手はずっとカタカタと震えていたけど、できた。ちゃんとできた。

「それを食洗機にブチ込め。入りきらなかったのは洗え。皿洗いは得意なんだろ？」

「得意っす」

　自信たっぷりに答えて、皿を洗った。

　その間、アキラさんはいくつかの作業を並行してこなしていたけど、俺は皿洗いだけで手一杯だった。

「ヨーヘー」

「何ですか？」

「伝票を書け。７番にモンブラン一つ。ドリンクはホットとロイヤルとラッシー」

「ロイヤル？」

「いいから書け。んで、厨ちゆう房ぼうに渡せ」

「わかりました」

「返事が長なげぇ」

「ういっす」

　アキラさんは途中からオーダーを暗記していた。その代筆を俺オレがして、厨ちゆう房ぼうの中の人に渡す。いつの間にか俺も二つの作業を同時にできるようになっていった。中の人のことも気にならなくなっていた。

「ヨーヘー、１番」

「ういっす」

「長なげぇ」

「っす」

　片付けろ、というフレーズが短縮されて、自然、作業スピードも上がっていく。

「ヨーヘー」

「っす」

「レジ」

「無理っす」

「そうだったな。悪わりぃ」

「っす」

　できないことはできないと正直に言える心の余裕も生まれていた。

「ヨーヘー」

「っす」

「喉のどが渇いた」

「ジュース！」

　こんな風に、いわゆる阿あ吽うんの呼吸というものがアキラさんとの間に芽生えた――なんて言えば聞こえがいいけど、俺は彼女の言うとおり動いていたに過ぎない。

　椿つばきさんも由ゆ比い川かわも「仕事ができる人」だけどアキラさんが一番かもしれない。サボっている時の印象とのギャップがそう思わせるのではなく、素直な感想だ。速さと質が格段に上回っている。

　俺は、まるで機械のように淡々と作業をして、彼女の手足となって動いていた。

　それが不思議なぐらい心地よかった。

　目の前のことに夢中になって、頭から雑念がきれいに消えて真っ白になって、それでも充実感はちゃんと心に積み重なっていく。機械であることに喜びすら覚える。

　有能なトップと、それにどこまでも忠実な部下がいれば組織は回る。

　そんな言葉がよぎり、その言葉に心の中で大きく頷うなずいていた。

　偽りではなく、本当に尊敬しての「さん付け」になっていたことは言うまでもない。

　やがて、雨が上がり、客が帰り始めた。

　客を帰す客――という言葉もあったりするんだけど、今日の場合はただ雨宿りの必要がなくなったからだろう。

「やればできんじゃねぇか」

　と、アキラさんが頭をゴシゴシと撫なでてくれて、午後七時過ぎ、また店内は客が一人もいない状態になった。

　そして、由ゆ比い川かわが帰ってきた。





「ごめんなさいっ、雨が止やむのを待ってたらこんな時間になっちゃいました」

　息を切らしながら謝る由比川。

　俺オレは思い出したように疲れがやって来たのでシンクに両りよう肘ひじをつけて立っていた。アキラさんはカウンター席に座ってコーヒーを飲んでいる。そんな俺たちと店内の様子を見て、

「……ま、大体わかるけど、どうだったの？」

　由比川が訊きいてきた。大体わかられては困るので、

「実はすごく忙――」

「すげぇヒマだった」

　俺の言葉を遮り、アキラさんが言った。嘘うそをついた。

「え？」

　と驚く俺を尻しり目めに、アキラさんは大きく口を開けてアクビをしながら、

「こんなことならオレがババァの所に行きゃよかったぜ」

　また嘘をついた。そして、その嘘を由比川は信じた。

「そうですか。お店的にはあんまり良くないけど、良かった。洋よう平へいも、こんな日もあるんだって勉強になったでしょ？」

「え、あ、うん……」

「てゆーかアキラさん！　そこに座っちゃダメだって言ってるでしょ！　しかもコーヒーまで飲んで！」

「うっせぇな、わーってるよ。スタッフルームで飲めばいいんだろ」

「違います！」

「菜な月つきも帰ってきたことだし、これで気兼ねなくサボれるぜ」

　コーヒーカップを持って立ち上がり、スタッフルームへと歩き出すアキラさん。

「サボっちゃダメだってば！　んもう……」

　由比川は目と八や重え歯ばを尖とがらせて怒ったけれど、追いかけはしなかった。長い時間、店をあけていたことへの負い目があったのだろう。

「………」

　と、俺は無言でアキラさんの背中を見つめていた。いや、見み惚ほれていた。

　アキラさん、かっこいい。

　あれだけ忙しかったのに嘘うそをついた。由ゆ比い川かわにこれ以上の負い目を感じさせないための嘘だ。あれだけ忙しかったからこその嘘だ。

　すぐに本当のことを言おうとした俺オレには、とても真ま似ねできない。

　アキラさん、超カッコイイ！

「なにボーッとしてるの？」

　由比川が怪け訝げんな顔で見つめている。俺もアキラさんの嘘に便乗することにした。

「いや、何でもない。それにしても今日は本当にヒマだな。うん。とってもヒマだ」

「……わかったよ。そんな遠回しにアピールしないでってば」

　と、由比川が嘆息して、

「さっきの続き、オーダーの取り方とテーブルの片付けを教えてあげる」

「え？」

「これを覚えたら接客の基礎は終わり。ウェイターデビューの日も近いよ」

「そ、そうなんだ」

「……嬉うれしくないの？」

「い、いや、そんなことは、ない」

　上う手まく嘘がつけない。あからさまに、ぎこちない。そんな俺を助けてくれたのもアキラさんだった。彼女は廊下から顔だけを出して、

「ヨーヘー、ちょっとこっち来い」

「っす」

　俺は廊下まで走った。由比川が「あ、ちょっと待て」と言ったけれど聞こえないフリをした。ボロが出る前に逃げた。

　そのままスタッフルームに入り、アキラさんが長なが椅い子すに座りながら、俺の頭を小突く。

「オレに教わったとか言うんじゃねぇぞ？」

「は、はい。それはそのつもりなんですけど、でも……」

　ここは嘘をつかなくてもいいような気がする。アキラさんは悪いことをしていたわけではないのだから。

　という考えを読みとったのか、アキラさんは俺の頭にもう一発、拳こぶしを見舞った。

「菜な月つきが嫉しつ妬とするだろ」

「嫉妬？」

「なんつーか、飼い犬が他の人に懐いていると少しだけイラッとするだろ？　あれに似た感じだよ」

「はぁ……」

　アキラさんは金メッシュの入った髪をくしゃっと掻かき、

「かく言うオレも、ちょっと嫉妬してるんだ。ヨーヘーに」

「俺オレに？」

「菜な月つきの指導係はオレだったんだよ。むちゃくちゃ可愛かわいがってやったのにさ、お前が来てからは、お前にへばりついて、オレに尻尾しつぽも振らなくなっちまった。まあ、飼い犬も成長したってことなんだろうけど」

「……」

「だからさ、へばりつかせといてやれよ。んで、テメェも菜月にへばりついてろ。先輩にとっちゃ、どこまでも『従順』な後輩ほど可愛いものはないんだから」

　照れ笑いしながら、少しだけ目を細めた。

　アキラさんはきっと寂しかったんだ。

　手塩にかけて育てた飼い犬が親犬になったから。だから、わざと悪態をついたり、時々イジメたりして飼い犬に噛かみついてほしかったのかもしれない。俺に対して刺とげ々とげしかった理由もここにあるだろう。

　それは決して褒められたことではないし、まるで好きな子にちょっかいをかける子供のようでもあり、仕事はあれほど器用にこなすのにとっても不器用な愛情表現だ。

「アキラさん」

「あん？」

「こんなことを言うと殴られると思いますが……」

「んだよ？」

　不器用だからこそカッコイイ。

　惚ほれた。

　男として惚れた。アウトローで屈折した暴君の魅力に男心を鷲わし掴づかみにされた。

　だから「さん付け」ではなくて、

「兄貴と呼ばせてください！」

　殴られる覚悟でお願いすると、しばしの沈黙のあと、

「あははっ」

　と、アキラさんは豪快に笑った。

「お前、おもしれぇヤツだな。そーか、兄貴か。てことは、ヨーヘーはオレの弟になるんだな？」

「はい。弟というか舎しや弟ていっす」

「そーかそーか。今日からオレたちは兄弟か。いいぜ、気に入った」

　バシバシと俺の肩を叩たたいて笑う。肩が地面に落ちるんじゃないかというぐらいの衝撃だけど、今はその痛みが嬉うれしかった。

　俺の飼い主ぬしは由ゆ比い川かわで、アキラさんは俺の兄貴。

　ちょっと屈折しているけど、そういう解釈も悪くないと思う。

「じゃあ早速、肩でも揉もみますよ、兄貴っ」

　自分の肩が壊れそうだったこともあって、兄貴の背後に回った。

　そして、疲れているであろう肩に触れた。

　瞬間。

「やんっ」

　兄貴が兄貴らしからぬ愛らしい悲鳴をあげる。

　あ、忘れてた。兄貴はスキンシップに弱いんだった。

「肩かた揉もみとかいらねぇから、は、はやく離れりょ。ブッ殺すじょ！」

　物騒な内容とは裏腹に兄貴がヘナヘナと崩れる。

「………」

　俺オレはちょっとだけ考えてから、ぺろりと舌なめずり。

　これチャンスだ。下克上の大チャンスだ。何度も苦杯をなめさせられ舎しや弟ていになることに決めたけど、舎弟である前に俺は楠くすの木き家の嫡ちやく男なんだ。楠木家の嫡男が負けたままでは許されないのだ。従順なだけの飼い犬であってはならないのだ。

　というか、リベンジしたいだけだ。

「いや～凝ってますね～」

　兄貴の命令を無視して肩揉みを続ける。



    

  
    
      



    

  
    
      

「も、もうやめろって言ってりゅ、だろ……」

　全身に力が入らない様子の兄貴の肩をさらに揉もむ。

「ホントお疲れさまでした」

「ちゅ、ちゅかれてにゃいから……やめ……んっ……」

　兄貴からアキラちゃんになって、涙目になって、艶つやっぽい吐息まで漏らして、訴える。その姿は普通に惚ほれてしまいそうなほど可愛かわいくて、ものすごく変な気分になりかけた俺オレは最悪すぎるけど、チャンスは拡大中。だから続行です。揉み続けます。

「よぅへぇ、お願いだから……」

「え？　何ですか？」

「……もう、やめて……」

「よく聞こえません」

「お願いだよぉ……」

「ん～？　やっぱり聞こえないな～」

　もはや最悪という言葉ですら勿もつ体たいないほどの完全なダメエロ中年と化していた俺だが、精神は獰どう猛もうな野犬だ。マジです嘘うそじゃないです。

　――もらった！

　と、弱りきった兄貴に襲いかかろうとした時。

「なにやってんだ、お前は」

　いつの間にか開いていたドアの向こうに由ゆ比い川かわがいた。

　しかしまあ俺も懲りないよなぁ……と自嘲しつつ、由比川に駆け寄る。

「違うんだ、これはそういうアレじゃなくて兄貴への下克上というか……」

「兄貴？」

「そう、兄貴。つまり男同士だから別に変な………………どうぞ」

　無理矢理すぎる言い訳にあきらめをつけ、額を差し出した。

　しかし、由比川はドーンの構えを解き、

「………もう、なんだっていいよ」

　と、聞こえないぐらい小さな声で呟つぶやいて、フロアへ戻ってしまった。

　折せつ檻かんされずに済んだのに、俺はどこか拍子抜けしてしまって、

「あれ？　どうしたんだ由比川？」

　ちゃんと聞こえるように言ったのに由比川は何も答えなかった。

　そして、そんな由比川を追いかける前に、

「おい、弟。つーか腐れ外道」

　復活した暴君の声が背後から心臓に刺さった。

「……っす」

「こっち向け」

「無理っす」

「顔は殴らねぇから安心しろ」

「マジ無理っす。バカみたいに不安っす」

「んじゃ背骨を折る」

「振り向くっす！」

　兄貴の眼まな差ざしは、一週間何も食べていない猛獣のそれだった。

　だが、しかし。

　この猛獣にも弱点があることを俺オレはもう知ってる。体にさえ触れれば兄貴はヘニャる。絶体絶命のピンチにも見えるが、今度の今度こそ最大の好機。だと信じる！

「な、なめとったらアカンぞおおお！」

　舎しや弟ていは床を蹴けり、兄貴に牙きばを剥むいた。

　結果は………言いたくない。



　良き後輩になるためのポイント・その３

　後輩はどこまでも従順であれ。

　決して、絶対に、ホントにマジで、牙を剥いてはいけない。



　それからも店は相変わらずヒマだったけど、さすがに誰だれも来ないということはなくて、水曜日にしてはまずまずの客入りとなった。

　接客は由ゆ比い川かわが一人でやって、満まん身しん創そう痍いの俺は特に何もすることがなく、アキラ兄貴は最後までスタッフルームでサボっていた。

　そうして一日が終わった。色々あったけど充実した一日だった。

　別れ際、由比川は、

「……お疲れ」

　また明日、とは言わず、目も合わせず、そそくさと帰ってしまった。

「……うん。お疲れさま」

　見えなくなった小さな背中に言う。

　もちろん、その声は届かなかった。



　今日の収穫

　接客の基礎を覚えた。

　兄貴ができた。



    

  
    
      


　木曜日　モコ式





　基本的にウチの店では、平日は三人シフト（と厨ちゆう房ぼうの中の人）ということになっている。レイチェルがいる間はレイチェル一人（と厨房の中の人？）だったりもするらしいけど、レイチェルがバーに行ってからは常にスタッフが三人いるように配置されている。これは俺オレが働き始める前からの慣習だそうで、俺が働き始めてからも変わっていない。

　そして、俺は週７でバイトに入るから、俺＋誰だれか二人（と厨房の以下略）ということになる。ちなみに俺が入ったことにより勤務日数が減った四人は、その代わりとして時給がアップしたらしい。



　バイト五日目の木曜日。

　今日は俺・椿つばきさん・モコちゃんという三人である。昨日の別れ際に「また明日」と言わなかった由ゆ比い川かわは、やはり今日は休みだった。まあ由比川は週７で働くわけじゃないのでこんな日も当然ある。

　当然あるのに、

「寂しいですか？」

　と、椿さんが訊きいてきた。俺はほんの少し考えてから、

「そうですね。寂しいですね」

　俺がここに来てから由比川がいない日は初めてなので、あるべきものがない的な感覚はする。寂しいというよりは違和感といった方が的確かな。

「あらあら。まあまあ。そうですかそうですか」

　俺の答えの何がそんなに楽しいのか、椿さんは「うふふうふふ」と笑い、

「では、新しいお仕事は由比川さんが来てから教えてもらいましょうね」

　と、教育係代行の任務をさりげなく放棄した。昨日、兄貴に似たようなことを言われたので別に異論はないけど、椿さんのご指導を仰ぎたかった気もする。

　そんなわけで、俺は今持っている武器――掃除全般と皿洗いと接客の基礎を駆使して、椿さんのサポートに回ろうとしたが、客が少ないのでサポートの必要がなかった。

　モコちゃんは、

「蒼あお井いさんはと～っても忙しくなったら、お手伝いお願いね」

　と、椿さんがさりげなく（そして巧妙に）手伝い禁止の命令を出したのでボーッとしている。モコファンの連中も今日は来ていない。

　俺オレ＋モコ。自分で言うのも悲しいけど、この二人はよほどのことがない限りジッとさせておくのが賢明だろう。椿つばきさんはそのことをよく心得ていらっしゃる。

　だから俺＋モコの二人組はろくに仕事もせず、カウンター内に並んで立って、ただただボーッとしていた。

　並んで立ってというか……

「……モコちゃん、近いんだけど？」

　至近距離にいる。本日はケモノっ娘こバージョンのメイドに張りつかれている。肘ひじと肘が常時、触れている。その肘に「お」で始まって「い」で終わる四文字のアレが当たったりする。すごくむにゅむにゅする。

「そですか？　これぐらいがクリティカル距離だとモコは思いますけど」

「近すぎるよ。これじゃマンマークだよ。クリティカル距離って何だよ」

「愛を語らう上で最も効果的に相手のハートを揺さぶる距離のことです」

「あ、愛って、語らないよ、そんなの……」

　さらりと言うモコちゃんに、俺は困惑する。パンツ事件のせいで、ただでさえまともに顔も見られないっていうのに。この人は本当に何を考えているのかわからない。

「ねぇねぇ、洋ようちゃんは高校生ですか？」

「そうですよ」

「どこの高校ですか？」

　聞かれたので答えた。

「ん～……どこかで聞いたことがあるような学校です」

「まあ一応、日本一の進学校だからね」

「へ～。洋ちゃんは賢いのですね～」

「それほどでもないよ。まあ一応、トップ合格したけどね。まあ一応、定期試験でも毎回学年一位だけどね」

「へ～。すごいですね～。洋ちゃん、おバカに見えるのに実はとっても賢いのですね～」

「ま、まあ一応ね……。そういうモコちゃんも高校生なの？」

　そういえばモコちゃんの年齢も知らないな。というか、アキラ兄貴のも由ゆ比い川かわのも知らない。この店は色々と謎なぞが多いなあ。

「モコもおバカに見えるかもですけど実は賢いんですよ～」

「へぇ。どこの学校？」

「どっちが賢いか、何かで勝負しますか？」

「いいけど、その前にどこの学校？」

「でわ、しりとり対決といきましょう」

「うん。それは構わないけど、その前にどこの学校なの？　そもそも高校生なの？」

「しりとり――の、り！」

「始まったの!?」

　始まったらしい。そして年齢は言わないつもりらしい。ここを深追いしてはいけないと椿つばきさんの件から学んだので、やめておこう。

「じゃあ、りんご」

「ゴリラ」

「ラッパ」

「パンツ！」

　モコちゃんがパンツって言うと俺オレはなぜか顔が熱くなる。一種のトラウマだな。

「積み木」

「キス」

「キス？」

「ダメですか？」

「あ、ごめん。全然ダメじゃない」

　普通の言葉なのにモコちゃんが言うとなんだかピンクな香りが漂う。俺が意識しすぎなのかな？

「えっと、キスだから……するめ」

「メイクラブ」

「……いや、それはおかしくない？」

　しりとりは名詞をつなげるのがルールでしょ。

「ブですよ、洋ようちゃん。あと五秒以内に言えないとモコの勝ちになります」

「その前にルールを確認……まあいいや。じゃあ、ブリキ」

「亀きつ甲こう縛り」

「ストーップ！」

「どうしてですか？　モコ、ノッてきたところなのにぃ」

「うーん……どこから注意しようかな……」

　注意しなきゃいけない時点でおかしいだろ。てゆーか、モコちゃん賢くないよ。絶対に賢くないよ。案の定だよ。

　でも、しりとりのルールを１から教えるのは面倒だし、たとえ他人の土俵でも争いごとには絶対に勝つのが楠くすの木き家嫡ちやく男なんの使命だ。

「……よし。このままいこう」

「亀甲縛りの続きからです」

「わかってるから二回も言わないで。じゃあ、リス」

「素っ裸」

「か、かもめ」

「雌豚」

「それ豚いる？　いやまあ雌だけでも微妙だけどさ……」

「あ、洋ようちゃんの負け～」

「違うっ、今のはただの質問だよ」

「しりとり中に質問はダメです」

「くっ……」

　なかなか厳しいな、モコ式しりとり。こんな土俵に上がるんじゃなかったな……。

「えーっと、じゃあ……畳」

「淫みだらな人妻」

　……オーケー。もう何も言わない。俺オレは戦う。そして絶対に勝ってやる。

「マタタビ」

「ビッチ」

「ち、地球」

「生みの親」

「薬草」

「生みの親に捨てられた子」

「胡こ椒しよう」

「生みの親に捨てられた子と血の繋つながらない妹」

「……灯とう籠ろう」

「生みの親に捨てられた子と血の繋がらない妹のその後」

「………強盗」

「生みの親に捨てられた子と血の繋がらない妹のその後は涙なしでは語れない」

　聞きてぇ！　その子たちのその後が超知りたい。胡椒と言った時から意図的に「う」で終わるように返していたから、このまま「う」で返せば続きが聞けそうだな。

「印いん籠ろう」

「ウシ」

　ええっ、ここで透かすの？　このテクニシャンめ。でも負けないぞ。

「心臓」

「うり坊」

「うらしま太郎」

「生みの親に捨てられた子と血の繋がらない妹のその後は涙なしでは語れないけど、それでも聞きたいですか？」

　キタ――――ッ!!

「かなり聞きたいです！」

「素す股また」

　しまった。「う」で返さないといけないのか。いや、それにしても素股って……。

「体操」

「生みの親に捨てられた子と血の繋つながらない妹はその後、親しん戚せき中をたらい回しにされて、最終的には施設に預けられたが……」

　ここで区切るか。焦じらしやがって。二人に何があったのかすごく気になるじゃないか。

「合唱」

「生みの親に捨てられた子と血の繋がらない妹はその後、親戚中をたらい回しにされて、最終的には施設に預けられたが、その前に二人の名前はコウヘイとモモコである」

　名前かよ！　しかも微妙に俺オレたちの名前に似てるし。でもまあ、その方が感情移入しやすいかもしれない。

　よし、次からはコウヘイの「こ」かモモコの「も」で返そう。「る」で始まって「こ」か「も」で終わる言葉だから…………あ、ヤバい。出てこない。

「あと五秒ですよ～」

「る、る、る……ルービックキューブ！」

「……」

　……うん。なんかゴメン。次はちゃんとやるから、そんな冷たい目で見ないで。

「ブラジャ……ブラウス」

「すじこ！」

　ありがとうモコちゃん。本当はブラジャーって言いたかったんだよね？

「コウヘイとモモコは施設を出て、二人で暮らし始めた」

「蛸たこ！」

「コウヘイは寝る間を削って懸命に働いたが……」

「がんも！」

「モモコはまだ幼く、狭い部屋で一人、働きに出た兄の帰りを待つ日々が続いた。そんなある日……」

「ひも！」

「モモコは知ってしまった」

「凧たこ！」

「コウヘイと自分が血の繋がらない兄妹きようだいであるということを知ってしまったのだ」

「大学いも！」

「モモコは兄を男として意識するようになり、月日が流れ、大人になったモモコは……」

「はも！」

「モモコは雌豚」

「ターイム!!」

「むっ。どうしてタイムするですか？」

「可か哀わい想そうすぎるよモモコが。モモコはもっと純粋な子だよ。雌豚なんかじゃないよ！」

「洋ようちゃんよくご存じですね～。この話にはまだ続きがありますです」

「すぐにお願いしまスモモ！」

「モモコは雌豚……と周囲から罵ののしられることを覚悟の上で彼女は決意した。この熱き想おもいを兄に打ち明けよう。だって愛してしまったんですもの！　この世に愛よりも大切なものなんてないのよ！」

「よし行け！　俺オレが許す！」

「すべてを捨ててでも愛に生きようとするモモコ。しかしコウヘイはそんな妹の気持ちに気づいていた。モモコを愛してはいる。でもそれは兄妹きようだい愛でしかない。それに、オレには恋人がいる。葉は月づきという名前で、小学生みたいに小さくて怒りん坊だけどなぜか憎めない可愛かわいい女なんだ」

「誰だれがモデルか丸わかりだけど続行！」

「海辺のカフェにモモコを呼び出したコウヘイ。彼の隣には葉月もいる。恋人を紹介することで妹の目を覚まそうと考えたのだ」

「だ、大丈夫か？　そんなことで本当に上う手まくいくか？」

「カフェへと急ぐモモコ。だけど、走りはしない。最愛の人のために整えた髪や服が乱れてしまう。彼の前ではいつも綺き麗れいでいたい」

「いい子……モモコはホントにいい子……」

「コウヘイと葉月が待つカフェの前に着いたモモコが店のドアを開けようとしたその時、背後から声をかけられた。振り返ると、そこにいたのはレイコだ」

「………誰？」

「レイコはモモコの友人のオカマである。さらにレイコの隣には、淫みだらな人妻のツバ子と彼女のヒモのアキ男もいるではないか」

「カオス！」

「素す股また名人でもあるツバ子は以前からコウヘイに興味をもっていたので、モモコの邪魔をしに来たのだ。アキ男はそんなツバ子を邪魔しようとして、レイコはそんなアキ男を邪魔しようとしている。とっても複雑な三角関係……いや、六角関係が形成された。それから六人は色々とややこしいことになって、くんずほぐれつ、亀きつ甲こう縛り縛られの濡ぬれ場ばも展開されて……」

「テラカオス！」

「数年後、モモコは妊娠した。そうして生まれたのが楠くすの木き洋よう平へい――」

「いい加減にしなさい！」

　いつの間にか近くにいた椿つばきさんに怒鳴られた。俺オレがバッドすぎるエンディングに「いやああああ！」と叫ぶ直前だった。

　椿さん、前に俺と由ゆ比い川かわを怒った時よりも怒っている。目をナイフのように鋭く尖とがらせ、顔を真っ赤にしている。淫みだらな人妻役だったことにも怒っているんだろうな……。

「い、いや、これは冗談というか暇つぶしというか………すいません」

　俺は言い訳しようかとも思ったけど言い訳なんかどこにもないので素直に謝った。

　しかし。

「『ん』がついたから洋ようちゃんの負け～。モコのほうが賢～い」

　と、モコちゃんはぴょんぴょん飛び跳ねた。絶賛激怒中の椿さんの前で。

　当然、

「いい加減にしなさいと言ってるでしょ蒼あお井いさん！」

　と椿さんがさらに怒鳴る。

「あ、また『ん』がついたので椿さんも負け～。モコ２連勝です♪」

　キャッキャと小躍りするモコちゃんは、

「でわでわ。モコは脳が疲れたのでちょっと寝てきまっす」

　一陣の風のように颯さつ爽そうとスタッフルームへ消えてしまった。

　俺はそれを呆ぼう然ぜんとしながら見送り、

「す、すごいなぁ……」

　思わず呟つぶやいてしまった。

　なんかもう……モコすげぇ！

　アルバイトスタッフの頂点は椿さんだと思っていたけど、ひょっとしたらモコちゃんが最強かもしれない。

　暫ざん定てい王者の椿さんは、どこか憂いを帯びた眼まな差ざしで俺を見て、

「あの……私って、その、み、淫らな人妻に見えますか？」

　やはり聞こえていたらしい。

　淫らではないけど人妻には見えなくもないですよ、なんて言えるわけがないから、

「可か憐れんな女子高生にしか見えません」

　……あ。また負けた。





　今日の収穫

　モコちゃんは天才かもしれない。



    

  
    
      


　金曜日　綺麗なお姉さんと休憩時間





　バイト六日目の金曜日。

　俺オレは例によって学校が終わってからすぐリムジンに乗り、ハーヴェストに到着。時刻は午後四時前。店内は混こんでいた。さすがに金曜の夕方は忙しくなる。

　本日は俺と椿つばきさんと兄貴の三人。俺＋兄貴という組み合わせもまた問題だな、椿さんも毎日大変だなあ、と思っていたのだが。

「蜂はち矢やさん、７番テーブルのオーダーお願いします」

「ういっす」

「そのあと４番の片付けもお願いね」

「っす」

　……兄貴は普通に働いていた。兄貴が「やればとっても出来る子」だということは前回知ったけど、普通に働くなんて兄貴らしくない。

「ヨーヘー、そんな所に突っ立ってないで手伝え。片付けはもうできるだろ？」

　俺を見つけた兄貴が至極真まっ当とうなことを言う。

「できますけど……それより兄貴、変なものでも食べたんですか？」

「あん？　わけわかんねぇこと言ってないでさっさと手伝え。ブッ殺すぞ」

　と言うのにブッ殺しに来ない。殴りもしない。

　疑問に思いつつも、俺は急いで着替えて片付けを手伝った。

　そして数時間後、ようやく客の流れが落ち着き、ひと息つける状態になった。

「蜂矢さんと一緒だと助かるわぁ」

　自分の肩を叩たたきながら椿さんが褒める。それに対して兄貴は、

「それはオレのセリフっす。姐ねえさんと一緒だと仕事が楽っす」

　と、軽く会釈。

「………んん？」

　二人のちょうど間に立っていた俺は大きく首を傾かしげた。

　姐さん？　会釈？　敬語？

　ちっとも兄貴らしくない。こんなの俺が兄貴と仰ぐ兄貴じゃないっす。

「兄貴、マジでどうしたんすか？」

　側そばに行き、小声でそう訊たずねると、兄貴も小声になって、

「オレ、あの人が苦手なんだよ」

　本人にはバレないように顎あごで椿つばきさんを指した。兄貴って意外と苦手なものが多いな。

「もちろん嫌いじゃねぇんだけどさ、やっぱ苦手なんだよ。姐ねえさん、マジ怖こえぇから」

「怖い？」

　アンタの方がよっぽど怖い、とはもちろん言わず、俺オレはまた首を傾かしげた。

　たしかに、椿さんは見た目の印象と違う部分も多々ある。ベースは聖母様だけど、実はかなりお茶目な一面がある。怒りもする。怒った椿さんは普段の温厚な面との差が激しいので、まあ怖いといえば怖い。

　でも暴君アキラが怖おそれるほどではない。兄貴なら「うるせぇババア！」ぐらいのことを言いそうなのに、実情は、敬語で会釈で真ま面じ目めな勤務態度である。

「何がそんなに怖いんですか？」

「ヨーヘーもいずれわかる。とにかく姐さんと一緒だと肩が凝って仕方ねぇ。つーことで姐さんと一緒に休憩してこい。あとはオレ一人でやるから」

　そう言って、俺を椿さんのいる方向に突き飛ばした。

「――と言ってますので、そうしましょう」

「まあ。本当に蜂はち矢やさんは働き者で助かるわ」

　と、椿さんは兄貴に会釈をして、兄貴も会釈で返し、俺たちは休憩することになった。





　スタッフルームに入った俺と椿さんは小さなテーブルを挟んで長なが椅い子すに座り、椿さんのいれてくれた煎せん茶ちやを一服。

「は～……椿さんのお茶は美お味いしいなぁ」

「うふふ。私は関係ありませんよ。でも、お茶っていつの季節でも美味しいですよね」

「ですね～」

「はい」

「……」

「……」

「今日はお客さん多いですね」

「そうですねぇ」

「ね～」

「はい」

　うーん、落ち着く。心が安らぎまくる。椿さんと一緒だといつでもこうなるなぁ。

　兄貴はこの人の何が怖いんだろう？

「椿さん、アキラの兄貴と――」

　何かあったんですか、と訊たずねようとしたら。

「これ、客の忘れ物っす」

　と、兄貴が部屋に入ってきて、中身の入った紙袋をテーブルの上に置いて、すぐに店内フロアへと戻っていった。わかりました、と椿つばきさんが言ったのを聞きもせずに。

「お忘れ物はこの部屋で保管するんですよ」

　説明しながら椿さんはその紙袋を持ち、部屋の隅にある「忘れ物」と書かれた段ボールまで運ぼうとした。

　しかし、三歩ほど歩いたところで、

「はうあっ！」

　椿さんはなぜか大きく目を見開き、普段の彼女からは想像もつかない奇声を発して立ち止まった。

「どうしたんですか？」

　椿さんの見開かれた目は紙袋の中身だけを捉とらえている。

「こ、これは……アニメ『桃井さんちの家庭事情』の主人公の妹・ヒナちゃんの数量限定フィギア……し、しかもパジャマ姿の超レアバージョン！」

　ちょっと後ずさりながら戦おののき、そこでようやく俺オレと目を合わせて、

「………と、箱に書いてあります」

　ぎこちなく微笑ほほえんだ。

「そ、そうですか」

　ちらっと紙袋の中をのぞくと、箱にはたしかにそう書いてある。

「椿さん、そういうの好きなんですか？」

「いいえ。まったく興味がございません」

　きっぱりと言い切る椿さんだが、フィギア入りの紙袋を忘れ物箱に仕舞おうとはせず、長なが椅い子すに座り直して膝ひざの上に置いた。そして落ち着かない様子でチラチラと袋の中を見ている。大事そうに抱えてもいる。

　……これ絶対に好きだよね？

「く、楠くすの木きさんは、こういうものに興味がおありですか？」

「いいや。俺はあんまり。子どもの頃ころからオモチャやゲームといった物に不自由しませんでしたからね。欲しい物は何でも買ってもらえましたから、逆に興味を失ったというか、それよりも辞典や参考書の方が………椿さん？　聞いてます？」

　まったく聞いてない。俺が「子どもの頃から」と言ったあたりから袋の中のフィギアにしか関心を示していなかった。

　……これもう確定だよね？

「ああ、ごめんなさい。私も全然まったくこれっぽっちも興味がありませんのよ」

「そうですか。あ、ちょっとそれ見せてもらえますか？」

「え？　興味ないのに？」

「……ダメですか？」

「い、いいえ。どうぞ、お好きなだけ見てください。私は見たくもありませんからっ」

　俺オレはなんだか悪いことをしている気分になりながら、紙袋の中から箱を取り出した。

「あわあっ、透明フィルム部分を素す手でで触ってはいけません！」

「うわあっ、ごめんなさい！」

　すごい勢いで怒鳴られ、思わず謝ってしまった。椿つばきさんは一瞬で我に返り、

「………と、箱に書いてありますよ」

「そ、そうですね……」

　それは書いてなかった。けど、俺が知りたかった情報はちゃんと記載されていた。

「やっぱりだ。この製造会社、楠くすの木きグループの系列会社です」

「ええええ！」

　がたん、と長なが椅い子すからずり落ちるというコント的リアクションで椿さんは大いに驚き、

「ほ、ほほ、本当ですかっ？」

　テーブルの上に両りよう膝ひざを乗せて前のめりになるという絵に描かいたような食いつきっぷりに俺はちょっとだけ引いた。

「え、ええ、本当ですよ」

　楠木財閥が関かかわってる会社など日本中にごまんとあるので珍しくもない。

　椿さんは、ほわわ～ん、とした恍こう惚こつの表情を浮かべ、だけどまたすぐに我に返り、緩い表情をきゅっと引き締めた。

「そうでしたか。まあ、私には関係ありませんけれど。その製造会社様が楠木さんと関係あろうとも椿には一切、関係ありませんものっ」

　すんごい動揺しているな。一人称が途中で私から椿に変わっているし。製造会社に様を付けているし。本人はそのことに気づいてないし。

　慎つつましやかな椿さんも素敵だが、こういうお茶目な部分も可愛かわいい。このギャップこそが彼女の魅力だと思うんだけど、どうして隠すんだろう？

　ここで、俺の心に悪戯いたずらな気持ちが芽生えた。

「えーっと、これ何でしたっけ？　何ちゃんフィギア？」

「ヒナちゃん！」

「これもう売ってないんですか？」

「はい。そうなん……そうみたいですね。よく知りませんけれど」

「ふ～ん。でもまあ、俺が頼めばどうにかなるんじゃないかな～」

「ど、どうにかって？」

「保管しているのを譲ってもらったり、新しく作ってもらうことも可能でしょうね」

「……ふぎゅぅ」

　ご飯を目の前にして待て状態の犬のように、椿つばきさんはぷるぷると体を震わせ、喉のどの奥で妙な（だけど可愛かわいい）音を発した。

　うわ。何だろうこの気持ち。可か哀わい想そうなのにゾクゾクする。

「椿さん、これ欲しいですか？」

「へ？」

「俺オレが頼めば手に入りますけど、欲しいですか？」

「そ、それは……」

　ぷるぷる震えながらも、椿犬はまだ理性を捨てない。ご飯に飛びつかない。

　俺はさらに意地悪をした。

「あーそっか。こういうものは頑張って手に入れるからこそ価値があるのか。コネを使うだなんて邪道なのか。すいません、この話は聞かなかったことにしてください」

「ああっ、待って！」

　椿犬がさらに前のめりになり、俺の両手をがっしりと握ってきた。

「ちょ、椿さん！　手が、手が！」

「んもう、楠くすの木きさんったらひどいです。椿がそういうものに目がないって気づいているのでしょう？　あんまり意地悪しないで？」

　うるうるとした瞳ひとみで見上げて、おねだりする椿犬。

　やばい。激可愛い。手も握られたままだし、トキメキ度合いがえらいことになってる。頭爆発しそう。これ以上、意地悪したらこっちの身がもたない。

「ごめんなさい、椿さん。ちゃんと頼んでおきますね」

「ありがとうございます！」

　と、椿さんは破顔したけど、すぐにその笑顔を曇らせて、

「あ、でも、私がこういうの好きだってことは他の皆さんには内緒にしてくださいね？　バイトリーダーとしての威厳とか立場とかイメージとかに支障をきたしますから……」

「はぁ。わざわざ喋しやべったりはしませんが、隠すこともないと思いますよ。こういう部分も含めて椿さんなんだし」

　思っていることを率直に伝えたら、椿さんはふにゅっと相好を崩し、

「嬉うれしい……そんなこと言われたの初めてです……」

「そんなに特別なことを言ったつもりはないですけど」

「では、お言葉に甘えて、楠木さんには椿のすべてをさらけ出しちゃいます。嫌いにならずに受け止めてもらえますか？」

「もちろん。俺なんかでよければ思いきりさらけだしちゃってください」

　我ながら男前に微笑ほほえみ、椿のすべてを受け入れる態勢に入った。

「あのねあのね、こういうのが好きって言ったけど、具体的には特撮ものとか戦隊ものが一番好きなんです。○○ライダーとか○○レンジャーとかそういうの。だから基本的にはアニメよりも実写派なんです。もちろんアニメも好きですけどね。この携帯ストラップはアニメのキャラだし。ライトノベルが原作のアニメ。この金髪碧へき眼がん美少女は『僕は友達が少ないですけど何か？』のヒロインの『お肉さま』で、こっちは『えすえむっ！』のヒロインの『静子お姉さん』です。本当はケースに保管しておくべきなんですけれど、ずっと椿つばきの側そばにいてほしいから保存用と鑑賞用と携帯用とお風ふ呂ろ用に４つも買っちゃいました。買っちゃったと言っても実はこれ読者プレゼントだったので本当に買ったのは原作の小説なんですけど。合わせて何十冊買っちゃったのか覚えてないぐらい。きっと編集部さんは椿の名前を覚えているんじゃないかな。まーたコイツかよ、どんだけ好きなんだよって。あ、ちょっと話がそれちゃいましたね。とにかく椿は変身モノが好きなんです。それさえあれば二次元でも三次元でもいいし、逆にそれがないのはダメなんです。だって変身には夢と希望が詰まっていますもん。でねでね、そういう気持ちが抑えきれなくなっちゃって遂に手を出しちゃったんです。あの世界に。でも、足を踏み入れたのは最近のことだからまだまだ素人しろうとの域を出ないし、椿は蒼あお井いさんや蜂はち矢やさんのような体つきじゃないから全然ダメかもですけど、でも、脚はまあまあかなって自画自賛してるの。えへ。よし、じゃあ自信ないし恥ずかしいけど思いきって……楠くすの木きさん？　聞いてます？」

　怖っ。

　長っ。

　怖っ。

　椿さん一回も息を吸わなかったぞ……ノーブレッシングで一気に喋しやべったぞ……今もまだ喋ってるぞ……。

　いやいやいやいや！　無理ムリむり無理！

　椿のすべて受け入れてあげられない。彼女の趣味がどーのこーのじゃなく言葉の意味がわからない。話は聞いていたけど何を喋っているのか理解できなかった。

　多分、アニメとかの話をしていたと思うんだけど、あの世界とか脚を自画自賛とか意味不明な単語も含まれていたからやっぱり何の話なのかさっぱりってゆーかまだ喋ってるよ椿さん。もう俺オレの顔も見てないよ椿さん呼吸しようよ椿さん。

　……こ、これは兄貴が怖がるのも頷うなずける。

「――と思うんですけど、楠木さんはどうですか？」

「へ？」

　しまった。全然聞いてなかった。何を聞かれているのかわからない。ここは適当に話を合わせておこう。じゃないとまた椿さんが呼吸を忘れそうだ。

「えーっと……素敵だと思います」

「やっぱり！　私たちって趣味が合いますね！」

　ふぅ。何のことかさっぱりだけど話は合わせられたようだ。

「というわけなので、楠くすの木きさんはちょっと外してもらえますか？」

「へ？」

　どういうわけだ？　この話は一体どこに向かおうとしているんだ？

「だって、このままじゃちょっと……さすがにまだそこまではさらけ出せないですぅ……で、でも、楠木さんがどうしてもとおっしゃるのなら、は、恥ずかしいけど……」

　椿つばきさんが両手を頬ほおに当ててモジモジと恥じらっている。うっわマジ可愛かわいい。じゃない。可愛いとか今はどうでもいい。とりあえず俺オレは一いつ旦たん、外した方がよさそうだ。

「わ、わかりました。俺は外れます」

「呼んだらまた入ってきてくださいね」

「………も、もちろんです」

　今から何が始まろうとしているのか皆目見当もつかないが、とりあえず部屋から出た。

廊下の壁にもたれながら、椿さんから声がかかるのを待つ。

「それにしても、まるで別人だな……」

　もはやギャップという言葉の範はん疇ちゆうを超えた豹ひよう変へんぶりだ。正直言って、ちょっと怖い。

　だけど、それは俺にも問題があるのではないだろうか？

　もし俺が本当に椿さんと趣味の合う人間ならば、フィギアや特撮やアニメなどの知識が豊富ならば、この休憩時間はもっともっと楽しい時間になっていたはずだ。椿さんだけに問題があるわけではない。

　きっと兄貴も今の俺と同じ体験をしたのだろう。だから兄貴は椿さんのことを「苦手」と言ったのだろう。でも兄貴は「苦手」の前に「やっぱり」という文もん言ごんをつけていた。

　その「やっぱり」というのは、努力の形跡だ。相手の世界に足を踏み入れたという証あかしだ。それでも「やっぱり苦手」という結論に至ったのは仕方のないことで、だけど兄貴はこれからも椿さんのことを理解しようとするだろう。なぜなら「もちろん嫌いじゃない」とも言っていたから。それは「もっと好きになりたい」という裏返しだと思うから。

　俺も、椿さんのことをもっと好きになりたい。怖いけど、ちっとも嫌いじゃない。

　だったら俺も、彼女の世界に飛び込むべきじゃないのか？

　椿さんは勇気を出して自分をさらけだしたんだ、それに対しての反応が「怖い」というのは、ひどすぎるよな。

　よし、俺も飛び込もう。椿さんともっと親しくなれるよう、前へ進もう。

「楠木さん、入ってもいいですよ」

「はい！　楠木洋よう平へい、入ります！」

　俺は力強く足を踏み出し、新世界の扉を開けた――



「マジカル戦士マリナちゃんっ！」



　新世界……。

　そこは魔法の国だった。

　そして椿つばきさんは、マジカル戦士マリナちゃんとやらに「変身」していた。

　知識のない俺オレには上う手まく説明できないけど、とにかくやたらと露出度の高い衣装を着ていて、おへそもばっちり見えていて、モコちゃんよりも短いスカートを穿はいている。ともすれば下着まで見えてしまいそうなほど短い。髪型はツインテールになっていて、手にはステッキが握りしめられている。

　そのステッキを器用にくるくると回し、ハート形の先端を俺に向けて、

「ラブフレア！　これでアンタのハートは萌もえっぱなしよ♪」

「……………」

　冗談抜きで数秒ほど思考がブッ飛んだ。

　これはコスプレというやつだ。それは、わかる。ただ、どういうリアクションをすればいいのかがわからない。だってマジカル戦士に会ったの初めてだからね。これまで一度もラブフレアを食らわずに生きてきたからね。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……く、楠くすの木きさん？」

　いかん。椿つばきさんが不安そうな顔をしている。ウルトラハイテンションが急激に冷めようとしている。今ここで素に戻ったら椿さんがどれほど恥ずかしい思いをするかは経験上、リアルに想像できる。女性に恥をかかせちゃいけない。そもそも俺オレが適当に話を合わせたのがいけなかったんだ。

　行け、洋よう平へい。足を出せ。もっと踏み込め！　レッツ・インファイト！

「か、かか、可愛かわいい！」

　俺は新世界の中心で叫んだ。間かん髪はつをいれず、

「可愛いカワイイかわいい可愛いそれ以外は何もなーい!!」

　一心不乱に叫んだ。己の胸に巣くうドン引きという名の妖よう怪かいを夢中で追い払った。

　実際、むちゃくちゃ可愛いんだけどね。本物のマジカル戦士マリナちゃんを見たことがないから何とも言えないけど、多分、椿さんの方が可愛いと思う。

「そ、そんなに褒められると恥ずかしいですぅ……」

　と照れる三次元マリナちゃんもまた超絶可愛い。

「じゃあ次はマリナちゃんのライバル・コロナちゃんいきますねっ」

「次!?　コロナちゃん!?」

　誰だれだよそいつ。

「え？　楠木さん、さっきコロナちゃんの方が素敵だっておっしゃいましたよね？」

　さっきの質問はそういうことだったのか……。

「あ、ああ、コロナね。はいはい。コロナの方が素敵だっておっしゃいましたね、俺」

「もしかしてチュララと勘違いしてました？」

　だから誰だよそいつは！

「そ、そうなんですよ、チュララとね、勘違いをね、しちゃってましたね」

「大丈夫です。チュララも持ってます。というか全種類持ってます。えへっ」

　全種類？　それって全部で何種類？

「では楠木さん、また外で待っててください。すぐに変身しますから」

「いや、あの、そろそろ休憩時間を終わりにしないと――」

「あ～楽しいっ！　蜂はち矢やさんには本当に感謝しなきゃですね♪」

　意見をまるで聞いてくれず、椿さんは満面の笑みで俺を部屋から追い出した。

「……ま、まさか全種類に着替えるつもりなのか？」

　予感的中。

　その後、閉店まで椿さんのコスプレショーは続いた。





　閉店後、デフォルトの聖母状態にフォームチェンジした椿つばきさんがひと足先に帰り、俺オレと兄貴の二人が店に残った。

「お、お疲れさまっす……」

　と言った俺の表情ですべてを悟ったのだろう、兄貴はぽんぽんと肩を叩たたいてくれて、

「な？　怖こえぇだろ？」

「……はい」

　頷うなずく俺だが、本音は少し違う。恐怖心はもはや麻ま痺ひしている。とにかく疲れた。

『こんなに喜んでもらえるなんて！　楠くすの木きさんがこのお店に来てくれて良かった！』

　と、椿さんが喜んでくれたから、まあ別にいいんだけど。ただ『また今度ね！』という別れの挨あい拶さつに込められた意味を今はあまり考えたくない。

「マジでおっかねぇよな、姐ねえさんの武勇伝。さすがのオレも敵かなわねぇよ」

　兄貴が肩をすくめながら言った。

　当然、俺はそのセリフに首を傾かしげる。

「武勇伝？」

「その話を聞かされてたんだろ？　姐さんが昔、不良だった頃ころの」

「え？　不良？　コスプレじゃなくて？」

「え？　コスプレ？」

「……え？」

「……え？」

　俺と兄貴は同時に大きく首を傾げ、だけどそれ以上は何も考えないようにした。





　今日の収穫

　綺き麗れいなお姉さんはとってもお茶目な人だけど、まだまだ俺の知らない一面があるらしい。

　マジカル戦士は全部で10人だった。





　店を出る前にシフト表を確認してみたら、明日の欄に由ゆ比い川かわの名前があった。

　アイツ、機嫌直ってるといいんだけどなあ。



    

  
    
      


　土曜日　後輩の仕事





　見知らぬ人同士が出会えば、そこには何かが生まれる。何も生まれない場合ももちろんあるけれど、見知らぬ者同士が同じ空間に集えば、何かが生まれる可能性は増える。

　その何かは、良いことばかりじゃない。

　時には悪いことも生まれる。

　だけど、時々、奇跡のような素晴らしい出来事も生まれる。

　俺オレの働くカフェは、そんな場所なんだ。





　アルバイト七日目の土曜日。

　学校が休みなので、俺は開店前の午前九時にカフェ・ハーヴェストへとやって来た。

　本日はオールキャスト。レイチェルと厨ちゆう房ぼうの中の人も含めて七人体制で挑む。それほど休日の店は賑にぎわうのだ。

　おはようございます、と朝の挨あい拶さつを交わして各自が開店準備に勤いそしむ。俺もゴム手袋を装着して、バケツ片手にトイレへ向かった。

　俺の隣には由ゆ比い川かわがいる。

　三日前、微妙な別れ方をした由比川は、

「どうだ！　もうトイレ掃除は完かん璧ぺきだろ？」

「……ん。次は女子トイレね」

　とまあ、どうも覇気がない。調子に乗るなと怒りもしなければ、バカとかクズとかダメ人間とかいった罵ば声せいも浴びせてこない。生ゴミの眼まな差ざしにもならない。それどころか俺の仕事ぶりを見ようともせず、どこかうわの空である。

「なあ、由比川」

　と、女子トイレの床を磨きながら話しかけてみても、

「なに？」

　さん付けしろ、と言わない。

「何か怒ってるのか？　俺また怒られるようなことしたかな？」

「ううん。別に怒ってないよ」

「それならいいけど、この前から少し様子が変だぞ？」

「……」

「やっぱり俺オレが何かしたのか？」

「そうじゃないってば。なんだよ、私はいつも怒ってなきゃいけないの？」

「いや、そんなことはないけど……」

「……ごめん。今のは言い過ぎた」

　由ゆ比い川かわが俺に謝った。こんな由比川は由比川じゃない、とまでは言わないけど、どうも調子が狂う。

　挙げ句の果てには、

「……私、やっぱり向いてないのかも」

　と、アンニュイな表情で窓の外を見ながら、ぼそりと呟つぶやいた。

　ここまでくると、もはや怒るとか機嫌が悪いとかいったレベルじゃない。

「おいおい、本当にどうしたんだ？　悩みがあるなら聞くぞ？」

「ない。なんでもない。ほら、早く掃除を終わらせて。もうすぐオープンだよ」

　本当に開店時間が迫っていたので、それ以上は聞けなかった。

　そして店が開き、十二時を過ぎた頃ころからは片付けや皿洗いといった雑用専門の俺でさえ目も回るような忙しさになった。由比川のことを気にかけている余裕はなかった。

　それでも由比川は、俺よりも忙しいはずなのに「こうすれば早くできるよ」とか「優先順位を考えろ」といったアドバイスや注意をしてきた。このあたりはさすがだ。

　と、思っていたけど。

　忙しさがちょっとだけ落ち着いた午後二時前、

「菜な月つき！　女子トイレの紙、予備が切れてるじゃねーか！」

　兄貴が由比川に怒鳴った。客には聞こえないボリュームだけど、本気で怒っている。

「あっ……」

　と、漏らしたのは俺。紙の補充は掃除の時に行わなければならない。つまり俺のミス。だから俺はすぐさま兄貴に駆け寄って、

「兄貴、それ由比川じゃなくて俺のミス――」

「んなことわかってんだよ」

　兄貴は俺に一いち瞥べつもくれず、由比川だけを睨にらみつける。

「テメェが教育係だろ、ちゃんと仕事覚えさせろよ！　迷惑すんのは客なんだぞ！」

「はい。すいません……」

　由比川が謝り、兄貴は仕事に戻った。

　俺のミスなのに、俺は蚊か帳やの外だった。

　ずっと後輩でいたい――といった旨むねの言葉を耳にすることがある。以前の俺なら、そんなことを言うヤツに呆あきれていただろうけど、今はその気持ちが少し理解できる。

　後輩というポジションは、とても楽だ。

　細こま々ごまとしたことでは怒られるけど、最終的には責任を問われない。後輩のミスはすべて先輩の責任になる。生徒が不祥事をやらかした時に学校長が謝罪するように、業績が振るわない部署の部長が社長から大目玉を食らうように、そして今の由ゆ比い川かわのように。

　逆に言えば「人の上に立つ」ということは、責任を背せ負おうということでもある。部下や後輩のミスもひっくるめて背負わなければならない。

　考えてみれば理不尽な話だ。自分はちゃんとしているのに、他人がちゃんとしていないという理由で怒られるのだから。

　でも、その理不尽さは上に行けば行くほど増していく。重くなる。その点、後輩は自分のことだけをしていればいい。

　だから、後輩は楽だ。

　だから、ずっと後輩でいたいと言う人の気持ちもわかる気がする。

　とはいえ俺オレは人の上に立つことを義務づけられた人間だ。自分の責任は自分で背負う。楽なポジションに甘んじたりはしない。

「兄貴はああ言ったけど、やっぱり俺のミスだ」

　と、由比川の側そばに行って、詫わびた。

　由比川は二回ほど目をぱちくりとさせて、

「それ、謝ってるの？」

「うん」

「……ったく、そんな下へ手たな謝り方があるかバカ。どこまで偉そうなんだよ」

「なっ、いつもは謝れって怒るくせに……」

「今は謝らなくてもいいの。アキラさんの言ったとおり私のミスなんだから。下手くそな謝罪をするんじゃなくて、これからミスをしないように心がけろ」

　わかったか、と由比川が俺の腹を小突いてきた。

　由比川らしい生意気な言い草に、俺は怒られているのに、なぜだか嬉うれしくなった。

「そ、そうだな。うん。俺は悪くない。由比川の指導力不足だ」

　どこまでも偉そうに言ってから額をガードした。こう言えば絶対にドーンが飛んでくるから。由比川なら絶対にノッてくれる。

「……うん。そうだね」

　覆い隠した額の向こうから飛んで来たのは、手のひらではなく、悲しげな声。

　ガードを下げると、由比川は俺の側から離れていた。

「ボケてるんだからツッコめよな……」

　恨み言をもらす俺に、今度は自己嫌悪が飛来する。

　あぁ、またミスをしてしまった。

　俺は本当に謝罪が下手なんだなぁ……。



　こんな風に俺オレと由ゆ比い川かわがギクシャクしている間も当然、店は営業中であり、一度は落ち着いた客足もまた勢いを取り戻した。

　そして、夕方。

　レイチェルがバーへ向かったあとに事件は起こった。



　その時、椿つばきさんはちょうど休憩中で、兄貴と由比川が所狭しと動き回り、モコちゃんもモコちゃんなりに一生懸命、働いていた。もちろん俺も、俺なりに。

「９番、気をつけろよ」

　と、兄貴が俺たちスタッフに小声で告げた。

　９番というのはテラスにあるテーブル番号のことで、気をつけろというのは、そのまま気をつけろという意味だ。

　飲食店に限らず、客商売をしていると「厄介な客」は付きものである。厄介さにも色々種類はあるが、ようするに、店に害を及ぼす客のこと。こういった場合、隠いん語ごを使ったりする店もあるらしいけど、ウチの店では基本的にアイコンタクトで通じ合う。

　兄貴がわざわざ言葉にしたのは、まだアイコンタクトできるほど慣れていない俺のためだろう。ただ、兄貴に言われる前から俺も意識はしていた。

　９番テーブルに座っているのは、若い男女四人。カップル二組なのか、仲良しグループなのかは知らん。

　はっきり言って、頭の悪そうな連中だ。

　四人とも派手な髪色をしていて、指や首や耳にこれでもかというぐらいアクセサリーを着けている。一人の男は唇にピアスまでしている。

　その派手な外見だけで判断しているわけじゃない。外見はどうでもいい。

　連中の態度が最悪だった。

　大音量で喋しやべり、大音量で笑う。必要以上に後ろに下げた椅い子すや広げた脚が隣テーブルのスペースにまで侵入している。それでもお構いなし。ギャハハと手を叩たたいて笑いながら、コーヒー一杯で何時間も居座っている。話している内容も、誰だれ々だれがムカつくだとか、誰と誰がエッチしただとか、下品極まりない。それがガラスドアを越えて店内にまで響く。

　別に、コーヒー一杯だろうと何時間居座ろうとどんな話をしようと、それは構わない。カフェとはそういう場所だし、話の内容については他人がとやかく言うことではない。

　だけど、それで他のお客様に不快な思いをさせられては困る。

　実際、テラス席にいた他のお客様は皆、不愉快な顔をして店を出てしまった。そして、その不愉快な顔は連中よりも、この店に向けられる。そりゃそうだ。俺なら「こんな店、二度と来るか」ぐらいのことは言う。

　とにかく厄介な客である。

　それでも、店側はあまり強気な態度には出られない。厄介でも客は客。お客様あっての商売。この手の悩みはどの店でも抱えているだろう。

「ヨーヘー、そんな顔で見るんじゃねぇ」

　と、これまたスタッフにだけ聞こえる音量で兄貴が注意してきた。どうやら俺オレはかなり険しい顔をしていたらしい。

「アイツらはオレが応対するから、お前らは他のお客様のケアだけ考えてろ。特にモコ、お前はヤツら近づくなよ」

「はいです」

　兄貴が男前に指示を出し、モコちゃんはその指示どおり、テラスには近づかないようにしていた。

　だが、テラスに近づかなくとも逆ファンタジスタのモコちゃんである。カウンター席に一番近いテーブルへオーダーを取りに行った際、激しく転倒してしまった。

　それをテラス席の厄介な連中が見ていた。

「うおお、パンツ見えた！」

「マジかよ、オレ見てねーし。ねえ、メイドのお姉さ～ん、こっちに来てもう一回こけてくんない？」

「こけなくてもいいよ。パンツ見せてくれれば」

「あはは、たしかに」

　男二人が大声で言った。女二人も「マジウケる」とか言って笑っている。

　店内の空気が濁りに濁って、また一組、客が帰ってしまった。

「うぅ……洋ようちゃん、ごめんなさい。モコ、前に注意されたのに……」

　と、モコちゃんは皿洗い中の俺のもとへやって来て、謝った。バッチリ睫まつ毛げがほんのり濡ぬれていたのは、申し訳ないからではなく、すごく恥ずかしかったからだろう。

「今度から気をつけようね。とりあえず、モコちゃんは休憩に行って」

　独断で指示をした。兄貴と由ゆ比い川かわにも異論はなかったらしく、容認してくれた。

　そして、モコちゃんがスタッフルームに行くのを見送ってから、俺はカウンター内から出た。

「待て。どこ行く気だ？」

　と、兄貴が俺の腕を掴つかんで引ひき留とめる。

　行き先なんか一つしかない。

「アイツら、つまみ出してきます。大丈夫っす。十秒もあれば片付きますから」

　厄介でも客は客。お客様あっての商売。お客様は神様です。

　とは、俺は思わない。

　あんなヤツらを放ほうっておく方が店にとって損害だ。店の命とも言える信用がガタ落ちになる。というか、あんなヤツらを客だと思う必要などない。様を付けるなんて以もつての外ほか。

これ以上、被害が広がる前に追い出せばいいんだ。

「バカ言ってんじゃねぇ」

　兄貴はゴンと俺オレの頭を殴り、

「十秒もかけてたら他のお客様の迷惑になるだろ。オレが五秒で片付けてくる」

　首をポキポキ鳴らしながら、俺の前に進み出た。兄貴も爆発寸前だったらしい。むしろこうなることを待ち望んでいたかのような目の輝きだ。

　俺の兄貴のかっこよさ尋常じゃない。

　どこまで男前なんだ、この人は。

　ただ、とてつもなく男前でも――この人は本当に五秒で片付けてしまいそうだけど――兄貴の性別は女性である。女性に荒あら事ごとを任せるわけにはいかない。

「兄貴が出るようなヤマじゃないっす。俺が四秒で終わらせてきます」

　と、俺はまた兄貴の前に進み出た。

「オレなら三秒だ」

　また兄貴が前へ。

「あ、計算間違いしてました。二秒っす」

　またまた俺が前へ。

「どんだけ遅いんだよ。オレは一秒だ」

「俺は本気を出せば一秒切れますけどね」

「バカやろう、オレが本気出せば――」

「何秒でもいい！」

　バシン。後頭部に小さな手のひらが降ってきた。由ゆ比い川かわである。俺はまだしも、兄貴の後頭部も叩たたいていた。

「菜な月つき、テメェ、先輩を殴るとはどういうつもりだっ」

「先輩でも殴る時は殴ります。てゆーか、先輩だから殴れるんです。客を殴ろうとは思いません。アキラさんこそどういうつもりですか。なに考えてんですか、まったく」

「う……」

　由比川の毅き然ぜんとした態度に兄貴が怯ひるんだ。兄貴の守備力は案外、弱い。

　それから由比川はギロリと俺を睨にらみつけ、

「お前はどせなにも考えてないんだろ、このバカ」

「考えてるよ。本当に殴ったりしないけど、このまま放っておくわけにもいかないだろ」

「口答えするなバカ。お前みたいに敬語も謝罪もまともにできないヤツが行ったら余計にややこしくなるだけでしょバカ。考えろバカ。ホントにバカ」

「バカバカバカバカって……俺オレはバカじゃない！」

「なんだっていいの。とにかく大人しくしてなさい」

　と命令をしてから、由ゆ比い川かわは俺の前に進み出て、

「私が見本を見せるから、ちゃんと目に焼き付けてよね」

　二つ目の命令をした。

　そして、テラス席に向かってゆっくりと歩き出した。

　この時の由比川は兄貴よりも男前だった。小さなはずの背中がとても大きく見えた。

　だから俺は、黙って命令に従った。

　ガラスドアを開けて、由比川がテラスに入る。

　厄介な四人組に話しかける。

　由比川の声は聞こえない。

　厄介な連中の大声は聞こえた。

「ああ？　ざけんな、なんでオレらが注意されんだよ。迷惑かけてねぇだろが！」

「つーかウチら客なんですけど。客にそういう態度とかマジありえないんだけど」

　男の一人が吠ほえて、女が追従する。

　それでも由比川は冷静に話しかけ、また怒鳴られ、それを何度か繰り返して、ペコリと頭を下げた。小さな体を折り曲げた。

　由比川が間違っていないことは誰だれの目にもあきらかなのに、由比川は謝っていた。

　女二人は、それで気が済んだらしい。

　だけど、男二人は、図に乗った。

「頭下げられてもムカつきは治まんねぇよ」

「アンタが代わりにパンツ見せてくれるなら許してやるけど」

「それいいね。コイツじゃちょっとエロさが足りないけど。オラ、さっさと見せろよ」

　聞くに堪えない言葉を吐き、唇にピアスをした男が、由比川のスカートをめくり上げた。

　由比川は咄とつ嗟さに手でスカートを押さえ、下着があらわになるのを防ぎ、返す刀で、

　パン！

　と、男の頬ほおを叩たたいた。

　静かな店内に渇いた音が響き渡る。

「何すんだテメェ！」

　殴られた唇ピアスが激怒して、立ち上がる。今にも殴り返しそうな勢いで立ち上がる。

　だが、殴り返される前に、由比川はテラスから飛び出した。そして、そのままスタッフルームへと走った。

　スタッフルームにつながる廊下の手前で、一瞬だけ、由比川は俺を見た。

　食いちぎらんばかりに唇を噛かみしめ……

　泣いていた。

　それは本当に一瞬の交錯で、由ゆ比い川かわはすぐに顔をそらし、店内フロアから姿を消した。

「待てコラ!!」

　唇ピアスがテラスから出てきた。もう一人の男も出てきた。二人は由比川を追いかけようとしている。スタッフルームにまで乗り込むつもりだ。

　そんな二人とは対照的に、店内はさらに静まりかえった。

　また一組、客がレジへと歩き出した。

　別の席にいる男性客数名が、二人組を止めようと立ち上がっている。

　その他の客は黙って動向を見つめている。

　由比川と入れ替わるようにして、モコちゃんと椿つばきさんがフロアに現れた。

「あわぁ……」

　と、モコちゃんは今にも泣き出しそうな顔で身を縮めている。ミニスカートはズボンに穿はき替えていた。

　椿さんは、

「………滅」

　と不可思議な言葉を呟つぶやき、マジカルステッキを逆手に握っている。表情はまるで悪魔のように冷たい。これが噂うわさの不良時代の一面だろうか？

　アキラの兄貴は、言うまでもない。飢えに飢えた肉食獣の眼まな差ざしで、舌なめずり。今の兄貴なら本当に一秒もかけず二人組をＫＯするだろう。

　そして、俺オレは、店内にいる誰だれよりも早くに動いていた。

　椿さんや兄貴や正義感のある男性客が二人組に詰め寄る前に、俺が連中の前に立った。

「んだ、テメェ！」

　唇が俺に向かって吠ほえる。

「……」

　俺はまだ何も言わない。

「どけコラ！」

　もう一人の男が俺を押す。

　どくわけがない。

「………」

　俺は黙って二人を見た。睨にらむでもなく、ただ眺めた。

　近くで見れば見るほど頭の悪そうなヤツらだ。年齢は俺とほとんど変わらないだろう。体格も普通。むしろ細身だ。いわゆる、粋いきがっているガキだ。口だけ野郎だ。

「邪魔だっつってんだろうが！」

「マジムカつく。ボコにすんぞテメェ」

「………」

　二人組の罵ば声せいを聞き流して、横目でスタッフルーム方面を見る。椿つばきさんとモコちゃんが立っている場所のさらに向こうにいるアイツを壁越しに透視する。

　それから、胸中でため息をひとつ。

　由ゆ比い川かわ、お前はバカだ。バカはお前だ。

　こんなヤツらを殴ってどうするんだよ。殴る価値もないじゃないか。俺オレと兄貴には厳命したくせに何で殴るんだよ。男前な背中が台無しだ。

　どうしてお前が殴るんだよ？

　お前は殴っちゃダメだろう。このことが問題になってクビにでもなったらどうする？

雑用専門の俺に行かせればいいんだよ。俺ならたとえクビになっても（クビは嫌だけど）店には何の問題もない。損害ゼロ。なんなら有益だ。

　でも、お前はこの店に必要な人間だろ。レイチェルも椿さんも不在の時、一体誰だれが店長代理をすればいいんだよ？　モコちゃんを一番上じよう手ずに泳がせるのは誰だよ？　兄貴に面と向かって注意できるのは誰だよ？

　俺の教育係はどこの誰なんだよ？

　お前だろ、由比川。お前しかいないだろ。それなのにどうして殴るんだよバカ！

　というか。

　殴るなら一発で倒せ。ここだろ、今こそドーンの出番だろ。こんなヒョロ男は、半分の力のドーンで充分だよ。それを何だ、あの不抜けた平手打ちは。情けない。

「オイ聞いてんのか！」

　唇がまた吠ほえて、俺の胸ぐらを掴つかんだ。その手をなんなく外すと唇はたじろいだ。呆あつ気けなく怯ひるみやがった。粋いきがっているくせにケンカをしたこともないらしい。

　なんだか頭がおかしくなりそうだ。

　俺は、働き始めて一週間も経たったのにまだトイレ掃除を完かん璧ぺきにできないクズだ。

　そんなクズだけど断言できる。

　コイツらもクズだ。

　俺は、この店の一番下っ端だ。最底辺だ。

　だけどコイツらはもっと下だ。

　こんなクズに、由比川は泣かされた。

　こんな下等生物に、俺の先輩はひどいことをされた。

　腹が立って、悔しくて、悔しくて悔しくて悔しくて、変になりそうだ。

「黙ってねぇでなんとか言え！」

　怯みから立ち直った唇が喚わめく。

　ああ、言ってやる。その穴だらけの耳のど真ん中をかっぽじってよーく聞け！



「申し訳ございません」



　深々と頭を下げて、俺オレは言った。

　二人組は数秒間、黙ってから、

「……あ、謝って済むかよっ！」

　思い出したようにまた怒鳴った。

　だから俺は、両手と両りよう膝ひざといつもドーンの的になっている額を床につけた。

「うちのスタッフが大変な無礼を働きましたこと、心よりお詫わび致します。どうかお許しください」

　まるで俺以外の時間が止まっているかのように、誰だれも何も喋しやべらない。スタッフも、客も、二人組も、その連れの女の子二人も皆、黙っている。

　静寂の中、俺は続けた。

「本日のお代は結構です。さらに万が一、お怪け我がをされていましたら、治療費はこちらが全額負担させて頂きますので遠慮なくお申しつけください」

「……お、おう。当然だろ。マジで請求すっからな」

　ようやく俺以外の時間も流れて、唇が言った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺オレは伏せていた顔を上げる。

「ですが！　お客様が女性スタッフにした行いは別です。それはそれとして、また後日、しかるべき場所で、お話しさせてください」

「ああ!?　な、なに言って――」

「それが面倒でしたら、ここは私の顔に免じて、痛み分けということにしてはもらえないでしょうか？」

　また額を床につけた。ごん、と音を鳴らして。

「……」

　と、唇が静止した時の中に戻り、次に動いたのは、スタッフでも男性客でもなく、これまで静観していた一人の女性客だった。彼女は、すすす、と俺に近づいて来て、

「警察に連絡しました」

　とだけ言って、席に戻った。多分、嘘うそだろう。でも効果絶大の嘘だった。

「おい、ヤベェよ。もう行こうぜ」

　唇じゃない方の男が唇を引っ張り、

「くそっ、こ、こんな店、二度と来ねぇからなあ！」

　唇がこれぞという捨てゼリフを吐き、四人の厄介な若者は店から出て行った。

「またのお越しを心よりお待ちしています！」

　俺は土下座のままくるりと反転して、大声で言った。ドアが閉まり、四人の足音が聞こえなくなってからさらに心の中で十秒数えて、顔を上げる。立ち上がる。もう一度、反転して、店内フロアを見渡す。

　みんなの視線が俺に集まっていた。

　だけど俺はみんなの目を見なかった。俺が店内を見渡したのは、みんなの目を見るためじゃない。時々、生ゴミを見るように冷たくなる二つの瞳ひとみを見るためだ。

　で、見つけた。

　廊下からミニマムな体を半分だけ出して、俺を見ていた。

「由ゆ比い川かわっ」

　と、走る。

　目の前まで行って、どこまでも偉そうに胸を張る。

「どうだ！　さっきの敬語と謝罪は完かん璧ぺきだっただろ？」

「……っ」

　由比川は眉まゆ根ねをギュッと寄せ、唇もギュッと噛かんでから、

「さんを付けろ」

　まずはダメ出し。

　それから、

「でも、さっきのは百点だったよ」

　天使の笑顔になって、初めて褒めてくれた。

「……っ！」

　今度は俺オレが眉まゆを寄せて唇を噛かむ。だけど間に合わなかった。

「うわっ、どうして泣くんだよっ」

「だって……」

　俺はこれまで腐るほど百点を取ってきたけど。

「……こんなに嬉うれしい百点は初めてだ……」

「わ、わかったから泣かないでよ。てゆーか泣くようなことじゃないでしょ、バ、バカ」

　由ゆ比い川かわが慌ててエプロンのポケットをまさぐる。

　そんな由比川よりも先に、すっ、とハンカチを差し出してくれたのは椿つばきさんだった。

「楠くすの木きさん、男の子が泣いてはいけませんよ」

「べ、別に、泣いてなんかないですよっ」

「うふふ。そういうのをツンデレと言うんですよ、私の好きな世界では。そうだ、今度はツンデレっ娘こ特集にしましょうね」

　俺だけに聞こえるように囁ささやいて、優しく微笑ほほえんだ。やっぱり椿さんはこの聖母モードが一番しっくりくる。さっき一瞬だけ凶悪な顔を見たことは忘れよう。

「洋ようちゃん、かっこいいです！」

　目元を拭ぬぐっている腕にモコちゃんがしがみついてきた。

「モコ、わかりました。今度こそわかりました。洋ちゃんにはパンツの中も見せることにしまっす」

「はあああ？　な、何を言ってるんだよ！」

「いつがいいですか？　今にしますか？」

「今はいいよ！　じゃなくて、そんな時はこれからも来ないよ！」

「来ます。モコ、呼び寄せます」

　腕にしがみつきながら、ぴょこぴょこ跳ねるモコちゃんに、俺も由比川も椿さんも渋い表情をしたけど、怒るに怒れなかった。

「やるじゃねぇか、ヨーヘー。それでこそオレの弟だ」

　アキラの兄貴が後ろから頭を撫なでてくれた。撫でてるつもりなんだろうけど、軽く脳が揺れた。ちょっと吐きそうになった。馬ば鹿か力ぢからすぎる。

「でもよ、まだ仕事は終わってねぇぞ」

　兄貴が顎あごで後方を指す。仕草がいちいち男前だから、泣いている俺は立場がない。

　お客様たちは呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見ていた。スタッフだけ盛り上がっちゃって取り残された感が店いっぱいに充満している。

　だから俺オレは仕事の仕上げにかかった。

「皆様、大変ご迷惑をおかけしました。お詫わびとして、本日のお代金は頂きません」

　ここで区切り、空きテーブルの上に飛び乗る。

　そして胸をポンと叩たたいて、

「日本一の後輩アルバイターこと、この楠くすの木き洋よう平へいが全額負担致します！　好きなだけ飲み食いしちゃってくださーい！」

　両手を広げてフィニッシュ。

　若干のタイムラグは発生したけど、お客様は皆、笑顔で拍手してくれた。よくやった、感動した、と言ってくれた人もいる。

　もちろん俺も満面の笑み。やり遂げた男の顔だ。

　その顔のまま誇らしげに再度、振り返り、

「どうだ由ゆ比い川かわ、これはもう二百点満点の仕事っぷり――」

「テーブルの上と調子に乗るなああああ！」

　マックスドーン。

　身長差ではなく高低差が絶妙の位置で急所を捉とらえた。

　テーブルから吹き飛び、床で転がって、下腹部を破壊された俺は気を失った。



　そのあとすぐ、レイチェルが店に飛んで帰ってきた。詳しい事情を聞いたレイチェルはなんとも言いがたい表情をしたけど、最終的にはお説教。客が予想以上に好きなだけ飲み食いしたのが経営者的に痛かったのだ。

　ただ、説教をされたのは俺じゃなく、由比川でもモコちゃんでも兄貴でもなく、我らがバイトリーダーの椿つばきさんである。

　みんなが「私の責任です」と怒られ役を買って出ようとしたのだが、椿さんは頑として譲らなかった。後輩のミスは先輩の責任だ、と言って。

　……ま、俺はその場にいなかったんだけどね。スタッフルームで新たな性別に進化しかけていたからね。





　良き後輩になるためのポイント・その４

　後輩のミスは先輩の責任になるので、ミスは極力しないように心がけること。

　ただし、先輩も時にはミスをする。

　その時は、後輩が土下座をすれば解決する……場合もある。





　騒動の時、店にいたお客様の全員が、帰り際に「また来ますね」と言ってくれた。俺オレが百点の謝罪をしたことなんかよりも、ずっとずっと、奇跡的なことだと思う。

　小さな小さな奇跡だけど、それは確かに生まれたんだ。

　ここ、カフェ・ハーヴェストで。





　今日の収穫

　敬語と謝罪が少しだけ上う手まくなった。

　この店でアルバイトを始めて良かったと心から思えた。



    

  
    
      


　エピローグ　その１





　昨日のようなトラブルは起こらなかったけど、昨日よりも忙しかった日曜日が終わり、

閉店後――。

　着替えを終えて、店の前で待機していた自家用リムジンに乗り込もうとしたら、

「洋よう平へい」

　物陰から声がかかった。声の主ぬしは、先に帰ったはずの由ゆ比い川かわだ。

「この登場パターンやめてくれないか？　心臓がビクンってなるんだよ」

「うるさい。黙れ。ついでに家まで送れ」

　暗がりの中、由比川が険しい顔で言ってきた。

　断る――といつもの調子で返したいところだけど、もしかしたら昨日の連中が待ち伏せしていたりするかもしれないから、由比川を一人で帰すのは危険だ。

「わかった。送るから乗れよ」

　と、後部座席に誘ったけど、

「違っ、車じゃなくて、あ、歩いて送れっ」

　由ゆ比い川かわは乗車拒否。なぜか物陰から動こうとしない。

「車の方が早いし安全だろう」

「それはそうだけど……あ、私は乗り物酔いするんだ。すごく酔うの、乗り物に」

「毎日自転車に乗っているじゃないか」

「酔いながら乗ってる」

「何の得があってそんな自虐的な行為を……」

「あーもう、うるさい！　いいから黙って送れ！」

「わ、わかったから、そんなに怒るなよ」

　なぜか歩いて由比川を家まで送ることになった。



　店から五分も歩けば住宅街で、静かで住みよい街だけど暴漢にとっては都合がいいとも言えるので、俺オレは周囲を警戒しながら歩いた。

　しかし、暴漢が待ち伏せている様子はどこにもなく、街はとても平和で、送れと言った由比川もあまり気にしている様子はなかったので、そのうち俺も気にしなくなっていた。

　会話も弾んだ。内容はいつものように他愛もない。グァテマラ産の洗剤がすごいとか、皿洗いの新技を思いついたとか、そんな感じ。でも、それがやけに楽しかった。

　五月も下旬に差し掛かろうとしているのに今日は気温が低くて、ほんのり冷たい夜風が肌に心地よい。

　とにかく良いい気分だった。

　隣を歩く由比川の表情も上機嫌に見えた。口調もノリも足取りも軽やかで、片っぽ八や重え歯ばが顔を出す回数も多い。

　だから、

「機嫌が直ったみたいで安心したよ」

　と言ってみた。数日前からなんか変な感じだったけど、今はいつもの――いつもよりも優しい――由比川だから。

　しかし、由比川は急に押し黙って、しゅんと肩を落とした。

「ねえ、洋よう平へい……」

「ど、どうした？　やっぱり何か悩みごとでもあるのか？」

「ん……」

　微かすかに頷うなずき、ふぅ～はぁ～と独特の深呼吸をしてから、

「私ってキャラが薄いでしょ？」

「キャラ？」

「うん。ウチの店のスタッフはみんな濃いでしょ？」

「まあ、な」

　たしかに、みんな濃い。キャラが濃いというかアクが強い。

「それに比べて私は、椿つばきさんみたいに仕事ができるでもないし、温厚な人柄でもないし、モコさんみたいな愛あい嬌きようもないし、スタイルも良くないし、アキラさんほどのカリスマ性はないし、強くもないし……それに、洋よう平へいみたいなアレでもないでしょ？」

「アレって……」

「私はせいぜい背が小さいこととか、物覚えが良いいこととか、おでこがキュートだとか、小動物っぽい愛くるしさが体から滲にじみ出てるとか、そのぐらいだもん」

「最初以外は褒め言葉だな。俺オレのことはアレの二文字でまとめたくせに」

「とにかく私は薄いでしょ？」

　色々と言いたいことはあるが、ここはひとまず聞き役に回ろう。

「仮にそうだとして、それがどうした？」

「だから、向いてないのかな……って。洋平の教育係に」

　由ゆ比い川かわはまた肩を落とし、本当に手のひらに乗せられそうなほど小さくなった。

「怒るつもりじゃないんだけどね、洋平は、私以外の三人にはすぐ懐いたでしょ？　でも私にはちっとも懐かない。反抗的な態度ばっかり。すぐ口答えするし、敬語使わないし、命令を平気な顔で断るし、折せつ檻かんしても大人しくなるのはその時だけ……あーもう！」

「怒ってる。怒ってるよ～」

　なだめて、話を軌道修正。

「だから、向いてないって思ったの。私は、人の上に立つ人間じゃないのかなって……。だって、上に立つ人はみんなキャラが濃いでしょ？　でも私はそうじゃなくて、だから、洋平は懐けないんだと……」

「……」

　いつの間にか俺たちは立ち止まっていた。由比川の瞳ひとみは地面を見つめたままで、そんな彼女の顔を俺はずっと見ていた。

　まるで、月のない今夜の空のように暗いその顔を。

「……なるほどな。まあ、由比川のキャラうんぬんに関しては間違いだらけだが、それはひとまず置いておくとして」

　と、前置きをしてから攻守交代。俺は彼女の悩みに対しての意見を述べた。

「関係ないよ」

　これは、一週間前の俺には言えなかった言葉だ。

　でも、今は言える。

　言えるようになったのは、他でもない由比川が同じことを言ってくれたからだ。

　俺は、あの時の由比川を真ま似ねて、彼女の真正面に立った。

「由ゆ比い川かわ菜な月つきがどこの誰だれで何様であろうと関係ない。先週の日曜日から俺オレの先輩だ。それ以上でもそれ以下でもそれ以外の何者でもない」

「洋よう平へい……」

「そして、それはずっと変わらない。俺が日本一の後輩になった時、君は日本一の先輩になる。ただそれだけのことだよ」

　だから――とつなげて、体を折り曲げる。

「一日でも早く日本一の後輩になれるよう、今後もご指導のほどよろしくお願いします」

　そのまま三十秒ほど頭を下げ続けた。

　由比川が思いきり眉まゆ根ねを寄せて空を見上げていたから、そんな顔を後輩に見られるのは先輩の沽こ券けんにかかわるだろうから……というのは嘘うそで、芝居がかった自分のセリフが恥ずかしすぎて真っ赤に染まっているであろう顔を見られたくなかったからだ。

　由比川は、ぐすん、と一度だけ大きく鼻をすすって、

「よろしくお願いします、由比川さん――でしょ。最後が抜けてるから二十点」

　ダメ出しをしてきた。

　俺はにやりと笑ってから顔を上げる。

「お前はどうしてそうスパルタなんだよ。鞭むちの頻度があまりにも多すぎるぞ」

「お前は甘やかすとロクなことをしないからね」

「お前って言うな」

「お前こそ」

　リズミカルに憎まれ口を叩たたき合い、最後に笑った。

　家に入る時、由比川は、

「また明日ねっ」

　と言った。

　やっぱりこれが一番素敵な別れの挨あい拶さつだ。

　でもな、由比川。

「お前、明日のシフトに入ってないぞ」

　もう見えなくなった天使の背中に向けて、苦笑混じりに呟つぶやく。

　早く明後日になればいいなと少しだけ思いながら。



    

  
    
      


　エピローグ　その２





　月曜日の朝、全校集会があるので校舎の廊下を歩いていた。

　一人で歩いていた。周りには、誰だれもいない。ユージもいない。ユージはクラスメイトと輪になって前方を歩いている。

　これまでと何も変わらないことなのに、一人でいることが無性に寂しく感じられた。

　アルバイトを始めてからの一週間で、俺オレはたくさんの「初めて」を経験した。だから、ユージの言った『ズレ』が少しは埋まったんじゃないかなと期待してしまった。

　たとえば、誰かが気さくに挨あい拶さつしてくれるような場面を期待してしまった。

　でも、そんなに簡単にはいかないらしい。

「……まあな。たったの一週間だもんな。一週間やそこらで人徳が身につくわけ――」

「楠くすの木きくん、おはよー」

「！」

　楠木くん、挨拶されてる。可愛かわいらしい声の女子生徒から挨拶されてるよ、楠木くん。

　……ふふふ。どうやら『ズレ』は埋まってきているらしい。欠けていた人徳が生まれて体から滲にじみ出ているらしい。気さくな挨拶をせずにいられないほどに。

　俺は爽さわやかな朝に相応ふさわしい笑顔で声の方へ振り返り、

「おはようござい……」

　最後の「ます」が言えずに凍りついた。

　なぜなら、そこにいたのは……

「おはようございます、由ゆ比い川かわさん――だろ？」

「由比川!?」

　見間違いではなく本物だった。片っぽ八や重え歯ばを光らせてにやりと笑っている。

　この時点で大パニックに陥っていた俺の目に、さらなる驚きよう愕がくの事実が飛び込んできた。

　由比川が履いている校内用の靴に赤色のラインが入っていたんだ。

　それは「一年生」であることを示すライン。

　つまり。

「お、お、お前、俺の――」

「お前って言うな」

　俺の先輩は、俺の後輩だった。



つづく



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　どうも、樋ひ口ぐち司つかさです。新作「カフェとオレの先輩」いかがだったでしょうか？

　舞台を固定して、人物の出入りや動きだけで話を構成する――というシチュエーションコメディの要素を取り入れたものが書きたいと思っていまして、書いちゃいました。

　とはいっても、キャラがみんな元気なのでそのうちカフェの外に飛び出すでしょうし、小説なので動きよりも会話がメインになるとは思いますが、そんなコンセプトでやっていこうと思っています。コメの部分にエナジーを注いでいく所存です。

　って書くと、

「おいラブも忘れんなよテメェ」

　という担当氏の怒声が聞こえてきそうですね。

　もちろん忘れていませんよ。わかってますよ。忘れるわけないじゃないですか。すでに担当氏とは「カフェオレ」という略称で呼んでいますけど、この作品は「先輩」の部分も大切です。むしろそこが肝です。先輩部分にありったけのラブ成分を注入していきます。だから正確には「シチュラブコメ」です。そういうのが書きたかったんです（最初の構想では登場人物が全員男だったことは秘密）。

　とりあえず今後は僕の好きなシュールでナンセンスな笑いをもっともっと盛り込んでいこうと……したらすぐに止めてください。みんなで止めてください。いや、マジで。

　ともかくまあ、ラブもコメもむちゃくちゃ楽しんで書いてます。皆様にも楽しんでもらえたら幸いです。



　では、簡単に謝辞を。

　細かい注文に素晴らしいイラストで応こたえてくれた京きよう極ごくしんさん、感謝で感動で感嘆です。

　担当氏、今後の創作に活いかすために、一緒にカフェ巡りをして可愛かわいい制服や可愛い女性スタッフさんの仕事ぶりなどを研究していきましょう。あくまで取材として。

　編集部ならびに関係各位の皆様、なにかとご心配をおかけしましたが、こうして無事に新作を出版することができました。本当にありがとうございます。

　最後に読者の皆々様へ、感謝の言葉は山のようにあるのですが、それは物語で返していこうと思います。だから次巻も読んでね。

　それでは、また近いうちに逢あいましょう。



樋ひ口ぐち　司つかさ



    

  
    
      

　著者

　樋口司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。さそり座のＢ型。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　代表作は『ぴにおん！』、『ダブルアクセス』（いずれもＭＦ文庫Ｊ刊）など。

　　愛犬ゴエモンと一緒にドッグカフェに行きたいけれど、彼は女の子にすごく積極的なので連れて行けません。この肉食系雄犬め……



　イラスト

　京極しん（きょうごく・しん）

　　滋賀県出身のイラストレーター。

　　代表作は『ほうかご百物語』（電撃文庫）、『もて？モテ！ある日突然モテ期になった！』（ＭＦ文庫Ｊ）など。

　　娘ＴＹＰＥ（角川書店）にて『ストライクウィッチーズ』公式コミックを手がけるなど幅広く活動。

　　同人サークル「INFINITY DRIVE」を主宰。
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